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【
あ
ら
す
じ
】 

剣

の

道

を

究

め

よ

う

と

修

行

に

励

ん

で

い

た

一

人

の

若

者

、

佐

伯

晋

一

郎

が

、

自

分

の

剣

の

師

匠

を

、

父
の
仇
と
し
て

、
仇
討

ち
の
旅
に
出
る
物
語
。 

江

戸

中

期

、

と

あ

る

小

藩

の

剣

術

指

南

役

の

家

に

生

ま

れ

た

佐

伯

晋

一

郎

は

、

城

下

で

道

場

を

開

く

脇

坂

彦

衛

門

の

下

で

修

行

の

日

々

に

明

け

暮

れ

て

い

た

。 

そ

ん

な

あ

る

日

、

自

宅

の

道

場

に

呼

ば

れ

た

晋

一

郎

は

、

父

に

切

腹

の

介

錯

を

命

じ

ら

れ

る

。

父

、

佐

伯

玄

之

丞

は

、

脇

坂

と

立

ち

合

い

、

敗

れ

た

と

い

う

の

だ

。

武

士

は

死

ぬ

べ

き

時

に

死

ぬ

も

の

だ

と

い

う

言

葉

を

残

し

て

玄

之

丞

は

腹

を

切

る

。

晋

一

郎

は

父

の

首

を

落

す

が

、

心

に

大

き

な

傷

を

負

い

、

真

剣

が

使
え
な
く
な
る

。 

藩

内

で

は

剣

術

指

南

役

た

る

玄

之

丞

が

市

井

の

剣

客

に

敗

れ

て

切

腹

し

た

と

い

う

噂

が

広

が

り

、

佐

伯

の

家

名

存

続

が

危

ぶ

ま

れ

る

こ

と

に

な

る

。

親

戚

筋

か

ら

晋

一

郎

に

仇

討

ち

の

圧

力

が

か

か

る

が

、

当

の

脇

坂

は

城

下

を

出

奔

し

て

い

た

。

晋

一

郎

は

、

仇

討

ち

の

旅

に

出

る

が

、

真

剣

を

遣

え

な

い

と

い

う

心

の

傷

は

克

服

で

き

ず

、

ま

た

、

師

や

剣

の

道

に

対

す

る

自
分
の
気
持
ち

も
整
理

で
き
な
い
で
い
た
。 

旅

の

間

、

路

銀

稼

ぎ

の

道

場

破

り

を

繰

り

返

す

が

、

あ

る

時

、

老

剣

客

に

真

剣

で

の

勝

負

を

挑

ま

れ

て

敗

れ

、

道

場

破

り

を

断

念

す

る

。

路

銀

が

尽

き

、

空

腹

で

動

け

な

く

な

っ

て

い

る

と

こ

ろ

を

百

姓

の

後

家

、

喜

代

に

助

け

ら

れ

る

が

、

仇

討

ち

を

断

念

で

き

な

い

晋
一
郎
は
、
喜

代
の
元

を
去
る
。 

ま

た

あ

る

時

、

晋

一

郎

は

、

ヤ

ク

ザ

と

の

喧

嘩

で

重

傷

を

負

う

。

天

狗

の

面

を

付

け

た

大

和

田

重

蔵

に

助

け

ら

れ

、

山

中

で

共

に

暮

し

始

め

る

が

、

そ

の

重

蔵
は
脇
坂
の
親

友
だ
っ

た
。 

重

蔵

に

戦

い

を

挑

ま

れ

た

晋

一

郎

は

や

む

な

く

重

蔵

を

斬

り

、

そ

の

形

見

の

脇

差

を

重

蔵

の

妻

と

孫

娘

の

元

に

届

け

る

。

そ

こ

で

脇

坂

の

居

場

所

を

知

っ

た

晋
一
郎
は
一
路

江
戸
に

向
か
う
。 

江

戸

で

脇

坂

と

対

決

し

た

晋

一

郎

は

立

ち

合

い

の

途

中

、

重

蔵

の

孫

娘

、

楓

に

刺

さ

れ

て

倒

れ

る

。

一

命

は

取

り

留

め

る

が

、

脇

坂

と

語

る

う

ち

、

晋

一

郎

は
自
分
の
生
き

る
道
を

再
発
見
す
る
。 
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【
登
場
人
物
】 

  

佐
伯
晋
一
郎
（
１
８
）
（
２
１
～
２
２
）
剣
士 

脇
坂
彦
衛
門
（

３
８
）
（
５
８
）
（
６
２
） 

道
場
主
・ 

晋

一
郎
の

師 

佐
伯
玄
之
丞
（

２
８
）
（
４
８
） 

晋
一
郎
の
父
。
剣
術
指

南
役 

 
 

 
 

 
佐
伯
芳
乃
（
３

８
）
玄

之
丞
の
妻
・
晋
一
郎
の
母 

佐
伯
美
代
（
１

４
）
玄

之
丞
の
娘
・
晋

一
郎
の

妹 

 

大
山
半
九
郎
（

３
２
）

浪
人 

喜
代
（
２
０
）

百
姓
の

後
家 

大
和
田
重
蔵
・

天
狗
（

６
８
）
脇
坂
の
親
友 

 

大
和
田
松
（
５

９
）
重

蔵
の
妻 

大
和
田
楓
（
１

７
）
重

蔵
の
孫
娘 

 

河
島
源
兵
衛
（

５
３
）

玄
之
丞
の
義
兄 

山
田
無
為
斎
（

８
１
）

道
場
主 

渡
辺
源
吾(

３
８)

山
田

道
場
師
範
代 

 

ヤ
ク
ザ
１ 

ヤ
ク
ザ
２ 

飯
盛
り
女 

他 
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○
脇
坂
道
場
全
景 

 
 

 

生

垣

に

囲

ま

れ

た

百

姓

屋

の

よ

う

な

藁

葺

の

建

物

。

玄

関

に

〈

剣

術

指

南

脇

坂

道

場

〉

の

看
板
。 

 

○
同
稽
古
場 

板
張
り
の
が
っ

し
り
と
し
た
造
り
の
道

場
。 

十

数

人

の

若

者

が

激

し

い

剣

術

の

稽

古

を

し

て
い
る
。 

薄

く

目

を

閉

じ

、

腕

を

組

ん

で

座

っ

て

い

る

脇
坂
彦
衛
門
（

５
８
）
。
沈
痛
な
表
情
。 

目

を

開

き

、

稽

古

中

の

若

者

達

を

見

回

す

。

視

線

の

先

に

佐

伯

晋

一

郎

（

１

８

）
。

年

上

の

稽
古
相
手
を
圧

倒
し
て
い
る
。 

脇

坂

、

暫

く

晋

一

郎

を

見

詰

め

た

後

、

大

声

で
声
を
掛
け
る

。 

脇

坂

「

晋

一

郎

、

相

手

を

し

て

遣

わ

す

。

こ

れ

へ

参

れ
」 

晋

一

郎

、

相

手

に

会

釈

を

し

て

、

脇

坂

の

下

へ
駆
け
寄
る
。 

脇

坂

、

立

ち

上

が

り

、

壁

の

刀

掛

け

か

ら

木

刀
を
取
る
。 

脇

坂

「

晋

一

郎

、

そ

な

た

も

木

太

刀

で

相

手

を

せ

よ

」 

晋
一
郎
、
意
外

そ
う
に
脇
坂
を
見
る
。 

晋
一
郎
「
先
生

、
型
稽

古
で
す
か
」 

脇
坂
「
そ
う
で

は
な
い

。
立
合
い
で
あ
る
」 

脇

坂

、

木

刀

を

持

ち

、

道

場

の

中

央

に

向

か

う
。 

弟

子

達

、

脇

坂

に

気

が

つ

き

、

稽

古

を

止

め

、 

道
場
の
中
央
を

開
け
る
。 

脇

坂

、

道

場

中

央

に

立

ち

晋

一

郎

を

振

り

返

る
。 

脇
坂
「
ど
う
し

た
。
早

く
参
れ
」 

 
 

 

弟
子
達

、
晋
一

郎
を
見
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

戸

惑

い

の

表

情

を

浮

か

べ

な

が

ら

、

自

分

も

木

刀

を

取

っ

て

道

場

中

央

に

向

か

う

。 

ざ
わ
つ
く
弟
子

達
。 

道
場
中
央
で
向

き
合
う
脇
坂
と
晋
一
郎

。 

脇

坂

「

何

を

し

て

お

る

。

竹

刀

が

木

太

刀

に

変

わ

っ

た
だ
け
の
こ
と

だ
。
構

え
よ
」 
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晋

一

郎

、

言

わ

れ

る

ま

ま

に

木

刀

を

構

え

る

。 

 
 

 

脇

坂

、

木

刀

を

右

手

に

だ

ら

り

と

下

げ

、

無

防
備
に
立
っ
て

い
る
。 

 
 

 

静
ま
り

返
る
弟

子
達
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
構
え

た
ま
ま
動
か
な
い
。 

脇

坂

「

ど

う

し

た

、

晋

一

郎

。

こ

れ

し

き

の

事

で

臆

し
て
は
真
剣
で

は
戦
え

ぬ
ぞ
」 

 
 

 

脇

坂

、

無

造

作

に

間

合

い

を

詰

め

、

上

段

に

振
り
か
ぶ
っ
て

晋
一
郎
を
打
つ
。 

 
 

 
晋

一

郎

、

脇

坂

の

打

ち

込

み

を

か

ろ

う

じ

て

防

ぐ

。

硬

い

木

の

ぶ

つ

か

り

合

う

音

が

静

ま

り
返
っ
た
道
場

に
響
く
。 

脇
坂
「
そ
れ
で

も
当
道

場
の
筆
頭
か
。
真
の
勝
負
と 

思
っ
て
打
ち
掛

か
っ
て

ま
い
れ
」 

脇
坂
、
晋
一
郎

を
突
き
飛
ば
す
。 

晋
一
郎
、
仰
け

反
っ
て
倒
れ
る
。 

脇
坂
、
晋
一
郎

を
怒
鳴
り
つ
け
る
。 

脇

坂

「

そ

の

様

は

な

ん

だ

。

気

合

を

入

れ

ろ

。

す

で

に

免

許

の

腕

と

思

っ

て

お

っ

た

は

我

が

目

の

狂

い

か
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

跳

ね

起

き

、

大

声

で

気

合

を

発

し

て
脇
坂
に
打
ち

込
む
。 

 
 

 

暫
く
晋

一
郎
の

一
方
的
な
攻
撃
が
続
く
。 

 
 

 

脇
坂
、

晋
一
郎

の
打
ち
込
み
を
悉
く
凌
ぐ
。 

 
 

 

汗

ま

み

れ

の

晋

一

郎

の

顔

に

苛

立

ち

の

表

情

。 

 
 

 

晋

一

郎

、

打

ち

込

む

と

見

せ

て

脇

坂

に

体

当

た

り

す

る

。

脇

坂

僅

か

に

よ

ろ

け

る

。

晋

一

郎
、
足
を
絡
め

脇
坂
を
倒
す
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

倒

れ

た

脇

坂

に

圧

し

掛

か

る

よ

う

に
木
刀
を
振
り

か
ぶ
る
。 

脇
坂
「
そ
れ
ま

で
」 

 
 

 

脇
坂
の

声
が
掛

か
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

木

刀

を

振

り

か

ぶ

っ

た

ま

ま

動

き

を
止
め
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

の

喉

も

と

に

脇

坂

の

木

刀

の

切

っ

先

が
寸
止
め
に
止

ま
っ
て
い
る
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
木
刀

を
投
げ
捨
て
平
伏
す
る
。 

晋
一
郎
「
先
生

、
ま
い

り
ま
し
た
」 

 
 

 

脇

坂

、

何

事

も

な

か

っ

た

よ

う

に

立

ち

上

が

り
、
晋
一
郎
に

声
を
掛
け
る
。 
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脇

坂

「

わ

し

を

倒

し

た

ま

で

は

良

か

っ

た

が

、

相

手

の

切

っ

先

が

ど

こ

に

あ

る

か

を

見

切

れ

ぬ

よ

う

で

は

、

い

ま

だ

免

許

に

は

足

り

ぬ

か

。

今

少

し

励

め

、

晋
一
郎
」 

 
 

 

脇

坂

、

木

刀

を

壁

に

戻

し

、

道

場

を

出

て

行

く
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

自

分

の

喉

の

辺

り

を

さ

す

り

な

が

ら
脇
坂
を
見
送

っ
て
い
る
。 

 

○
佐
伯
家
全
景

（
朝
） 

板

塀

に

囲

ま

れ

た

、

大

き

い

が

質

素

な

作

り

の
武
家
屋
敷
。 

 

○
佐
伯
家
敷
地

内 

庭

に

小

さ

な

道

場

が

あ

る

。

中

か

ら

鋭

い

気

合
い
が
聞
こ
え

る
。 

 

○
佐
伯
家
道
場

内 

 
 

 

晋

一

郎

、

木

刀

を

持

ち

、

猛

烈

な

速

さ

で

型

稽
古
を
繰
り
返

し
て
い
る
。 

 
 

 

飛
び
散

る
汗
。

思
い
詰
め
た
表
情
。 

 
 

 

道

場

に

寝

巻

姿

の

佐

伯

玄

之

丞

（

４

８

）

が

入

っ

て

く

る

。

立

っ

た

ま

ま

、

腕

を

組

み

、

晋
一
郎
の
稽
古

の
様
子
を
見
て
い
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

玄

之

丞

に

気

づ

か

ず

、

稽

古

を

続

け
る
。 

 
 

 

や

が

て

、

大

き

く

肩

で

息

を

し

な

が

ら

稽

古

を
止
め
、
初
め

て
玄
之

丞
に
気
づ
く
。 

晋
一
郎
「
父
上

、
い
つ

か
ら
そ
こ
に
…
…
」 

 
 

 

玄

之

丞

、

生

真

面

目

な

表

情

で

晋

一

郎

に

近

づ
き
な
が
ら 

玄
之
丞
「
晋
一

郎
、
そ

の
よ
う
な
刺
々
し
い
気
合 

い
を
、
早
朝
よ

り
吐
き

散
ら
し
て
は
い
け
な
い

。 

ゆ
っ
く
り
と
朝

寝
も
で

き
ま
せ
ん
」 

晋
一
郎
「
も
、

申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
」 

玄
之
丞
「
寝
所

ま
で
聞

こ
え
る
。
母
上
も
こ
ぼ
し 

て
い
ま
す
ぞ
」 

晋
一
郎
「
は
あ

…
…
」 

玄
之
丞
「
こ
の

と
こ
ろ

毎
日
で
は
な
い

か
。
な

に 

か
あ
っ
た
の
で

す
か
」 
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晋
一
郎
「
い
え

…
…
」 

玄
之
丞
「
そ
も

そ
も
、

い
く
ら
稽
古
に
気
を
取
ら
れ 

て
い
る
か
ら
と

い
っ
て

、
私
に
気
が
付
か
な
い

と 

は
、
武
士
と
し

て
不
覚

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

何 

の
為
の
修
行
で

す
？
」 

 
 

晋
一
郎
、

玄
之
丞

の
言
葉
も
耳
に

入
ら
な
い 

様
子
で 

晋
一
郎
「
父
上

、
わ
た

く
し
を
、
な
ぜ
脇
坂
先
生
の 

道
場
に
入
門
さ

せ
た
の

で
す
か
」 

玄
之
丞
「
な
ぜ

、
と
は

？
」 

晋
一
郎
「
藩
の

剣
術
指

南
役
た
る
父
上
が
、
我
が
息 

子
を
、
な
ぜ
市

井
の
剣
客
の
道
場
に
と

…
…
」 

玄
之
丞
「
脇
坂

で
は
、

不
足
と
い
う
の
で
す
か
」 

晋
一
郎
「
と
ん

で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
先
生
は
真
の
剣 

士
で
す
。
そ
の

境
地
は

、
わ
た
く
し
な
ど
に
は

計 

り
知
れ
な
い
…

…
」 

玄
之
丞
「
そ
う

思
う
の

で
す
ね
。
な
ら
ば
…
…
」 

晋
一
郎
「
わ
た

く
し
は

、
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る 

の
で
す
。
修
行

の
果
て

に
何
が
あ
る
の
か
」 

玄
之
丞
「
修
行

の
果
て

？
」 

晋

一

郎

「

幾

ら

懸

命

に

稽

古

を

積

ん

で

も

先

生

に

は

近

づ

け

な

い

。

詰

ま

る

と

こ

ろ

、

父

上

の

後

を

継

ぐ
た
め
で
す
か

。
そ
の
た
め
の
修
行
で

す
か
」 

 
 

玄

之

丞

、

晋

一

郎

の

苦

し

げ

な

顔

を

見

つ

め

た

後

、

壁

の

刀

架

か

ら

木

刀

を

取

り

、

晋

一

郎
と
対
峙
す
る

。 

玄
之
丞
「
構
え

て
み
な

さ
い
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
正
眼

に
構
え
る
。 

 
 

 

玄
之
丞

も
ゆ
っ

た
り
と
正
眼
に

構
え
る

。 

玄
之
丞
「
上
段

に
！
」 

晋
一
郎
「
は
い

！
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
上
段

に
構
え
な
お
す
。 

 
 

 

玄

之

丞

、

晋

一

郎

の

構

え

を

見

た

後

、

構

え

に
気
を
込
め
る

。 

玄
之
丞
「
（

低
い
が
力

の
あ
る
気
合
い
）
」 

晋
一
郎
「
（

甲
高
い
気

合
い
）
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

左

足

を

踏

み

出

し

つ

つ

、

鋭

い

気

合
い
で
応
え
る

。 

 
 

 

玄
之
丞

、
正
眼

で
押
し
て
く
る

。 

晋

一

郎

、

思

わ

ず

、

後

ろ

に

下

が

り

か

け

る

。 
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玄
之
丞
「
下
が

る
な
！ 

堪
え
よ
」 

晋
一
郎
「
は
、

は
い
！

」 

 
 

 

晋

一

郎

、

構

え

に

力

を

籠

め

、

上

段

の

ま

ま

踏
み
と
ど
ま
る

。 

 
 

 

玄
之
丞

、
さ
ら

に
押
す
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

必

死

で

堪

え

る

。

額

か

ら

汗

が

流

れ
る
。 

玄
之
丞
「
（

低
い
気
合

い
）
」 

 
 

 

玄

之

丞

、

切

っ

先

を

晋

一

郎

の

喉

に

狙

い

を

付
け
、
さ
ら
に

押
す
。 

晋
一
郎
「
（

悲
鳴
の
よ

う
な
気
合
い
）
」 

 
 

 

上

段

に

構

え

た

拳

が

震

え

、

目

が

見

開

か

れ

る
。 

玄
之
丞
「
堪
え

よ
、
晋

一
郎
！
」 

 
 

 

玄

之

丞

の

木

刀

の

切

っ

先

が

ゆ

っ

く

り

晋

一

郎

の

喉

に

近

づ

き

、

首

の

横

を

、

喉

を

貫

く

形
で
通
り
過
ぎ

る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

木

刀

を

握

り

し

め

た

ま

ま

、

尻

餅

を
つ
く
。
荒
い

息
使
い
。 

 
 

 

玄

之

丞

、

構

え

を

解

き

、

跪

い

て

晋

一

郎

の

顔
を
覗
き
込
む

。 

玄
之
丞
「
よ
く

耐
え
た

。
だ
が
、
打
ち
込
も
う
と
も 

し
ま
せ
ん
で
し

た
ね
」 

晋
一
郎
「
か
、

身
体
が

、
身
体
が
動
き
ま
せ
ん
で
し 

た
」 

玄
之
丞
「
父
が

、
お
前

を
突
く
は
ず
が
な
い
と
は 

思
い
ま
せ
ん
で

し
た
か

」 

晋
一
郎
「
そ
、

そ
の
よ

う
な
事
…
…
」 

玄
之
丞
「
い
や

、
思
っ

て
い
た
は
ず
で
す
よ
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

息

を

整

え

つ

つ

正

座

し

、

目

を

つ

ぶ
る
。 

晋
一
郎
「
は
、

は
い
。

確
か
に
ど
こ
か
で
思
っ
て
い 

た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」 

 
 

 

玄

之

丞

、

晋

一

郎

の

肩

を

力

強

く

掴

み

、

立

ち
上
が
る
。 

玄
之
丞
「
上
段

の
構
え

、
見
事
で
し
た
。
修
行
は
進 

ん
で
い
ま
す
よ

」 

晋
一
郎
「
父
上

…
…
」 

 
 

 

道

場

を

出

て

い

く

玄

之

丞

。

戸

口

の

と

こ

ろ

で
振
り
返
る
。 
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玄

之

丞

「

脇

坂

の

元

で

の

修

行

も

や

が

て

は

終

わ

る

。 

だ
が
、
剣
の
修

行
は
一

生
で
す
」 

晋
一
郎
「
は
い

」 

 
 

 

玄
之
丞

、
束
の

間
、
晋
一
郎
を

見
つ
め

る
。 

玄
之
丞
「
母
上

が
朝
餉

の
支
度
を
し
て
い
る
。
汗 

を
流
し
て
き
な

さ
い
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
玄
之

丞
を
見
送
り
な
が
ら
呟
く
。 

晋
一
郎
「
先
生

と
の
修

行
が
終
わ
る
？
」 

 
 

 

玄
之
丞

の
去
っ

た
後
を
見
つ
め

る
晋
一

郎
。 

 

○
佐
伯
玄
之
丞

の
屋
敷

門
前
（
夕
） 

 
 

 

門

に

続

く

板

塀

沿

い

の

道

を

、

晋

一

郎

が

剣

術

の

稽

古

道

具

を

肩

に

歩

い

て

く

る

。

門

の

脇
の
潜
り
戸
を

開
け
て
入
っ
て
い
く
。 

 

○
佐
伯
家
屋
敷

内
居
間 

 
 

 

佐

伯

芳

乃(

３

９)

が

佐
伯

美

代(

１

４)

に
針

仕

事
を
教
え
て
い

る
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
居
間

の
外
の
縁
側
を
通
る
。 

晋
一
郎
「
只
今

帰
り
ま

し
た
、
母
上
」 

芳
乃
、
手
を
止

め
て
晋
一
郎
を
見
る
。 

芳
乃
「
お
や
、

晋
一
郎

、
戻
ら
れ
た
の
で
す
ね
」 

美
代
「
兄
上
様

、
お
帰

り
な
さ
い
ま
せ
」 

 
 

 

美

代

、

大

人

び

た

様

子

で

手

を

突

き

、

挨

拶

す
る
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
照
れ

く
さ
げ
に
返
事
を
す
る
。 

晋
一
郎
「
お
お

」 

 
 

 

芳

乃

、

二

人

の

様

子

を

見

て

微

笑

み

な

が

ら

、 

芳

乃

「

お

父

様

が

、

稽

古

か

ら

戻

っ

た

ら

道

場

の

ほ

う
に
来
る
よ
う

に
と
仰

っ
て
ま
し
た
よ
」 

晋

一

郎

「

道

場

に

で

す

か

。

何

だ

ろ

う

。

分

か

り

ま

し
た
。
着
替
え

た
ら
す

ぐ
に
行
き
ま
す
」 

 
 

 

美
代
、

悪
戯
っ

ぽ
く
晋
一
郎
を
見
る
。 

美

代

「

兄

上

様

、

お

小

言

を

頂

戴

す

る

よ

う

な

覚

え

は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
」 

晋
一
郎
「
馬
鹿

を
い
う

な
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
憮
然

と
し
た
顔
つ
き
で
去
る
。 

 
 

 

芳
乃
と

美
代
、

顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
う
。 

 

○
佐
伯
家
道
場

縁
側 



 

 

 

 

| - 11 - 

 
 

 

縁

側

の

板

戸

は

す

べ

て

閉

め

ら

れ

て

い

る

。

晋

一

郎

、

膝

を

付

き

板

戸

の

内

に

声

を

掛

け 

る
。 

晋
一
郎
「
父
上

、
只
今

戻
り
ま
し
た
」 

 
 

 

玄
之
丞

が
道
場

の
内
か
ら
応
え

る
。 

玄
之
丞
の
声
「

晋
一
郎

か
。
入
り
な
さ
い
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
板
戸

を
開
け
る
。 

 
○
佐
伯
家
道
場

内 

 
 

 
板
戸
を

閉
め
切

っ
た
薄
暗
い
道
場
。 

夕
日
が
武
者
窓

か
ら
射
し
て
い
る
。 

道

場

の

中

央

に

白

装

束

姿

の

玄

之

丞

が

、

背

中
を
見
せ
て
座

っ
て
い
る
。 

晋

一

郎

「

父

上

、

そ

の

お

姿

は

何

事

で

す

か

。

一

体

、 

ど
う
さ
れ
た
の

で
す
か

」 

玄

之

丞

「

晋

一

郎

、

父

は

こ

れ

か

ら

腹

を

切

る

。

介

錯
を
し
な
さ
い

」 

 
 

 

玄

之

丞

、

振

り

向

い

て

床

の

上

に

置

か

れ

た

刀
を
目
で
指
し

示
す
。 

晋

一

郎

「

何

と

！ 

お

待

ち

く

だ

さ

い

。

切

腹

と

は

と
ん
で
も
な
い

こ
と
を

。
お
気
は
確
か
で
す
か

」 

玄
之
丞
、
再
び

晋
一
郎
に
背
を
向
け
る

。 

玄

之

丞

「

藩

に

は

病

死

と

届

け

な

さ

い

。

さ

す

れ

ば

家
が
潰
え
る
こ

と
も
あ

る
ま
い
」 

晋

一

郎

「

父

上

、

と

に

か

く

お

止

ま

り

く

だ

さ

い

。

こ
の
晋
一
郎
に

訳
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
」 

玄

之

丞

「

お

前

も

知

る

よ

う

に

、

父

は

剣

術

指

南

と

い

う

お

役

目

の

傍

ら

、

自

ら

も

剣

の

道

を

究

め

よ

う
と
努
め
て
き

ま
し
た

」 

晋
一
郎
「
は
い

」 

玄

之

丞

「

そ

れ

が

虚

し

き

事

だ

っ

た

と

悟

っ

た

の

で

す
」 

晋

一

郎

「

剣

の

修

行

が

虚

し

い

と

は

ど

う

い

う

事

で

す
。
な
ぜ
切
腹

な
の
で

す
か
」 

玄

之

丞

「

武

士

が

一

旦

決

め

た

事

。

今

更

、

お

前

に

話
し
て
も
詮
無

き
こ
と

で
す
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
玄
之

丞
の
前
に
回
り
、
坐
る
。 

晋

一

郎

「

父

上

、

晋

一

郎

も

剣

を

学

ぶ

も

の

の

端

く

れ

。

何

卒

訳

を

、

訳

を

お

聞

か

せ

く

だ

さ

い

。

つ

い

こ

の

間

、

剣

の

修

行

は

一

生

だ

と

お

教

え

下

さ
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っ
た
ば
か
り
で

は
あ
り

ま
せ
ん
か
」 

 
 

 

玄
之
丞

、
微
笑

を
浮
か
べ
つ
つ 

玄
之
丞
「
ふ
む

、
そ
う

で
し
た
ね
」 

玄

之

丞

、

瞑

目

し

考

え

込

む

様

子

。

や

が

て

眼
を
開
き
、 

玄

之

丞

「

時

に

、

本

日

の

稽

古

は

ど

う

で

あ

っ

た

。

脇
坂
は
道
場
に

出
て
い

ま
し
た
か
」 

晋

一

郎

「

い

え

、

お

見

か

け

し

て

お

り

ま

せ

ん

。

朝

か
ら
他
出
さ
れ

た
と
か

」 

玄
之
丞
「
そ
う

か
」 

晋

一

郎

「

父

上

、

先

生

が

ど

う

か

し

た

の

で

す

か

。

も
し
や
何
か
関

わ
り
が

…
…
」 

玄

之

丞

「

晋

一

郎

、

で

は

聞

き

な

さ

い

。

父

は

、

今

朝

方

、

お

前

の

師

、

脇

坂

彦

衛

門

と

立

ち

合

っ

た

。

真
剣
で
の
勝
負

で
す
」 

晋
一
郎
「
し
、

真
剣
で

！
」 

玄
之
丞
「
そ
う

で
す
。

そ
し
て
、
敗
れ
た
」 

 

○
玄
之
丞
の
回

想
・
河

原
（
早
朝
） 

 
 

 

朝
靄
に

煙
る
河

原
。
遠
景
に
橋
。 

 
 

 

袴

の

股

立

ち

を

取

り

、

襷

が

け

の

玄

之

丞

が

、

上

段

に

構

え

た

ま

ま

、

驚

き

が

凍

り

つ

い

た

表
情
を
浮
か
べ

て
立
ち
尽
く
し
て
い
る

。 

そ

の

背

後

で

、

背

を

向

け

た

ま

ま

、

胴

を

斬

り
上
げ
た
形
で

残
心
を
取
る
脇
坂
。 

玄

之

丞

の

小

袖

の

胸

元

が

大

き

く

斬

ら

れ

て

い
る
。 

脇
坂
「
こ
れ
ま

で
で
す

」 

 
 

 

脇
坂
、

残
心
を

解
き
、
刀
を
納
め
る
。 

 
 

 

玄
之
丞

、
膝
か

ら
崩
れ
落
ち
る

。 

 
 

 

脇

坂

、

振

り

返

ら

ず

に

、

そ

の

ま

ま

歩

き

出

す
。 

玄
之
丞
「
ま
、

待
て
！ 

脇
坂
彦
衛
門
」 

 
 

 

脇
坂
、

構
わ
ず

歩
き
去
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

 

玄

之

丞

、

抜

き

身

を

ぶ

ら

下

げ

た

ま

ま

、

脇

坂
を
追
う
。 

玄
之
丞
「
な
ぜ

、
斬
ら

な
い
。
真
剣
で

の
勝
負

を
望 

ん
だ
は
、
決
着

を
付
け

ん
が
為
。
そ
れ
を
…
…

」 

 
 

脇
坂
、
背

を
向
け

た
ま
ま 

脇
坂
「
決
着
は

、
付
き

申
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん 
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か
」 

玄
之
丞
「
な
ぜ

、
斬
ら

な
い
の
か
。
私
は
、
私
は
、 

命
を
懸
け
た
の

に
…
…

」 

 
 

無
言
で
歩

き
去
る

脇
坂
。 

 
 

 

呆
然
と

見
送
る

玄
之
丞
。 

 

○
元
の
佐
伯
家

道
場
内 

 
 

 

晋

一

郎

、

玄

之

丞

に

に

じ

り

寄

り

、

膝

を

掴

む
。 

晋

一

郎

「

で

、

で

も

、

な

ぜ

、

切

腹

な

の

で

す

。

い

や
、
な
ぜ
先
生

と
…
…

」 

玄
之
丞
「
晋
一

郎
、
脇

坂
と
の
勝
負
に
敗
れ
た
そ
の 

時
に
、
父
の
命

は
潰
え

た
の
で
す
」 

晋
一
郎
「
で
も

…
…
」 

玄

之

丞

「

脇

坂

は

決

着

を

付

け

て

は

く

れ

な

か

っ

た

。 

だ
か
ら
自
ら
決

着
を
付

け
る
の
で
す
」 

晋
一
郎
「
父
上

！ 

決

着
と
は
な
ん
で
す
」 

玄

之

丞

「

晋

一

郎

、

武

士

と

は

、

死

ぬ

る

時

に

過

た

ず
死
ぬ
る
た
め

に
生
き

る
も
の
で
す
」 

晋
一
郎
「
死
ぬ

時
に
死

ぬ
た
め
…
…
」 

 
 

 

玄
之
丞

、
話
し

な
が
ら
肩
脱
ぎ

に
な
る

。 

玄

之

丞

「

そ

う

で

す

。

父

に

と

っ

て

今

が

そ

の

時

。

で
は
参
る
」 

晋
一
郎
、
慌
て

て
叫
ぶ
。 

晋

一

郎

「

お

、

お

待

ち

く

だ

さ

い

。

そ

れ

は

、

一

体

ど
う
い
う
・
・

・
」 

玄

之

丞

、

い

き

な

り

短

刀

を

腹

に

突

き

立

て

る
。
低
い
呻
き

声
が
洩
れ
る
。 

鮮
血
が
白
装
束

の
袴
や
床
を
染
め
る
。 

晋
一
郎
「
ち
、

父
上
っ

！
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

思

わ

ず

、

玄

之

丞

の

手

を

抑

え

よ

う
と
す
る
。 

 
 

 

玄
之
丞

、
苦
し

げ
に
叫
ぶ
。 

玄
之
丞
「
う
ろ

た
え
る

で
な
い
。
早
く
介
錯
せ
よ
」 

晋
一
郎
、
立
ち

尽
く
す
。 

玄

之

丞

「

晋

一

郎

、

こ

、

こ

の

期

に

及

ん

で

父

に

、

父

に

恥

を

か

か

す

な

。

脇

坂

道

場

筆

頭

の

腕

を

み

せ
よ
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

玄

之

丞

を

見

詰

め

た

ま

ま

、

身

動

き
で
き
な
い
。 
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之

丞

、

苦

し

げ

に

呻

い

て

い

る

。

血

溜

り

が
玄
之
丞
の
周

囲
に
広

が
っ
て
行
く
。 

玄
之
丞
「
早
く

せ
よ
、

早
く
・
・
・
・
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

刀

を

取

り

、

鞘

を

払

っ

て

振

被

る

。 

玄
之
丞
の
上
半

身
が
揺
れ
始
め
る
。 

晋

一

郎

、

絶

叫

と

も

気

合

と

も

つ

か

ぬ

声

を

上
げ
、
刀
を
振

り
下
ろ
す
。 

 
○
佐
伯
家
仏
間 

 
 

 
八

畳

ほ

ど

の

座

敷

。

庭

に

面

し

た

障

子

が

開

け

放

さ

れ

て

い

て

、

手

入

れ

の

行

き

届

い

た

庭
が
見
え
る
。 

 
 

 

河

島

源

兵

衛

（

５

３

）

が

、

仏

壇

に

向

か

っ

て
手
を
合
わ
せ

て
い
る
。 

 
 

 

仏

壇

に

真

新

し

い

位

牌

。

煙

を

上

げ

る

線

香

。 

 
 

 

河

島

の

後

ろ

に

控

え

る

芳

乃

、

晋

一

郎

、

美

代
。 

 
 

 

河
島
、

芳
乃
達

に
向
き
直
る
。 

河
島
「
ど
う
じ

ゃ
。
芳

乃
殿
、
落
ち
着
か
れ
た
か
」 

 
 

 

芳
乃
、

河
島
に

平
伏
す
る
。 

芳

乃

「

葬

儀

の

折

り

は

、

義

兄

上

様

に

は

一

方

な

ら

ぬ

お

骨

折

り

。

ま

こ

と

に

あ

り

が

と

う

存

じ

ま

し

た
」 

河

島

「

う

む

、

玄

之

丞

も

、

ま

こ

と

人

騒

が

せ

な

死

に
方
を
し
た
も

の
よ
の

」 

芳
乃
「
申
し
訳

ご
ざ
い

ま
せ
ん
」 

河

島

「

ま

あ

、

あ

れ

に

も

そ

れ

な

り

の

存

念

が

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

が

、

腹

を

切

る

な

ぞ

、

普

通

は

や

ら
ん
」 

芳
乃
「
は
、
は

い
」 

河
島
、
膝
を
崩

し
胡
坐
を
か
く
。 

河

島

「

だ

が

、

困

る

の

は

、

こ

の

家

の

事

だ

。

と

に

か

く

建

前

は

病

死

と

し

て

、

晋

一

郎

に

家

督

を

継

が
せ
れ
ば
よ
い

と
考
え

て
お
っ
た
の
だ
が
」 

芳
乃
「
は
い
、

せ
め
て

そ
う
な
れ
ば
と
」 

河

島

「

ま

あ

、

事

実

は

隠

せ

ぬ

と

し

て

も

、

内

々

の

事

で

あ

れ

ば

、

藩

庁

も

う

る

さ

い

事

は

云

わ

ぬ

も

の
だ
」 

芳
乃
「
は
い
」 

河
島
「
だ
が
、

妙
な
噂

が
流
れ
た
」 
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芳
乃
「
噂
と
…

…
」 

河

島

「

玄

之

丞

と

脇

坂

彦

衛

門

が

、

坂

江

川

の

河

原

で
斬
り
合
い
を

し
て
い

た
と
な
」 

 
 

 

思

わ

ず

顔

を

上

げ

て

、

河

島

を

見

つ

め

る

晋

一
郎
。 

芳
乃
「
ま
、
ま

さ
か
そ

の
よ
う
な
…
…
」 

河
島
「
噂
じ
ゃ

」 
芳
乃
「
は
い
」 

河

島

「

だ

が

、

そ

の

後

、

腹

を

切

っ

た

と

な

れ

ば

…

…
」 

芳
乃
「
え
？
」 

河
島
「
分
か
ら

ぬ
か
」 

芳

乃

「
（

呟

く

よ

う

に

）

佐

伯

が

脇

坂

様
に

後

れ

を

取

っ
た
と
…
…
」 

河

島

「

当

の

脇

坂

が

ぴ

ん

ぴ

ん

し

て

お

る

以

上

、

世

間
は
そ
う
見
る

」 

 
 

 

肩
を
落

と
す
芳

乃
。 

戸

惑

い

の

表

情

を

浮

か

べ

つ

つ

、

芳

乃

を

見

る
美
代
。 

唇
を
噛
み
し
め

る
晋
一
郎
。 

河
島
「
晋
一
郎

、
あ
れ

よ
り
道
場
へ
は
行
っ
た
か
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
俯
く

。 

晋
一
郎
「
い
え

」 

河

島

「

さ

す

が

に

脇

坂

も

、

こ

の

と

こ

ろ

道

場

を

閉

め
て
い
る
よ
う

だ
」 

晋
一
郎
「
そ
う

で
す
か

」 

芳

乃

「

義

兄

上

さ

ま

、

そ

れ

で

は

、

家

名

の

事

は

…

…
」 

河

島

「

そ

れ

よ

。

仮

に

も

一

藩

の

剣

術

指

南

役

が

、

市

井

の

剣

客

と

果

し

合

い

を

し

て

、

そ

の

上

、

敗

れ

た

と

な

れ

ば

、

そ

れ

が

例

え

風

聞

で

あ

ろ

う

と

…
…
」 

芳
乃
「
そ
う
で

す
か
。

や
は
り
…
…
」 

河
島
「
そ
う
だ

。
事
は

内
々
で
は
す
ま
ん
」 

 
 

 

芳
乃
、

顔
を
上

げ
、
河
島
を
見
返
す
。 

芳

乃

「

は

、

は

い

、

分

か

り

ま

し

た

。

無

念

で

は

あ

り
ま
す
が
…
…

」 

 
 

 

美
代
、

芳
乃
の

顔
を
覗
き
込
む
。 

美

代

「

母

さ

ま

、

ど

う

な

っ

て

し

ま

う

の

で

す

か

。

こ
の
家
は
御
取

り
潰
し

に
な
る
の
で
す
か
」 
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芳
乃
「
美
代
、

心
配
し

な
い
で
」 

 
 

 

芳
乃
、

美
代
の

手
を
取
る
。 

 
 

 

美
代
の

目
か
ら

涙
が
溢
れ
る
。 

 
 

 

河
島
、

腕
を
組

み
、
二
人
を
見
る
。 

河

島

「

い

い

か

。

佐

伯

の

家

が

潰

れ

る

の

は

、

我

ら

親
戚
の
者
と
し

て
も
望

む
と
こ
ろ
で
は
な
い
」 

芳
乃
「
は
い
、

で
も
…

…
」 

河
島
「
一
つ
、

手
立
て

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」 

河
島
、
晋
一
郎

に
向
き
直
る
。 

 
 

 
晋
一
郎

、
俯
い

た
ま
ま
。 

河
島
「
晋
一
郎

、
お
前

に
脇
坂
が
討
て
る
か
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

顔

を

上

げ

、

驚

い

て

河

島

を

見

つ

め
る
。 

河
島
「
ま
あ
、

師
弟
の

情
は
兎
も
角
と
し
て
だ
」 

晋
一
郎
「
そ
、

そ
れ
は

…
…
」 

河

島

「

噂

ど

お

り

で

あ

れ

ば

、

経

緯

は

ど

う

あ

れ

、

脇
坂
彦
衛
門
は

父
の
仇

ぞ
」 

晋
一
郎
、
顔
を

伏
せ
る
。 

河

島

「

お

前

は

、

家

中

、

部

屋

住

み

の

中

で

は

群

を

抜

く

腕

前

と

い

う

。

聞

く

と

こ

ろ

に

よ

れ

ば

、

脇

坂
の
道
場
で
も

筆
頭
と

い
う
で
は
な
い
か
」 

晋

一

郎

「

い

え

、

と

て

も

先

生

に

及

ぶ

も

の

で

は

ご

ざ
い
ま
せ
ん
」 

 
 

 

河
島
、

晋
一
郎

に
詰
め
寄
る
。 

河

島

「

晋

一

郎

、

試

合

を

せ

よ

と

い

う

の

で

は

な

い

ぞ

。

仇

討

ち

で

あ

る

。

助

太

刀

を

立

て

て

も

よ

い

の
だ
。
さ
す
れ

ば
名
人

脇
坂
と
い
え
ど
…
…
」 

晋
一
郎
「
い
え

、
そ
、

そ
れ
は
…
…
」 

河

島

「

よ

い

か

。

こ

の

件

で

は

、

脇

坂

が

直

に

手

を

下

し

た

訳

で

は

な

い

以

上

、

家

中

で

も

な

い

者

を

、

藩

は

ど

う

す

る

こ

と

も

で

き

ん

。

ま

し

て

、

今

の

と

こ

ろ

、

只

の

噂

だ

。

だ

が

、

晋

一

郎

、

お

前

が

仇
を
討
て
ば
、

佐
伯
の

家
名
も
あ
る
い
は
…
…

」 

 
 

 

芳

乃

、

縋

る

よ

う

に

、

河

島

に

に

じ

り

寄

る

。 

芳

乃

「

義

兄

上

さ

ま

、

お

待

ち

く

だ

さ

い

。

家

名

も

大

事

で

は

ご

ざ

い

ま

す

が

、

こ

の

上

、

晋

一

郎

に

、

晋
一
郎
に
も
し

も
の
こ

と
が
あ
れ
ば
…
…
」 

河
島
「
だ
が
…

…
」 

晋
一
郎
「
伯
父

上
、
失

礼
い
た
し
ま
す
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

立

ち

上

が

り

、

小

走

り

に

部

屋

を
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出
て
い
く
。 

 

○
脇
坂
道
場
門

前 

 
 

 

粗
末
な

冠
木
門

。
扉
は
閉
ざ
さ
れ
て
い

る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

息

を

切

ら

し

て

駆

け

つ

け

、

閉

ざ

さ
れ
た
門
を
暫

く
見
つ
め
る
。 

 
 

 

息
を
整

え
、
潜

り
戸
を
開
き
中
に
入
る
。 

 
○
脇
坂
道
場
庭 

 
 

 
殺
風
景

な
庭
。 

晋
一
郎
、
庭
か

ら
道
場
に
向
か
う
。 

 
 

 

道
場
の

前
に
立

つ
晋
一
郎
。 

 
 

 

道

場

は

板

戸

が

閉

ざ

さ

れ

、

人

の

気

配

が

な

い
。 

 
 

 

板
縁
に

上
が
り

、
板
戸
を
開
け
る
。 

 
 

 

薄
暗
い

無
人
の

道
場
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

板

縁

に

続

く

渡

り

廊

下

か

ら

母

屋

に
向
か
う
。 

 

○
母
屋
・
板
の

間 

 
 

 

渡

り

廊

下

か

ら

続

く

板

の

間

。

囲

炉

裏

が

切

ら
れ
、
竈
の
あ

る
土
間
に
接
し
て
い
る

。 

晋
一
郎
、
閉
じ

ら
れ
た
板
戸
の
前
で
跪

く
。 

晋
一
郎
「
先
生

！ 

晋

一
郎
で
す
。
い
ら
っ
し
ゃ
い 

ま
す
か
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

板

戸

を

開

け

る

。

六

畳

ほ

ど

の

脇

坂
の
居
室
。
質

素
な
座
敷
。
無
人
。 

き

れ

い

に

片

付

い

て

い

る

が

、

文

机

や

飾

り

棚

な

ど

の

家

具

調

度

類

は

、

い

つ

も

通

り

の

様
子
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
座
敷

に
入
る
。 

 

○
脇
坂
の
居
室 

 
 

 

晋
一
郎

、
辺
り

を
見
回
す
。 

晋
一
郎
「
先
生

、
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

ゆ

っ

く

り

部

屋

を

横

切

り

、

奥

の

襖
を
開
け
る
。 

 
 

 

次

の

間

は

客

間

ら

し

い

座

敷

。

片

付

い

て

い

る
が
、
同
様
に

無
人
。 
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○
母
屋
客
間 

晋
一
郎
、
客
間

に
入
っ
て
く
る
。 

床
の
間
の
あ
る

十
畳
ほ
ど
の
座
敷
。 

床

の

間

に

三

方

が

置

か

れ

、

そ

の

上

に

一

巻

の
巻
物
。 

晋

一

郎

、

巻

物

に

気

づ

き

、

床

の

間

に

歩

み

寄
る
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
三
方

の
上
の
巻
物
を
見
下
ろ
す
。 

 
 

 

巻
物
に

「
脇
坂

流
伝
書
」
の
文
字 

 
 

 
晋
一
郎

、
思
わ

ず
巻
物
を
手
に
取
る
。 

 
 

 

手
に
取

っ
た
巻

物
を
見
つ
め
る
晋
一
郎
。 

 
 

 

思
い
切

っ
た
よ

う
に
巻
物
を
広
げ
る
。 

 
 

 

中

は

白

紙

。

巻

の

末

尾

に

走

り

書

き

の

よ

う

な

文

字

で

「

余

は

汝

が

父

の

仇

な

り

」

の

一

行
。 

 
 

 

巻
物
を

手
に
立

ち
尽
く
す
晋
一
郎
。 

 

○
佐
伯
家
居
間 

 
 

 

沈

ん

だ

顔

で

針

仕

事

を

し

て

い

る

芳

乃

と

美

代
。 

 
 

 

微

か

に

晋

一

郎

の

気

合

い

の

声

が

聞

こ

え

る

。 

美
代
「
お
母
様

、
美
代

に
は
、
兄
上
の
考
え
て
い
る 

事
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。

近
頃
は
道
場
に
籠
り
き

り 

で
、
口
も
利
い

て
く
れ

な
い
し
」 

芳

乃

「

そ

う

で

す

ね

…

…

。

ど

う

し

た

の

で

し

ょ

う

ね
」 

美
代
「
兄
上
は

、
本
気

で
父
上
の
仇
を
…
…
」 

芳
乃
「
い
い
え

！ 

晋

一
郎
に
そ
の
よ
う
な
事
を
考 

え
て
貰
っ
て
は

困
り
ま

す
」 

美
代
「
で
も
お

母
様
…

…
」 

芳
乃
「
仇
討
ち

な
ど
、

と
ん
で
も
な
い
事
で
す
」 

美
代
「
は
い
…

…
」 

 
 

 

不
安
げ

に
芳
乃

の
顔
を
見
る
美
代
。 

 
 

 

一
心
に

針
を
動

か
す
芳
乃
。 

 

○
佐
伯
家
道
場 

 
 

 

晋
一
郎

が
一
人

で
稽
古
し
て
い
る
。 

木

刀

を

握

り

、

裂

帛

の

気

合

い

と

共

に

、

流

れ

る

よ

う

な

動

き

で

型

稽

古

を

繰

り

返

す

晋

一

郎

。

そ

の

顔

に

は

何

の

表

情

も

浮

か

ん

で
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い
。 

 
 

 

や

が

て

、

床

に

正

座

し

、

息

を

整

え

た

後

、

真
剣
を
腰
に
差

し
て
立
ち
上
が
る
。 

 
 

 

柄
に
手

を
掛
け

る
。
苦
し
げ
な
表
情
。 

 
 

 

か
す
か

に
震
え

る
拳
。 

 
 

 

真
剣
を

抜
き
放

ち
、
正
眼
に
構
え
る
。 

 
 

 
 

○
玄
之
丞
切
腹

時
の
佐

伯
家
道
場
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
） 

 
 

 

腹
に
短

刀
を
突

き
立
て
て
い
る
玄
之
丞
。 

 
 

 
悲
鳴
と

共
に
介

錯
す
る
晋
一
郎
。 

 

○
元
の
佐
伯
家

道
場 

晋
一
郎
「
（

悲
鳴
の
よ

う
な
叫
び
声
）
」 

 
 

 

や
み
く

も
に
刀

を
振
り
回
す
晋
一
郎
。 

 
 

 

苦
し
げ

な
表
情 

 
 

 

息
を
切

ら
し
な

が
ら
刀
を
構
え
な
お
す
。 

 

○
脇
坂
道
場
（

フ
ラ
ッ

シ
ュ
） 

 
 

 

倒

れ

た

脇

坂

に

向

か

っ

て

木

刀

を

振

り

上

げ

る

晋

一

郎

。

そ

の

喉

も

と

に

脇

坂

の

持

つ

真

剣
の
切
っ
先 

脇

坂

の

声

「

ま

だ

免

許

に

は

足

り

ぬ

か

。

今

少

し

励

め
、
晋
一
郎
」 

 

○
元
の
佐
伯
家

道
場 

上

ず

っ

た

気

合

い

と

共

に

ぎ

こ

ち

な

く

真

剣

を
振
る
う
晋
一

郎
。 

荒
い
息
使
い
。

苦
し
げ
な
表
情
。 

 
 

 

息

を

整

え

、

木

刀

の

時

の

よ

う

な

型

稽

古

を

繰

り

返

し

試

み

る

が

、

ど

う

し

て

も

太

刀

筋

が
定
ま
ら
な
い

。 

晋
一
郎
「
（

叫
び
声
の

よ
う
な
気
合
い
）
」 

 
 

 

苛

立

ち

の

表

情

を

浮

か

べ

、

刀

を

投

げ

出

し

、

座
り
込
む
晋
一

郎
。 

玄

之

丞

の

声

「

武

士

と

は

、

死

ぬ

る

時

に

過

た

ず

死

ぬ
る
た
め
に
生

き
る
も
の
で
す
」 

晋
一
郎
「
父
上

！ 

そ

れ
は
何
時
で
す
。
私
は
何
時 

死
ね
ば
い
い
の

で
す
か

」 

 
 

 

拳
で
床

を
何
度

も
叩
く
晋
一
郎
。 
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○
佐
伯
家
居
間 

 
 

 

不
安
げ

な
面
持

ち
で
座
る
芳
乃
と
美
代
。 

 
 

 

二

人

と

向

か

い

合

っ

て

無

表

情

で

座

る

晋

一

郎
。 

芳
乃
「
し
、
晋

一
郎
、

話
と
は
な
ん
で
す
」 

晋
一
郎
「
母
上

、
晋
一

郎
は
脇
坂
先
生
を
追
っ
て
旅 

に
出
ま
す
」 

芳
乃
「
晋
一
郎

、
そ
れ

は
ど
う
い
う
…
…
」 

晋
一
郎
「
父
上

の
仇
を

討
ち
ま
す
」 

芳
乃
「
な
、
何

を
言
う

の
で
す
」 

美
代
「
お
兄
様

！
」 

芳
乃
「
父
上
が

脇
坂
殿

と
立
ち
合
っ
た
と
い
う
の
は 

た
だ
の
噂
で
す

」 

晋
一
郎
「
そ
の

噂
で
佐

伯
の
家
が
潰
れ
よ
う
と
し
て 

い
ま
す
」 

芳
乃
「
ま
だ
決

ま
っ
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

晋
一
郎
「
噂
は

本
当
で

す
。
腹
を
召
さ
れ
る
時
、
父 

上
か
ら
お
聞
き

し
ま
し

た
」 

芳
乃
「
な
ん
と

、
そ
れ

は
…
…
」 

美
代
「
で
は
、

父
上
は

、
や
っ
ぱ
り
脇
坂
先
生
に
敗 

れ
て
…
…
」 

晋
一
郎
「
そ
う

だ
、
美

代
。
父
上
は
、
無
念
の
思
い 

を
残
し
て
お
腹

を
召
さ

れ
た
」 

美
代
「
で
も
、

で
も
父

上
で
も
敵
わ
な
か
っ
た
方
を 

お
兄
様
が
…
…

」 

芳
乃
「
晋
一
郎

、
馬
鹿

な
事
を
考
え
る
も
の
で
は
あ 

り

ま

せ

ん

。

あ

な

た

が

脇

坂

殿

を

討

つ

な

ど

…

…

」 

晋

一

郎

「

仇

討

ち

は

武

門

の

習

い

で

す

。

父

の

無

念

は
子
で
あ
る
私

が
晴
ら

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」 

芳

乃

「

何

が

武

門

の

習

い

で

す

か

。

そ

も

そ

も

、

父

上

は

脇

坂

殿

に

斬

ら

れ

た

わ

け

あ

り

ま

せ

ん

。

ご

自
分
の
考
え
で

、
お
腹

を
召
さ
れ
た
の
で
す
」 

晋

一

郎

「

私

は

、

こ

の

手

で

父

上

を

介

錯

し

ま

し

た

。

そ

の

私

が

、

仇

を

討

た

ね

ば

、

父

上

に

申

し

訳

が

…
…
」 

芳

乃

「

い

え

、

晋

一

郎

、

確

か

に

申

し

訳

な

き

こ

と

な

れ

ど

、

こ

の

母

に

と

っ

て

、

夫

の

無

念

も

佐

伯

の

家

名

も

、

今

と

な

っ

て

は

、

そ

な

た

の

命

と

引

き
換
え
に
で
き

る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

晋
一
郎
「
母
上

…
…
」 
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芳
乃
「
河
島
の

義
兄
上

は
あ
あ
い
わ
れ
た
が
、
名
人 

と
い
わ
れ
た
脇

坂
殿
を

相
手
に
そ
な
た
が
、
ど

れ 

ほ
ど
の
こ
と
が

で
き
よ

う
」 

晋
一
郎
「
母
上

、
勝
ち

目
が
ど
う
こ
う
で
は
あ
り
ま 

せ
ん
。
武
士
は

死
ぬ
べ

き
時
に
死
ね
と
父
上
は

言 

い
残
さ
れ
ま
し

た
。
晋

一
郎
も
武
士
の
子
で
す

。 

父
の
仇
も
報
ぜ

ず
に
、

の
う
の
う
と
生
き
て
い

く 

こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
」 

芳
乃
「
そ
な
た

が
何
と

云
お
う
と
、
母
は
許
し
ま
せ 

ん
よ
。
こ
の
上

、
そ
な

た
を
失
え
ば
母
も
生
き

て 

い
く
こ
と
が
で

き
ま
せ

ん
」 

 
 

厳
し
い
目

で
晋
一

郎
を
見
つ
め
る

芳
乃
。 

 
 

見
返
す
晋

一
郎
。 

 
 

不
安
げ
に

芳
乃
を

見
る
美
代
。 

 

○
佐
伯
家
門
前

（
早
朝

） 

 
 

 

薄

明

の

中

、

門

の

脇

の

潜

り

戸

が

開

い

て

、

手

甲

、

脚

絆

、

野

袴

と

い

う

旅

姿

の

晋

一

郎

が
出
て
来
る
。 

 
 

 

閉

じ

ら

れ

て

い

る

門

の

扉

を

見

つ

め

、

深

々

と
一
礼
し
た
後

、
足
早
に
去
っ
て
い
く

。 

 

○
佐
伯
家
台
所

（
朝
） 

 
 

 

包

丁

で

菜

を

刻

ん

で

い

る

音

が

響

い

て

い

る

。 

 
 

 

襷
が
け

で
朝
食

の
支
度
を
し
て
い
る
芳
乃
。 

 
 

 

美
代
が

駆
け
こ

ん
で
く
る
。 

美
代
「
お
母
様

、
兄
上

が
、
兄
上
が
…
…
」 

 
 

 

包

丁

の

音

が

乱

れ

る

。

芳

乃

の

手

が

止

ま

る

。 

芳
乃
「
長
い
事

、
包
丁

は
お
せ
ん
に
任
せ
て
い
た
の 

で
、
母
の
腕
も

鈍
り
ま

し
た
」 

美
代
「
兄
上
が

見
当
た

り
ま
せ
ん
」 

芳

乃

「

や

っ

ぱ

り

里

に

帰

さ

ね

ば

よ

か

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

ね

。

で

も

、

近

い

う

ち

に

あ

な

た

と

二

人

き
り
の
暮
ら
し

に
な
る

と
思
っ
た
か
ら
」 

美
代
「
お
母
様

…
…
」 

芳

乃

「

仕

方

あ

り

ま

せ

ん

。

ど

の

道

、

こ

う

な

っ

た

の
で
す
よ
」 

美
代
「
兄
上
は

ど
こ
へ

行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
」 

芳

乃

「

は

て

、

ど

の

よ

う

な

当

て

が

あ

る

の

か

知

り

ま

せ

ん

が

、

路

銀

な

ど

は

ど

う

す

る

積

り

な

の

で
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し
ょ
う
ね
」 

 
 

 

再
び
包

丁
を
握

る
芳
乃
。 

 
 

 

泣
き
出

す
美
代

。 

 

○
街
道 

 
 

 

田
畑
の

中
を
通

る
人
影
の
ま
ば
ら
な
街
道
。 

 
 

 

水
田
は

田
植
え

を
終
え
た
ば
か
り
。 

 
 

 

道
の
わ

き
に
一

本
の
桜
。
満
開
で
あ
る
。 

着

流

し

の

晋

一

郎

（

２

１

）

と

薄

汚

れ

た

紋

付

・

袴

姿

の

大

山

半

九

郎

〈

３

２

〉

が

連

れ

だ
っ
て
歩
い
て

い
る
。 

晋

一

郎

は

腰

の

大

小

の

他

に

、

背

中

に

刀

袋

を
背
負
っ
て
い

る
。 

大
山
、
手
に
瓢

箪
。
時
折
、
口
を
付
け

る
。 

瓢
箪
を
道
の
外

に
投
げ
捨
て
る
。 

口
を
手
の
甲
で

拭
う
。 

大
山
「
佐
伯
氏

、
そ
ろ

そ
ろ
、
路
銀
も
乏
し
い
な
」 

晋
一
郎
「
そ
う

で
す
ね

」 

大

山

「

ま

あ

、

次

の

城

下

ま

で

行

け

ば

、

何

と

か

な

る
だ
ろ
う
」 

晋
一
郎
「
そ
う

で
す
ね

」 

大

山

「

し

か

し

、

旅

は

道

連

れ

と

は

よ

く

い

っ

た

も

の

だ

な

。

お

主

と

拙

者

が

組

め

ば

、

道

場

破

り

は

い
い
商
売
だ
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
薄
笑

い
を
浮
か
べ
て
言
う
。 

晋

一

郎

「

大

山

さ

ん

の

腕

で

は

道

場

破

り

は

で

き

ま

せ
ん
よ
」 

大

山

「

お

主

も

言

い

に

く

い

事

を

平

気

で

い

う

男

だ

な

。

だ

が

な

。

お

主

の

よ

う

に

只

相

手

を

叩

き

伏

せ
る
だ
け
で
は

実
入
り

は
増
え
ん
の
だ
ぞ
」 

晋
一
郎
「
そ
ん

な
も
の

で
す
か
」 

大

山

「

相

手

も

商

売

だ

。

評

判

と

い

う

も

の

を

気

に

す

る

。

そ

こ

を

突

い

て

だ

な

、

う

ま

く

話

を

付

け

れ
ば
五
両
が
十

両
、
十

が
二
十
に
な
る
の
だ
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
気
の

な
い
様
子
。 

晋

一

郎

「

ま

あ

、

そ

っ

ち

の

方

は

大

山

さ

ん

に

任

せ

ま
す
よ
。
私
は

ど
う
で

も
い
い
」 

大
山
「
お
う
、

任
せ
て

お
け
」 

 
 

 

二
人
、

ぶ
ら
ぶ

ら
と
歩
い
て
い
く
。 

 
 

 

大
山
、

し
き
り

と
何
か
話
し
か
け
る
様
子
。 
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晋
一
郎

は
う
わ

の
空
。 

 

○
村
上
道
場
門

前 

 
 

 

が
っ
し

り
と
し

た
造
り
の
大
き
な
冠
木
門
。 

 
 

 

門
柱
に

「
一
刀

流
村
上
道
場
」
の
文
字
。 

 
 

 

看

板

を

見

た

り

、

門

の

中

を

覗

き

込

ん

だ

り

し
て
い
る
大
山

。 

 
 

 

中

か

ら

掛

け

声

や

竹

刀

の

ぶ

つ

か

り

合

う

音

が
聞
こ
え
る
。 

 
 

 
門

の

脇

に

懐

手

で

退

屈

そ

う

に

立

っ

て

い

る

晋
一
郎
。 

大
山
「
こ
れ
は

流
行
っ

て
い
る
な
。
田
舎
道
場
だ
が 

二
十
は
固
い
ぞ

。
佐
伯

氏
」 

晋

一

郎

「

そ

う

で

す

か

。

な

ら

ま

あ

、

早

い

と

こ

片

付
け
ま
し
ょ
う

」 

大
山
「
お
お
。

で
は
い

く
ぞ
」 

 
 

 

大

山

、

肩

を

そ

び

や

か

せ

て

、

門

を

入

っ

て

い
く
。 

大
山
「
頼
も
う

！ 

頼

も
う
！
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

大

山

の

後

ろ

を

懐

手

の

ま

ま

、

歩

い
て
い
く
。 

 
 

 
 

 
×

 
 
×

 
 
×

 

 
 

 

晋
一
郎

、
懐
手

の
ま
ま
門
を
出
て
来
る
。 

 
 

 

大

山

、

晋

一

郎

に

続

い

て

、

後

ろ

を

振

り

返

り

つ

つ

門

を

出

て

来

る

。

門

の

内

側

に

向

か

っ
て
叫
ぶ
。 

大

山

「

い

や

、

御

心

配

め

さ

る

な

！ 

我

ら

も

武

士

の

端

く

れ

。

一

旦

、

約

定

を

交

わ

し

た

か

ら

に

は

、

金
輪
際
口
外
は

せ
ぬ
。

大
丈
夫
じ
ゃ
」 

 
 

 

大

山

、

懐

か

ら

金

包

み

を

出

し

て

に

や

り

と

笑
う
。 

 

○
村
上
道
場
・

中 

 
 

 

広
い
板

張
り
の

道
場
。 

大
勢
の
門
弟
た

ち
が
倒
れ
、
呻
い
て
い

る
。 

 
 

 

壁

の

羽

目

板

は

割

れ

、

あ

ち

ら

こ

ち

ら

に

折

れ
た
竹
刀
や
木

刀
が
散
乱
し
て
い
る
。 

 
 

 

村
上
ら

し
き
男

が
拳
で
床
を
叩
い
て
い
る
。 

 

○
旅
籠
内
（
夜

） 
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飯
盛
り

女
を
置

く
旅
籠
。 

 
 

 

け
ば
け

ば
し
い

座
敷
。 

 
 

 

座

敷

の

真

中

で

大

山

が

、

で

た

ら

め

な

踊

り

を
踊
っ
て
い
る

。 

 
 

 

飯

盛

り

ら

し

き

女

と

三

味

線

、

太

鼓

の

芸

者

数
名
、
笑
い
声

を
あ
げ
て
い
る
。 

 
 

 

大
山
、

時
折
女

た
ち
に
抱
き
つ
く
。 

 
 

 

女
達
、

嬌
声
を

上
げ
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

退

屈

そ

う

に

盃

を

口

に

運

ん

で

い

る
。 

飯

盛

り

の

一

人

、

晋

一

郎

の

傍

に

倒

れ

込

む

。 

晋
一
郎
の
肩
に

手
を
置
き
、
耳
元
で
囁

く
。 

飯

盛

り

「

ど

う

し

た

ん

だ

よ

、

つ

ま

ん

な

い

顔

し

て

さ
。
若
い
の
に

年
寄
り

み
た
い
だ
よ
」 

晋
一
郎
「
そ
う

か
」 

 
 

 

飯
盛
り

、
顔
を

一
層
近
づ
け
て 

飯

盛

り

「

ね

え

、

何

が

し

た

い

？ 

お

足

さ

え

は

ず

ん

で

く

れ

れ

ば

、

何

で

も

し

て

や

る

よ

、

ね

え

、

ど
ん
な
ふ
う
に

し
て
欲

し
い
？
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

飯

盛

り

に

初

め

て

気

が

付

い

た

よ

う
に
、
そ
の
顔

を
見
る
。 

晋

一

郎

「
（

呟

く

）

そ

う

だ

。

何

が

し

た
い

の

だ

ろ

う

な
、
私
は
…
…

」 

飯
盛
り
「
え
、

何
だ
っ

て
？
」 

晋

一

郎

「

い

や

、

な

ん

で

も

な

い

。

お

い

、

注

い

で

く
れ
」 

飯

盛

り

「

何

だ

い

、

ま

だ

飲

む

の

か

い

。

役

に

立

た

な
く
な
っ
ち
ゃ

う
よ
、

お
楽
し
み
の
前
に
さ
」 

晋
一
郎
「
い
い

か
ら
注

げ
」 

 
 

 

飯
盛
り

、
酒
を

注
ぐ
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

一

息

で

飲

み

干

し

、

飯

盛

り

に

盃

を
差
し
出
す
。 

飯

盛

り

「

ね

え

、

い

い

加

減

に

し

な

よ

。

飲

ん

で

ば

っ
か
り
い
な
い

で
さ
。

ね
え
、
ほ
ら
」 

飯

盛

り

、

晋

一

郎

の

手

を

取

り

胸

元

に

導

く

。 

 
 

 

晋

一

郎

、

さ

れ

る

が

ま

ま

に

、

襟

元

か

ら

手

を
差
し
入
れ
、

乳
房
を
思
い
切
り
掴
む

。 

飯
盛
り
「
痛
う

！ 

何

す
ん
の
さ
！
」 

 
 

 

飯
盛
り

の
声
に

、
一
同
、
静
ま
る
。 

 
 

 

大

山

、

顎

を

掻

き

な

が

ら

飯

盛

り

に

声

を

掛
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け
る
。 

大
山
「
お
い
、

女
、
そ

の
仁
は
女
よ
り
酒
だ
。
そ
れ 

に
少
々
酒
癖
が

悪
い
。

こ
っ
ち
へ
来
い
。
俺
が

代 

わ
り
に
か
わ
い

が
っ
て

や
ろ
う
」 

 
 

 

飯

盛

り

、

気

味

悪

げ

に

晋

一

郎

を

見

て

、

立

ち
上
が
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

飯

盛

り

に

見

向

き

も

せ

ず

、

徳

利

か
ら
直
に
酒
を

呑
む
。 

 

○
山
田
道
場
門

前 

 
 

 

丸
太
の

門
柱
だ

け
の
門
。 

 
 

 

「
柳
剛

流
山
田

道
場
」
の
粗
末
な
看
板
。 

 
 

 

大
山
、

門
の
中

を
窺
い
、
首
を
傾
げ
る
。 

大
山
「
こ
り
ゃ

駄
目
だ

な
。
と
ん
だ
貧
乏
道
場
だ
。 

せ
い
ぜ
い
二
、

三
両
と

い
う
と
こ
ろ
だ
な
。
昨

日 

の
今
日
で
、
端

た
金
を

稼
ぐ
こ
と
も
な
い
か
」 

 
 

大
山
、
振

り
返
っ

て
晋
一
郎
を
見

る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

大

山

に

構

わ

ず

、

黙

っ

て

門

の

中

に
入
っ
て
い
く

。 

大
山
「
お
い
、

待
て
、

佐
伯
氏
。
え
、
や
る
の
か
。 

な

あ

、

お

い

、

や

る

ん

だ

な

。

え

、

そ

り

ゃ

ま

ぁ

、 

い
い
が
…
…
」 

大
山
、
慌
て
て

後
を
追
う
。 

 

○
山
田
道
場
・

庭 

 
 

 

踏
み
均

さ
れ
た

土
の
庭
。 

 
 

 

門
弟
た

ち
が
稽

古
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

子

供

が

多

い

。

大

人

た

ち

も

見

る

か

ら

に

百

姓
、
町
人
と
い

っ
た
様
子
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

黙

っ

て

門

弟

た

ち

の

稽

古

を

見

て

い
る
。 

 
 

 

大

山

、

晋

一

郎

の

顔

を

窺

い

、

や

れ

や

れ

と

い
っ
た
様
子
。 

大
山
「
稽
古
中

、
お
邪

魔
い
た
す
！ 

我
ら
、

兵
法 

研
鑽
の
為
、
諸

国
を
旅

す
る
者
で
御
座
る
。
ご

当 

地
に
置
い
て
御

高
名
な

山
田
先
生
に
一
手
ご
教

授 

願
い
た
く
ま
か

り
越
し

申
し
た
」 

門

弟

た

ち

、

だ

ん

だ

ん

に

稽

古

を

止

め

、

大

山

と

晋

一

郎

を

見

る

。

ざ

わ

つ

く

中

「

何

だ

、

あ
れ
は
」
「

道
場
破
り
か
」
の
声
。 
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大
山
「
山
田
先

生
は
ど

ち
ら
か
！
」 

 
 

 

門

弟

た

ち

の

中

で

、

子

供

た

ち

に

稽

古

を

付

け
て
い

た
男
、

渡
辺
源

吾(

３
８)

が
近

づ
い
て

く
る
。 

渡

辺

「

先

生

は

ご

高

齢

の

た

め

、

も

う

道

場

に

は

お

出
に
な
り
ま
せ

ん
」 

大
山
「
な
る
ほ

ど
。
し

て
御
貴
殿
は
」 

渡

辺

「

先

生

に

代

わ

っ

て

稽

古

相

手

を

務

め

て

お

る

者
で
す
」 

大

山

「

な

る

ほ

ど

、

な

る

ほ

ど

。

師

範

代

と

い

う

訳

で

す

な

。

で

は

御

貴

殿

に

一

手

な

り

と

ご

教

授

い

た
だ
こ
う
か
」 

渡

辺

「

そ

れ

は

な

り

申

さ

ぬ

。

他

流

と

の

試

合

は

先

生
に
固
く
禁
じ

ら
れ
て

お
り
ま
す
故
」 

大

山

「

い

や

、

試

合

で

は

ご

ざ

ら

ぬ

。

稽

古

を

付

け

て
頂
こ
う
と
い

う
ば
か

り
…
…
」 

渡

辺

「

何

と

言

わ

れ

よ

う

と

、

先

生

の

御

指

示

で

す

。

門

弟

で

も

な

い

者

に

は

稽

古

は

つ

け

ら

れ

ま

せ

ん

」 

大

山

「

な

ん

と

。

山

田

先

生

と

も

あ

ろ

う

方

が

料

簡

の

狭

い

事

を

。

御

高

名

を

慕

っ

て

訪

ね

て

来

た

我

ら

を

、

黙

っ

て

追

い

返

す

と

い

う

の

か

。

そ

れ

で

は
…
…
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

大

山

の

話

の

途

中

で

、

稽

古

場

の

中
央
に
向
け
て

歩
き
出
す
。 

 
 

大
山
「
お
い
、

ま
だ
話

が
付
い
て
お
ら
ん
ぞ
」 

 
 

 

門
弟
た

ち
、
道

を
開
け
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

稽

古

場

中

央

に

立

ち

、

木

刀

で

二

度
、
三
度
と
素

振
り
を
く
れ
る
。 

晋
一
郎
「
さ
て

、
ど
な

た
か
ら
か
？
」 

 
 

 

ざ
わ
つ

く
門
弟

た
ち
。 

晋
一
郎
「
こ
の

道
場
に

、
腕
自
慢
の
方
は
い
な
い
の 

で
す
か
」 

 
 

 

顔
を
見

合
わ
せ

る
数
人
の
若
者
。 

晋

一

郎

「

い

く

ら

田

舎

道

場

で

も

、

遊

び

で

剣

を

学

ん
で
い
る
方
ば

か
り
で

は
な
い
で
し
ょ
う
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
周
囲

を
見
回
す
。 

 
 

 

渡
辺
、

晋
一
郎

の
前
に
立
つ
。 

渡
辺
「
勝
手
な

真
似
は

止
め
て
く
だ
さ
い
」 

晋
一
郎
「
ほ
う

、
あ
な

た
が
お
相
手
下
さ
る
か
」 

渡
辺
「
馬
鹿
な

」 
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晋

一

郎

「

な

ら

ば

、

そ

こ

を

退

け

て

く

だ

さ

い

。

ほ

ら

、

後

ろ

の

方

が

、

腕

を

さ

す

っ

て

い

る

よ

う

で

す
よ
」 

 
 

 

渡
辺
、

振
り
向

く
。 

 
 

 

一

人

の

大

柄

な

若

者

が

木

刀

を

手

に

近

づ

い

て
く
る
。 

渡
辺
「
五
郎
太

！
」 

五

郎

太

「

渡

辺

先

生

、

や

ら

せ

て

く

だ

せ

え

。

こ

ん

な

破

落

戸

の

よ

う

な

も

の

に

で

か

い

面

さ

せ

て

お

く
わ
け
に
ゃ
い

か
ね
え

」 

 
 

 

五

郎

太

、

渡

辺

の

前

に

出

て

正

眼

に

構

え

る

。 

晋
一
郎
「
ほ
う

、
中
々

よ
い
構
え
で
す
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
片
手

で
木
刀
を
構
え
る
。 

 
 

 

渡
辺
、

後
ろ
か

ら
声
を
掛
け
る
。 

渡
辺
「
待
て
、

五
郎
太

！
」 

晋
一
郎
「
（

気
合
い

）
」 

五
郎
太
「
（

大
き
な
気

合
い
）
」 

 
 

 

五

郎

太

、

気

合

い

を

繰

り

返

し

掛

け

る

が

踏

み
込
め
な
い
。 

晋
一
郎
「
ど
う

し
ま
し

た
。
構
え
が
良
く
て
も
、
打 

ち
込
ん
で
こ
な

け
れ
ば

勝
負
に
な
り
ま
せ
ん
よ

」 

 
 

五

郎

太

、

気

合

い

を

発

し

つ

つ

、

大

き

く

踏

み

込

み

、

木

刀

を

真

っ

向

か

ら

振

り

下

ろ

す

。 

 
 

晋

一

郎

、

構

わ

ず

、

片

手

の

ま

ま

身

を

沈

め

、

大
き
く
踏
み
込

ん
で
胴
を
払
う
。 

 
 

 

五
郎
太

、
そ
の

場
で
崩
れ
落
ち
る
。 

晋
一
郎
「
さ
て

、
次
は

ど
な
た
で
す
か
」 

 
 

 

殆
ど
の

門
弟
も

尻
込
み
す
る
。 

晋
一
郎
「
ど
う

し
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
ま
と
も
に
剣 

を
遣
え
る
人
は

い
な
い

の
で
す
か
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
門
弟

た
ち
を
見
回
す
。 

 
 

 

数

名

の

若

者

た

ち

の

い

る

方

を

木

刀

で

差

し

、 

晋
一
郎
「
何
な

ら
、
そ

の
辺
の
元
気
の
あ
り
そ
う
な 

方
々
、
ま
と
め

て
お
相

手
し
ま
し
ょ
う
か
」 

 
 

 

若
者
た

ち
、
顔

を
見
合
わ
せ
る
。 

 
 

 

「

く

そ

」
「

馬

鹿

に

す

る
な

」

と

叫

び

つ
つ

、 
 

 

五

、

六

名

の

若

者

、

木

刀

を

構

え

、

ば

ら

ば

ら
と
晋
一
郎
を

取
り
囲
む
。 

 
 

 

渡

辺

、

若

者

た

ち

と

晋

一

郎

の

間

に

、

割

っ

て
入
る
。 
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渡
辺
「
待
ち
な

さ
い
。

勝
手
な
事
を
す
る
で
ね
え
」 

若
者
１
「
だ
ど

も
…
…

」 

若
者
２
「
我
慢

で
き
ね

え
」 

 
 

 

渡
辺
、

若
者
た

ち
の
顔
を
見
回
し
つ
つ
、 

渡

辺

「

こ

ん

な

者

を

相

手

に

怪

我

で

も

し

た

ら

馬

鹿

臭
い
で
ね
え
か

」 

 
 

 

渡
辺
、

晋
一
郎

に
向
き
直
っ
て 

渡

辺

「

仕

方

が

な

い

。

で

は

、

そ

れ

が

し

が

お

相

手

い
た
し
ま
す
」 

晋

一

郎

「

お

う

、

師

範

代

殿

が

稽

古

を

付

け

て

く

だ

さ
る
か
。
こ
れ

は
か
た

じ
け
な
い
」 

 
 

 

渡
辺
、

木
刀
を

下
段
に
構
え
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

後

ろ

に

下

が

っ

て

間

合

い

を

取

り

、

両
手
で
正
眼
に

構
え
る
。 

 
 

 

暫
く
対

峙
す
る

二
人
。 

 
 

 

渡
辺
の

顔
か
ら

は
汗
。 

老
人
の
声
「
何

を
し
と

る
か
！
」 

 
 

 

門
弟
た

ち
が
道

を
開
け
る
。 

小

柄

な

老

人

が

覚

束

な

い

足

取

り

で

歩

い

て

く
る
。
道
場
の

主
、
山
田
無
為
斎
（
８

１
） 

で
あ
る
。 

無

為

斎

「

渡

辺

、

何

を

し

て

お

る

。

お

前

が

怪

我

を

し
た
ら
門
弟
た

ち
を
誰

が
教
え
る
か
」 

 
 

 

渡

辺

、

構

え

を

解

い

て

無

為

斎

に

頭

を

下

げ

る
。 

渡
辺
「
も
、
申

し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
」 

無

為

斎

「

下

が

っ

て

お

れ

。

客

人

の

相

手

は

儂

が

し

ょ
う
」 

渡
辺
「
で
、
で

す
が
先

生
…
…
」 

無
為
斎
「
よ
い

と
い
う

に
」 

渡
辺
「
は
っ
」 

 
 

 

大
山
、

無
為
斎

に
近
づ
く
。 

大

山

「

こ

れ

は

こ

れ

は

、

山

田

先

生

で

ご

ざ

る

か

。

稽

古

中

お

騒

が

せ

い

た

し

ま

し

て

申

し

訳

ご

ざ

ら

ん
。
我
ら
修
行

の
旅
の

途
中
…
…
」 

無
為
斎
「
金
は

な
い
の

じ
ゃ
」 

大
山
「
い
や
、

我
ら
は

…
…
」 

無

為

斎

「

本

来

な

ら

幾

ば

く

か

の

金

子

を

包

ん

で

お

帰

り

頂

く

の

じ

ゃ

ろ

う

が

、

あ

い

に

く

当

道

場

に

は

一

両

は

お

ろ

か

五

百

の

金

も

な

い

有

様

で

ご

ざ
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っ
て
な
」 

大
山
「
は
あ
」 

無

為

斎

「

じ

ゃ

に

よ

っ

て

、

此

度

は

、

こ

の

老

骨

が

お
相
手
い
た
そ

う
か
と

」 

大
山
「
は
？
」 

 
 

 

大
山
、

あ
っ
け

に
と
ら
れ
た
顔
。 

 
 

 

無

為

斎

、

大

山

の

脇

を

す

り

抜

け

、

晋

一

郎

と
向
き
合
う
。 

無
為
斎
「
師
範

代
が
怪

我
を
し
て
は
門
弟
た
ち
が
困 

る
で
な
。
儂
が

代
わ
り

を
務
め
ま
す
じ
ゃ
」 

晋

一

郎

「

御

老

人

こ

そ

怪

我

ど

こ

ろ

で

は

す

み

ま

せ

ん
よ
」 

無

為

斎

「

な

に

、

儂

な

ん

ぞ

が

死

ん

で

も

誰

も

困

り

ま
せ
ん
で
な
。

そ
れ
に

も
う
充
分
生
き
申
し
た

」 

 
 

 

無
為
斎

、
無
造

作
に
刀
を
抜
く
。 

 
 

 

門
弟
た

ち
、
ざ

わ
め
く
。 

晋
一
郎
「
御
老

人
、
何

の
真
似
で
す
」 

無

為

斎

「

ま

あ

、

此

度

は

真

剣

で

参

り

ま

し

ょ

う

か

の

。

い

き

な

り

見

ず

知

ら

ず

の

道

場

に

乗

り

込

も

う

と

い

う

方

々

じ

ゃ

も

の

。

そ

の

位

の

覚

悟

は

お

あ
り
じ
ゃ
ろ
う

て
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

困

惑

の

表

情

。

手

に

持

っ

た

木

刀

を
見
つ
め
る
。 

無
為
斎
「
ほ
れ

、
お
抜

き
な
さ
れ
。
遠
慮
は
無
用
で 

ご
ざ
い
ま
す
よ

」 

 
 

 

晋
一
郎

、
木
刀

を
投
げ
捨
て
、
刀
を
抜
く
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
正
眼

。 

無

為

斎

は

下

段

。

薄

く

目

を

閉

じ

て

立

っ

て

い
る
。 

晋
一
郎
「
（

気
合
い

）
」 

 
 

 

無

為

斎

、

反

応

し

な

い

。

じ

っ

と

立

っ

て

い

る
。 

晋
一
郎
「
（

気
合
い

）
」 

 
 

 

無

為

斎

、

全

く

反

応

し

な

い

。

立

っ

た

ま

ま

、

眠
っ
て
い
る
か

の
よ
う
。 

 
 

 

晋
一
郎

の
刀
の

切
っ
先
が
震
え
始
め
る
。 

 
 

 

晋
一
郎

の
額
か

ら
汗
が
噴
き
出
す
。 

晋
一
郎
「
（

悲
鳴
の
よ

う
な
気
合
い
）
」 

 
 

 

無

為

斎

、

目

を

開

け

、

無

造

作

に

間

合

い

を

越
え
る
。 
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晋
一
郎

、
つ
ら

れ
て
打
ち
込
む
。 

 
 

 

無

為

斎

の

下

段

が

振

り

上

げ

ら

れ

、

晋

一

郎

の

刀

を

受

け

る

が

、

勢

い

に

押

さ

れ

て

受

け

き
れ
ず
、
よ
ろ

よ
ろ
と
転
ぶ
。 

 
 

 

尻

餅

を

突

い

た

無

為

斎

、

そ

の

ま

ま

切

っ

先

を
晋
一
郎
に
向

け
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

無

為

斎

目

が

け

て

振

り

下

ろ

そ

う

と

す

る

が

、

動

け

な

い

。

切

っ

先

が

震

え

て

い
る
。 

 
 

 
無
為
斎

、
の
ろ

の
ろ
と
立
ち
上
が
る
。 

無
為
斎
「
ど
う

さ
れ
た

か
な
。
斬
っ
て
も
よ
か
っ
た 

の
じ
ゃ
ぞ
。
尋

常
な
立

ち
合
い
じ
ゃ
。
恨
み
は

せ 

ぬ
よ
」 

 
 

無

為

斎

、

刀

が

重

そ

う

な

中

段

。

切

っ

先

が

下
が
っ
て
い
る

。 

 
 

晋
一
郎
、

正
眼
。

切
っ
先
が
震
え

て
い
る
。 

 
 

 

無
為
斎

、
間
合

い
を
詰
め
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

怯

え

た

よ

う

に

下

が

る

。

息

が

荒

い
。 

 
 

 

無

為

斎

、

わ

ず

か

に

切

っ

先

を

上

げ

、

晋

一

郎

の

小

手

を

狙

う

。

太

刀

行

き

が

あ

き

れ

る

ほ
ど
遅
い
。 

 
 

晋
一
郎
、

ぎ
こ
ち

な
く
力
い
っ
ぱ

い
払
う
。 

 
 

無

為

斎

、

刀

を

取

り

落

し

そ

う

に

な

り

な

が

ら
顔
を
し
か
め

、
下
が
る
。 

 
 

相
正
眼
で

対
峙
す

る
二
人 

 
 

無

為

斎

、

構

え

を

の

ろ

の

ろ

と

八

艘

に

変

え

る
。 

 
 

晋

一

郎

の

切

っ

先

の

震

え

、

大

き

く

な

る

。

目
は
見
開
か
れ

、
息
が
さ
ら
に
荒
い
。 

 
 

無
為
斎
、

一
歩
踏

み
出
す
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

刀

を

投

げ

出

し

、

坐

り

込

ん

で

両

手
を
地
面
に
着

く
。 

晋
一
郎
「
ま
、

参
り
ま

し
た
！
」 

 
 

 

無

為

斎

、

驚

い

た

顔

で

晋

一

郎

を

見

下

ろ

す

。 

晋
一
郎
「
ご
、

御
免
！

」 

 
 

 

晋
一
郎

、
刀
を

拾
い
、
駆
け
去
る
。 

 
 

 

あ
っ
け

に
と
ら

れ
る
門
弟
た
ち
。 

嘲
り
笑
う
声
が

徐
々
に
広
が
る
。 

 
 

 

門
弟
た

ち
の
視

線
、
大
山
に
向
け
ら
れ
る
。 
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大
山
「
い
や
、

こ
れ
は

、
そ
の
…
…
い
や
、
お
邪
魔 

い
た
し
た
。
御

免
！
」 

 
 

 

大

山

、

門

弟

た

ち

を

掻

き

分

け

る

よ

う

に

走

り
去
る
。 

 
 

 

門
弟
た

ち
、
大

声
で
笑
う
。 

無
為
斎
「
気
の

毒
な
男

じ
ゃ
」 

 
 

 

無
為
斎

、
の
ろ

の
ろ
と
刀
を
収
め
る
。 

 
 

 

渡
辺
、

無
為
斎

に
駆
け
寄
る
。 

渡
辺
「
先
生
、

お
見
事

で
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

無
為
斎
「
何
を

言
う
か

。
本
当
な
ら
と
っ
く
に
あ
の 

世
へ
行
っ
て
お

っ
た
わ

。
全
く
気
の
毒
な
男
よ

」 

渡
辺
「
は
？
」 

無
為
斎
「
疲
れ

た
。
儂

ゃ
も
う
寝
る
」 

 
 

無

為

斎

、

よ

た

よ

た

と

母

屋

の

ほ

う

に

歩

き

去
る
。 

 

○
街
道
（
夕
） 

 
 

 

人
気
の

な
い
夕

焼
け
の
田
舎
道
。 

 
 

 

晋
一
郎

が
、
早

い
足
取
り
で
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 

大
山
、

後
ろ
か

ら
追
い
か
け
て
く
る
。 

大
山
「
な
あ
、

お
い
、

佐
伯
氏
、
ち
ょ
っ
と
待
て
」 

晋
一
郎
「
い
や

、
大
山

さ
ん
、
潮
時
で
す
。
も
う
止 

め
ま
し
ょ
う
」 

大
山
「
何
を
言

う
。
今

日
は
た
だ
相
手
が
悪
か
っ
た 

だ
け
の
事
で
は

な
い
か

」 

 
 

大
山
、
後

ろ
か
ら

晋
一
郎
の
肩
を

掴
む
。 

晋
一
郎
「
い
や

…
…
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

肩

を

揺

ら

し

て

大

山

の

手

を

振

り

払
い
、
歩
調
を

早
め
る
。 

 
 

 

大
山
、

晋
一
郎

を
追
い
な
が
ら 

大
山
「
大
体
、

最
初
か

ら
あ
そ
こ
は
嫌
な
気
が
し
た 

の
だ
。
そ
れ
を

お
主
が

…
…
」 

晋
一
郎
「
違
う

…
…
」 

大
山
「
ま
さ
か

、
あ
ん

な
ボ
ロ
道
場
に
、
お
主
で
も 

歯
が
立
た
ぬ
じ

じ
い
が

い
る
と
は
な
」 

晋
一
郎
「
違
う

の
で
す

。
大
山
さ
ん
、
違
う
…
…
」 

大
山
「
何
が
違

う
？
」 

 
 

 

大
山
、

晋
一
郎

の
前
に
回
り
込
む
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
歩
み

を
止
め
る
。 

晋
一
郎
「
あ
の

老
人
は

、
た
だ
の
老
人
。
年
老
い
た 
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田
舎
道
場
の
主

に
過
ぎ

な
い
」 

大

山

「

何

？ 

そ

う

な

の

か

。

世

に

隠

れ

た

名

人

な

の
で
は
…
…
」 

晋

一

郎

「
（

薄

く

笑

う

）

大

山

さ

ん

に

は
そ

う

見

え

ま

し
た
か
」 

大
山
「
い
、
い

や
。
俺

に
は
只
の
じ
じ
い
と
…
…
」 

晋
一
郎
「
そ
の

通
り
で

す
よ
」 

大
山
「
で
は
、

で
は
何

故
だ
。
な
ぜ
お
主
が
…
…
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
い
き

な
り
刀
を
抜
く
。 

 
 

 
大
山
、

飛
び
退

る
。 

大
山
「
な
、
何

を
す
る

！
」 

晋

一

郎

「

大

山

さ

ん

、

私

の

刀

の

切

っ

先

を

見

て

く

だ
さ
い
」 

 
 

大

山

、

要

領

の

得

な

い

顔

で

晋

一

郎

の

刀

を

見
る
。 

 
 

晋
一
郎
、

刀
を
持

つ
手
に
力
を
込

め
る
。 

 
 

切
っ
先
、

震
え
だ

す
。 

晋
一
郎
、
苦
し

げ
な
表
情
。 

切
っ
先
、
さ
ら

に
大
き
く
震
え
る
。 

晋
一
郎
「
こ
の

様
で
す

」 

大
山
「
こ
、
こ

れ
は
…

…
」 

晋
一
郎
「
私
に

は
真
剣

が
遣
え
な
い
の
で
す
」 

大
山
「
な
に
？

」 

晋

一

郎

「

最

初

は

、

何

と

か

こ

れ

を

直

そ

う

と

…

…

」 

 
 

 

晋

一

郎

、

刀

を

鞘

に

納

め

よ

う

と

す

る

。

手

が
震
え
、
ぎ
こ

ち
な
い
納
刀
。 

 
 

 

晋
一
郎

の
手
元

を
見
つ
め
る
大
山
。 

晋

一

郎

「

道

場

破

り

も

、

そ

の

た

め

の

修

行

と

思

っ

て
い
ま
し
た
。

だ
が
…

…
」 

大
山
「
真
剣
が

遣
え
な

い
だ
と
…
…
」 

晋

一

郎

「

だ

け

ど

大

山

さ

ん

、

私

は

も

う

や

め

ま

す

」 

大
山
「
や
め
る

っ
て
、

な
あ
、
佐
伯
氏
…
…
」 

晋
一
郎
「
こ
こ

で
別
れ

ま
し
ょ
う
」 

大

山

「

何

を

言

う

。

そ

れ

は

こ

、

困

る

で

は

な

い

か

」 

晋

一

郎

「

だ

か

ら

、

私

と

共

に

い

て

も

、

も

う

大

山

さ
ん
に
は
何
の

得
に
も

な
り
ま
せ
ん
よ
」 

大

山

「

い

や

、

と

に

か

く

真

剣

を

抜

か

ね

ば

よ

い

で

は
な
い
か
。
さ

す
れ
ば

…
…
」 

晋

一

郎

「

と

に

か

く

、

も

う

嫌

に

な

っ

た

の

で

す

。

こ
こ
ま
で
で
す

、
大
山

さ
ん
」 
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早
足
で

歩
き
出

す
晋
一
郎
。 

 
 

 

大

山

、

途

方

に

暮

れ

た

よ

う

に

立

ち

尽

く

す

が
、
す
ぐ
に
晋

一
郎
を
追
い
か
け
る
。 

 
 

 

晋
一
郎

は
振
り

向
か
な
い 

 
 

 

夕
日
を

受
け
て

二
人
の
影
は
長
い
。 

 

○
雑
木
林 蝉

の

声

に

満

ち

た

夏

木

立

の

中

、

佐

伯

晋

一

郎

が

、

一

本

の

欅

（

け

や

き

）

の

大

木

を

背

に

、

刀

を

抱

く

よ

う

に

し

て

座

っ

て

い

る

。

手

甲

、

脚

絆

の

旅

の

身

な

り

だ

が

、

全

身

埃

に
ま
み
れ
て
い

る
。 

薄

く

目

を

閉

じ

て

は

い

る

が

、

眠

っ

て

い

る

訳
で
は
な
い
。 

顔

の

周

り

を

一

匹

の

カ

ナ

ブ

ン

が

飛

び

回

っ

て

い

る

。

目

を

閉

じ

た

ま

ま

、

無

造

作

に

、

し

か

し

、

目

に

も

留

ま

ら

ぬ

素

早

さ

で

手

を

伸

ば

し

、

カ

ナ

ブ

ン

を

捕

ま

え

る

。

下

目

使

い

に

、

手

に

し

た

カ

ナ

ブ

ン

を

見

る

。

目

に

力

が

な

い

。

だ

ら

り

と

腕

を

投

げ

出

す

。

カ

ナ
ブ
ン
が
逃
げ

る
。 

遠

雷

。

夏

空

を

黒

雲

が

覆

っ

て

い

く

。

辺

り

が

薄

暗

く

な

る

。

稲

妻

。

雨

が

落

ち

始

め

る

。 

頬

を

濡

ら

す

雨

粒

に

、

面

倒

く

さ

げ

に

目

を

開

け

、

空

を

見

上

げ

る

晋

一

郎

。

辺

り

を

見

回

す

。

視

線

の

先

、

木

立

の

向

こ

う

に

朽

ち

か
け
た
祠
。 

雨

が

激

し

さ

を

増

す

。

刀

を

杖

に

大

儀

そ

う

に

立

ち

上

が

り

か

け

る

。

稲

妻

の

煌

め

き

の

中

、

若

い

百

姓

女

が

祠

の

軒

下

に

駆

け

込

ん

で

い

く

の

が

見

え

る

。

そ

れ

を

見

て

再

び

座

り
込
む
晋
一
郎

。 

祠

の

軒

下

で

、

手

拭

い

で

雨

を

拭

っ

て

い

た

女

が

、

晋

一

郎

に

気

づ

く

。

視

線

が

合

う

。

驚
い
た
顔
の
女

。 

雨

が

土

砂

降

り

と

な

る

。

女

の

姿

が

雨

に

霞

む
。
繰
り
返
し

雷
鳴
と

稲
妻
。 

晋
一
郎
、
坐
っ

た
ま
ま

女
に
背
を
向
け
る
。 

欅

に

落

雷

。

轟

音

、

閃

光

。

晋

一

郎

、

気

を

失
う
。 
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×

 
 
×

 
 
×

 

 
 

 

蝉

の

声

。

雲

が

去

っ

た

夏

空

を

背

景

に

、

晋

一

郎

を

見

下

ろ

す

百

姓

女

、

喜

代

（

２

０

）

の
顔
。 

喜
代
「
死
ん
で

る
と
思

っ
た
…
…
」 

晋
一
郎
「
あ
あ

。
だ
が

、
ど
う
も
違
う
よ
う
だ
な
」 

 
 

 

仰

向

け

の

ま

ま

、

傍

ら

の

欅

を

見

上

げ

る

。

幹

が

途

中

で

折

れ

、

薄

く

煙

を

上

げ

て

い

る

。 
喜
代
「
雷
に
打

た
れ
な

さ
っ
て
死
ん
だ
と
…
…
」 

 
 

 
晋
一
郎

、
身
体

を
起
こ
し
な
が
ら
呟
く
。 

晋
一
郎
「
そ
れ

で
も
よ

か
っ
た
の
だ
が
…
…
」 

喜

代

「

あ

、

あ

の

、

だ

、

大

事

、

御

座

い

ま

せ

ん

か

」 

晋
一
郎
「
あ
あ

」 

喜
代
「
お
立
ち

に
な
れ

ま
す
か
」 

晋
一
郎
「
い
や

」 

 
 

 

喜
代
、

心
配
げ

な
表
情
。 

晋
一
郎
「
い
や

、
腹
が

減
っ
て
動
け
な

い
の
さ

」 

喜
代
「
へ
え
・

・
・
」 

晋

一

郎

「

あ

ま

り

に

ひ

だ

る

く

て

、

雨

を

避

け

る

気

に
も
な
れ
な
か

っ
た
。

情
け
な
い
事
よ
」 

 
 

 

喜

代

、

晋

一

郎

の

腕

を

取

っ

て

、

肩

を

貸

そ

う
と
す
る
。 

晋

一

郎

「

あ

、

い

や

、

よ

い

の

だ

。

歩

こ

う

と

思

え

ば
歩
け
る
の
さ

。
ま
だ

な
」 

 

晋
一
郎
、
ゆ
っ

く
り
と
立
ち
上
が
る
。 

 
 

 

喜

代

、

傍

ら

に

転

が

っ

て

い

る

晋

一

郎

の

刀

に
目
を
や
る
。 

晋

一

郎

「

お

お

、

そ

い

つ

を

忘

れ

て

は

い

か

ん

な

。

す
き
腹
に
は
厄

介
な
荷

物
な
ん
だ
が
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

億

劫

そ

う

に

刀

を

拾

い

上

げ

、

腰

に
差
す
。 

 

○
喜
代
の
家
全

景 

 
 

 

小

川

の

流

れ

る

小

さ

な

谷

あ

い

の

、

田

と

畑

に

囲

ま

れ

た

藁

ぶ

き

の

一

軒

家

。

庭

先

で

喜

代
が
洗
濯
を
し

て
い
る
。 

 

○
喜
代
の
家
の

中 

 
 

 

土

間

に

接

す

る

板

の

間

で

、

浴

衣

姿

の

晋

一

郎

が

、

山

盛

り

の

麦

飯

を

掻

き

込

ん

で

い

る

。
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塗
の
剥
げ
た
箱

膳
に
汁
椀
と
漬
物
の
皿

。 

 
 

 

傍

ら

の

竹

籠

の

中

で

、

か

い

ま

き

に

包

ま

れ

た
赤
ん
坊
が
眠

っ
て
い
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

箸

を

止

め

て

庭

の

喜

代

に

声

を

掛

け
る
。 

晋

一

郎

「

そ

う

か

。

連

れ

合

い

と

姑

を

相

次

い

で

か

。

そ
れ
は
気
の
毒

な
」 

喜

代

、

洗

濯

物

を

干

す

手

を

止

め

ず

、

背

を

向
け
た
ま
ま
答

え
る
。 

喜

代

「

お

っ

母

様

ん

と

き

は

ろ

く

な

弔

い

も

出

せ

ん

で
…
…
」 

晋

一

郎

「

な

ん

の

。

連

れ

合

い

が

死

ん

だ

後

で

は

仕

方
な
い
さ
」 

喜
代
「
へ
え
」 

 
 

 

赤
ん
坊

が
泣
き

だ
す
。 

 
 

 

う
ろ
た

え
る
晋

一
郎
。 

晋
一
郎
「
お
、

お
い
、

赤
子
が
泣
い
て
る
ぞ
」 

喜
代
「
へ
え
、

乳
を
欲

し
が
っ
て
る
ん
で
す
」 

 
 

 

喜

代

、

背

を

向

け

た

ま

ま

、

洗

濯

物

を

干

す

手
を
止
め
よ
う

と
も
せ
ず
答
え
る
。 

泣
き
止
ま
な
い

赤
ん
坊
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

困

惑

の

表

情

で

赤

ん

坊

の

顔

を

覗

き

込

む

。

何

と

な

く

竹

籠

を

揺

ら

し

て

み

る

。

赤

ん

坊

が

一

瞬

泣

き

や

む

が

、

す

ぐ

に

ま

た

泣
き
出
す
。 

繰

り

返

し

竹

籠

を

揺

ら

す

晋

一

郎

。

そ

の

た

び
に
少
し
だ
け

泣
き
止
む
赤
ん
坊
。 

 
 

 

喜

代

、

庭

先

か

ら

手

を

拭

い

な

が

ら

上

が

っ

て
き
て
、
赤
ん

坊
を
抱
き
あ
げ
る
。 

喜
代
「
お
お
、

松
吉
、

よ
か
っ
た
ね
ぇ
。
御
客
人
に 

遊
ん
で
も
ら
っ

て
」 

 
 

 

喜

代

、

胸

元

を

寛

げ

、

赤

ん

坊

、

松

吉

（

六

か
月
）
に
乳
を

飲
ま
せ
始
め
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

や

や

慌

て

て

喜

代

に

背

を

向

け

る

。 

晋

一

郎

「

こ

、

こ

の

家

に

そ

の

赤

子

と

二

人

き

り

か

」 

喜
代
「
へ
え
」 

晋
一
郎
「
そ
う

か
。
大

変
だ
な
」 

喜
代
「
い
え
」 

晋
一
郎
「
そ
う

か
」 

晋

一

郎

、

立

ち

上

が

っ

て

縁

側

か

ら

外

を

眺
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る
。 

庭

の

物

干

し

に

喜

代

の

野

良

着

、

松

吉

の

む

つ

き

と

並

ん

で

晋

一

郎

の

小

袖

や

野

袴

が

干

さ
れ
て
い
る
。 

小
さ
な
谷
に
は

、
他
に
一
軒
の
家
も
な

い
。 

晋
一
郎
「
だ
が

、
寂
し

い
だ
ろ
う
」 

喜
代
「
へ
え
」 

晋
一
郎
「
旅
に

出
て
三

年
に
な
る
」 

喜
代
「
へ
え
」 

喜

代

、

晋

一

郎

の

後

ろ

で

、

松

吉

を

竹

籠

に

寝
か
せ
、
膳
を

片
づ
け
て
い
る
。 

晋

一

郎

「

一

人

で

他

国

を

旅

す

る

の

も

、

そ

れ

は

そ

れ
で
心
細
い
も

の
だ
」 

 
 

 

喜
代
、

晋
一
郎

に
近
づ
き
な
が
ら 

喜
代
「
な
ぜ
？

」 

晋
一
郎
「
え
？

」 

喜
代
「
旅
な
ど

」 

 
 

 

晋

一

郎

、

無

言

で

腕

を

組

み

、

縁

側

か

ら

遠

く
を
見
つ
め
た

ま
ま
、
答
え
な
い
。 

 
 

 

喜
代
、

晋
一
郎

の
背
中
に
頭
を
下
げ
る
。 

喜
代
「
差
し
出

た
こ
と

を
…
…
」 

晋
一
郎
「
い
や

、
い
い

さ
。
私
は
我
が
師
を
探
し
て 

い
る
の
だ
」 

喜
代
「
お
師
匠

様
？
」 

晋
一
郎
「
我
が

剣
の
師

だ
。
師
は
三
年

前
、
突

然
、 

国
元
を
出
奔
し

た
」 

喜
代
「
そ
の
お

方
を
探

し
て
…
…
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

板

の

間

に

戻

り

、

松

吉

の

籠

を

覗

き
込
む
。 

松

吉

、

満

足

そ

う

な

顔

で

晋

一

郎

の

顔

を

見

返
す
。 

晋
一
郎
「
お
喜

代
さ
ん

の
親
御
は
？
」 

喜
代
「
隣
村
の

自
前
百

姓
で
し
た
け
れ
ど
…
…
」 

晋
一
郎
「
う
ん

」 

喜
代
「
と
う
に

二
人
と

も
…
…
」 

晋
一
郎
「
そ
う

か
」 

喜
代
「
へ
え
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
松
吉

の
籠
を
揺
す
る
。 

松
吉
、
き
ゃ
っ

き
ゃ
と
声
を
上
げ
る 
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○
喜
代
の
家
の

中
（
夜

） 

 
 

 

晋
一
郎

が
縁
側

に
座
っ
て
外
を
見
て
い
る
。 

 
 

 

山
の
端

に
掛
か

る
月
。
満
天
の
星
。 

 
 

 

喜

代

、

板

の

間

に

続

く

座

敷

の

中

で

蚊

帳

を

吊
っ
て
い
る
。 

喜
代
「
こ
ち
ら

に
床
を

」 

晋

一

郎

「

す

ま

な

い

な

。

行

き

倒

れ

同

然

を

助

け

て

も
ら
っ
た
上
に

…
…
」 

喜
代
「
い
え
」 

 
 

 
喜

代

、

板

の

間

に

自

分

の

夜

具

を

運

び

、

松

吉
の
籠
を
持
っ

て
戻
る
。 

喜
代
「
あ
の
、

松
吉
を

…
…
」 

晋
一
郎
「
え
？ 
あ
あ

、
そ
う
か
」 

喜
代
「
蚊
帳
が

一
張
り

し
か
な
く
て
…
…
」 

晋
一
郎
「
う
ん

、
入
れ

て
や
っ
て
く
れ
。
私
の
せ
い 

で
蚊
に
食
わ
れ

て
は
可

哀
そ
う
だ
」 

喜
代
「
夜
泣
き

は
し
な

い
ほ
う
で
す
か
ら
」 

晋
一
郎
「
坊
は

利
口
そ

う
だ
」 

喜
代
「
い
え
」 

 
 

 

喜
代
、

蚊
帳
の

隅
に
松
吉
の
籠
を
入
れ
る
。 

 
 

 

縁
側
の

晋
一
郎

の
周
り
に
数
匹
の
蛍
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
何
度

か
素
早
く
手
を
動
か
す
。 

蚊

帳

に

近

づ

い

て

裾

か

ら

手

を

入

れ

、

握

っ

た

拳

を

開

く

。

掌

か

ら

数

匹

の

蛍

が

飛

立

つ

。 

 
 

 

喜
代
、

目
を
見

張
る
。 

晋

一

郎

「

子

供

の

頃

、

よ

く

父

に

こ

う

し

て

貰

っ

た

」 

喜
代
「
へ
え
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

蚊

帳

の

中

を

飛

び

回

る

蛍

を

目

で

追
っ
て
い
る
。 

晋
一
郎
「
私
の

父
は
自

ら
腹
を
切
っ
て
死
ん
だ
」 

喜
代
「
え
？
」 

晋
一
郎
「
私
は

、
父
の

仇
を
討
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」 

差

し

込

む

月

の

光

が

苦

し

げ

な

晋

一

郎

の

横

顔
を
照
ら
し
て

い
る
。 

晋

一

郎

「

父

の

切

腹

の

元

は

我

が

師

に

あ

る

と

い

う

」 

 
 

 

晋
一
郎

、
膝
の

上
の
拳
を
握
り
し
め
る
。 

そ

の

横

顔

を

、

恐

ろ

し

げ

に

見

つ

め

る

喜

代

。 

晋

一

郎

「

ま

こ

と

、

先

生

の

せ

い

な

ら

ば

、

ま

こ

と

、

父
が
無
念
の
思

い
を
残

し
た
の
な
ら
…
…
」 

 
 

 

晋
一
郎

の
拳
が

震
え
る
。 
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晋

一

郎

「

そ

の

父

の

無

念

を

…

…

。

私

は

、

私

は

仇

を
討
た
ね
ば
な

ら
な
い

」 

喜
代
「
お
師
匠

様
を
…

…
」 

晋

一

郎

「

そ

う

だ

。

だ

が

、

私

に

は

分

か

ら

ぬ

。

私

は

先

生

を

憎

ま

ね

ば

な

ら

ぬ

の

か

。

私

に

先

生

が

討
て
る
の
か
。

こ
の
私

に
…
…
」 

 
 

 

訴
え
る

よ
う
に

喜
代
を
見
る
晋
一
郎
。 

 
 

 

痛
ま
し

げ
に
晋

一
郎
を
見
返
す
喜
代
。 

 

○
喜
代
の
家
の

庭
（
夜

） 

 
 

 

月

明

り

に

照

ら

さ

れ

た

庭

。

縁

側

の

板

戸

は

開

け

放

た

れ

て

い

て

、

部

屋

の

中

に

吊

ら

れ

た

青

い

蚊

帳

が

見

え

る

。

そ

の

中

で

、

白

い

影
と
な
っ
て
も

つ
れ
合
う
晋
一
郎
と
喜

代
。 

庭
に
は
無
数
の

蛍
が
飛
び
交
っ
て
い
る

。 

 

○
蚊
帳
の
中 

 
 

 

抱

き

合

う

晋

一

郎

と

喜

代

の

足

も

と

で

、

松

吉

が

目

を

開

け

る

。

顔

の

傍

を

蛍

が

明

滅

を

繰

り

返

し

な

が

ら

飛

ぶ

。

手

を

伸

ば

す

松

吉

。

何

度

も

捕

ま

え

よ

う

と

す

る

が

、

蛍

は

捕

ま

ら
な
い
。 

 

○
喜
代
の
家
・

板
の
間 

 
 

 

晋
一
郎

が
松
吉

を
抱
い
て
あ
や
し
て
い
る
。 

 
 

 

松
吉
、

機
嫌
の

い
い
声
を
あ
げ
て
い
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

松

吉

を

床

に

座

ら

せ

よ

う

と

す

る

。 

 
 

 

松

吉

、

晋

一

郎

が

手

を

そ

っ

と

放

す

と

、

坐

っ
た
形
の
ま
ま

倒
れ
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

が

慌

て

て

手

を

添

え

る

。

松

吉

笑

う

。 

 
 

 

板

の

間

か

ら

見

え

る

縁

側

で

喜

代

が

背

中

を

向

け

て

座

繰

り

器

を

操

り

、

繭

か

ら

糸

を

取

っ
て
い
る
。 

 

○
喜
代
の
家
・

縁
側 

 
 

 

喜

代

が

糸

を

巻

く

座

繰

り

器

の

前

に

座

っ

て

、

糸
を
繰
っ
て
い

る
。 

 
 

 

傍

ら

に

お

湯

を

張

っ

た

桶

。

浮

か

ん

で

い

る

二

、

三

十

個

の

白

い

繭

か

ら

喜

代

が

回

す

座

繰
り
器
に
糸
が

巻
き
取
ら
れ
て
い
く
。 
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晋

一

郎

、

喜

代

の

後

ろ

に

立

ち

、

物

珍

し

げ

に
そ
の
手
元
を

覗
き
込
む
。 

晋
一
郎
「
ほ
う

、
絹
糸

と
は
こ
う
し
て
作
る
の
か
」 

 
 

 

喜
代
、

手
を
休

め
ず
答
え
る
。 

喜
代
「
へ
え
、

佐
久
兵

衛
旦
那
の
と
こ
ろ
の
賃
仕
事 

で
…
…
」 

晋
一
郎
「
内
職

と
い
う

わ
け
だ
」 

喜
代
「
へ
え
」 

 
 

 

く
る
く

る
と
回

る
座
繰
り
器
の
小
枠
。 

 
 

 
器

用

に

撚

り

を

掛

け

な

が

ら

糸

を

導

く

喜

代

の
指
。 

 
 

 

そ
れ
を

見
つ
め

る
晋
一
郎
。 

 
 

 

「
あ
あ

、
あ
あ

」
と
い
う
松
吉
の
声
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

振

り

返

り

、

板

の

間

の

奥

を

見

る

。 

 
 

 

驚
い
た

表
情
。 

晋
一
郎
「
お
い

、
喜
代

。
見
ろ
。
松
吉
が
這
お
う
と 

し
て
い
る
」 

 
 

 

喜
代
、

手
を
止

め
て
振
り
返
る
。 

 

○
喜
代
の
家
・

板
の
間 

 
 

 

床

の

上

で

身

を

く

ね

ら

す

松

吉

。

喜

代

の

方

に
近
づ
こ
う
と

し
て
い
る
。 

 
 

 

「
あ
あ

、
あ
あ

」
と
声
を
上
げ
る
。 

 

○
喜
代
の
家
・

縁
側 

 
 

 

板

の

間

の

松

吉

を

見

た

後

、

晋

一

郎

を

見

上

げ
、
笑
う
喜
代

。 

 
 

 

笑
い
返

す
晋
一

郎
。 

 

○
喜
代
の
家
・

板
の
間

（
朝
） 

 
 

 

箱
膳
を

前
に
朝

食
を
と
る
晋
一
郎
と
喜
代
。 

 
 

 

旺
盛
な

食
欲
の

晋
一
郎
。 

 
 

 

晋

一

郎

に

給

仕

し

な

が

ら

、

考

え

込

む

よ

う

な
顔
の
喜
代
。 

晋
一
郎
「
ど
う

し
た
、

喜
代
」 

喜
代
「
晋
一
郎

様
、
今

日
、
濱
次
ど
ん
が
来
ま
す
」 

晋
一
郎
「
え
、

誰
だ
っ

て
」 

喜
代
「
糸
を
集

め
に
き

ま
す
。
佐
久
兵
衛
旦
那
の
と 

こ
ろ
の
手
代
さ

ん
で
す

」 

晋

一

郎

「

え

？ 

あ

、

あ

あ

そ

う

か

。

私

が

こ

の

家
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に
い
る
と
…
…

」 

喜
代
「
へ
え
」 

晋
一
郎
「
分
か

っ
た
。

ど
こ
か
へ
行
っ
て
い
る
よ
」 

喜
代
「
す
み
ま

せ
ん
」 

晋
一
郎
「
な
に

、
喜
代

が
謝
る
事
は
な
い
さ
」 

 
 

 

食
事
を

続
け
る

二
人
。 

 

○
河
原 

 
 

 

晋

一

郎

、

傘

を

被

り

、

河

原

の

岩

に

腰

を

下

ろ
し
て
釣
り
を

し
て
い
る
。 

 
 

 

竿
が
し

な
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

竿

を

操

っ

て

魚

を

釣

り

あ

げ

る

。

日
差
し
に
煌
め

く
山
女
魚
。 

 
 

 

釣

り

あ

げ

た

山

女

魚

を

魚

籠

に

入

れ

る

。

魚

籠
の
中
に
は
数

匹
の
山
女
魚
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

釣

竿

を

そ

の

場

に

置

い

て

立

ち

上

が
る
。 

 
 

 

傘
を
取

り
地
面

に
置
く
。 

 
 

 

腰
を
沈

め
、
刀

の
柄
に
手
を
掛
け
る
。 

 
 

 

思
い
詰

め
た
表

情
。 

 
 

 

刀
を
抜

く
。
煌

め
く
刀
身
。 

 
 

 

何

本

か

型

を

演

じ

る

。

動

き

は

ぎ

こ

ち

な

い

。 

 
 

 

晋
一
郎

、
刀
を

納
め
る
。 

 
 

 
 

○
喜
代
の
家
・

土
間 

 
 

 

裏

口

の

引

き

戸

が

開

き

、

釣

竿

と

魚

籠

を

持

っ
た
晋
一
郎
が

土
間
に
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

喜
代
と

男
の
話

声
が
聞
こ
え
る
。 

男
の
声
「
ま
あ

、
考
え

て
お
い
て
く
れ
や
。
お
喜
代 

さ
ん
。
松
吉
も

我
が
子

と
思
う
て
育
て
る
だ
か 

ら
」 

喜
代
の
声
「
へ

え
」 

男
の
声
「
じ
ゃ

、
ま
た

来
る
だ
」 

喜
代
の
声
「
へ

え
、
気

ぃ
付
け
て
」 

男
の
声
「
あ
あ

」 

 
 

 

晋

一

郎

、

釣

竿

と

魚

籠

を

置

き

、

静

か

に

裏

口
か
ら
出
る
。 

 

○
喜
代
の
家
・

裏
庭 

 
 

 

裏

口

か

ら

出

て

き

た

晋

一

郎

、

回

り

込

ん

で
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家
の
陰
か
ら
表

の
ほ
う
を
見
る
。 

 
 

 

大

き

な

風

呂

敷

を

担

い

で

歩

い

て

い

く

中

年

の
男
の
後
ろ
姿

。 

 
 

 
 

○
喜
代
の
家
。

板
の
間

（
夕
） 

 
 

 

囲
炉
裏

に
熾
き

火
。 

 
 

 

そ
の
周

り
に
串

に
差
さ
れ
た
山
女
魚
。 

 
 

 

晋
一
郎

と
喜
代

の
前
に
夕
食
の
膳
。 

 
 

 

串
の
ま

ま
山
女

魚
を
齧
る
晋
一
郎
と
喜
代
。 

 
 

 
無
心
に

齧
る
喜

代
。 

 
 

 

喜
代
の

様
子
を

窺
う
晋
一
郎
。 

 
 

 

駕
籠
の

中
の
松

吉
が
泣
き
出
す
。 

 
 

 

喜

代

、

前

掛

け

で

手

を

拭

い

、

松

吉

を

抱

き

上
げ
、
胸
を
寛

が
せ
て
乳
を
飲
ま
せ
る

。 

 
 

 

喜
代
を

見
つ
め

る
晋
一
郎
。 

 

○
喜
代
の
家
・

座
敷
（

夜
） 

 
 

 

蚊
帳
の

中
、
裸

で
横
た
わ
る
二
人
。 

 
 

 

喜
代
、

上
を
む

い
た
ま
ま
で 

喜
代
「
晋
一
郎

さ
ま
、

い
つ
ま
で
、
あ
の
…
…
」 

 
 

 

晋
一
郎

同
じ
く

上
を
向
い
た
ま
ま
で 

晋
一
郎
「
う
ん

？
」 

喜

代

「

や

が

て

は

、

行

っ

て

し

ま

わ

れ

る

の

で

す

ね

」 

晋
一
郎
「
…
…

」 

喜
代
「
父
上
様

の
仇
、

討
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
」 

晋
一
郎
「
そ
う

だ
な
…

…
」 

喜
代
「
お
侍
だ

か
ら
で

す
か
」 

晋
一
郎
「
…
…

」 

喜
代
「
わ
た
し

の
お
父

う
は
、
山
仕
事
で
足
滑
ら
し 

て
死
に
ま
し
た

」 

晋
一
郎
「
そ
う

な
の
か

」 

喜
代
「
へ
え
。

で
も
、

山
相
手
に
仇
討
ち
は
で
き
ま 

せ
ん
」 

晋
一
郎
「
そ
う

だ
な
…

…
」 

喜
代
「
晋
一
郎

様
は
お

侍
だ
か
ら
、
仇
を
討
た
ね
ば 

な
ら
な
い
…
…

」 

晋
一
郎
「
い
や

…
…
」 

喜
代
「
百
姓
の

後
家
の

家
に
、
い
つ
ま
で
も
居
ら
れ 

 

る
わ
け
が
な

い
…
…

」 

 
 

 

晋

一

郎

、

身

を

起

こ

し

、

喜

代

の

顔

を

覗

き



 

 

 

 

| - 42 - 
込
む
。 

晋
一
郎
「
い
や

、
わ
た

し
は
…
…
」 

 
 

 

喜
代
、

晋
一
郎

の
顔
に
焦
点
を
合
わ
せ
ず 

喜
代
「
そ
れ
は

仕
方
の

な
い
事
…
…
」 

晋
一
郎
「
喜
代

…
…
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
喜
代

に
覆
い
か
ぶ
さ
る
。 

 
 

 

喜

代

、

天

井

を

見

つ

め

な

が

ら

、

晋

一

郎

を

抱
き
し
め
る
。 

喜
代
「
仕
方
の

な
い
事

…
…
」 

 
 

 
蚊

帳

の

隅

で

駕

籠

に

入

れ

ら

れ

た

松

吉

が

眠

っ
て
い
る
。 

 
 

 

喜
代
の

喘
ぎ
声

が
聞
こ
え
る
。 

 

○
喜
代
の
家
・

板
の
間

（
朝
） 

 
 

 

囲
炉
裏

の
前
に

朝
食
を
載
せ
た

箱
膳
。 

 
 

 

傍

ら

に

晋

一

郎

の

小

袖

と

袴

が

き

ち

ん

と

折

り
た
た
ま
れ
て

置
い
て
あ
る
。 

 
 

 

板

襖

が

開

き

晋

一

郎

が

座

敷

か

ら

出

て

来

る

。 

 
 

 

囲
炉
裏

の
ま
わ

り
の
様
子
を
見
る
。 

 
 

 

松
吉
の

籠
は
空

っ
ぽ
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
縁
側

に
出
る
。 

 

○
喜
代
の
家
・

縁
側
（

朝
） 

 
 

 

晋
一
郎

、
縁
側

か
ら
外
を
見
回
す
。 

 
 

 

田

の

中

ほ

ど

で

、

松

吉

を

背

負

い

、

草

取

り

を
し
て
い
る
喜

代
の
後
ろ
姿
。 

晋
一
郎
、
喜
代

を
見
詰
め
る
。 

喜
代
、
無
心
に

草
を
取
っ
て
い
る
。 

晋
一
郎
、
あ
た

り
を
見
回
す
。 

低
い
尾
根
に
囲

ま
れ
た
小
さ
な
谷
。 

家
の
前
に
広
が

る
狭
い
田
畑
。 

せ
せ
ら
ぎ
と
そ

れ
に
沿
う
小
道
。 

晋
一
郎
、
板
の

間
に
戻
る
。 

 

○
喜
代
の
家
・

板
の
間

（
朝
） 

箱
膳
の
上
に
食

べ
終
え
た
朝
食
。 

晋
一
郎
、
身
支

度
を
し
て
い
る
。 

両
刀
を
腰
に
差

し
、
土
間
に
下
り
る
。 

 

○
喜
代
の
家
・

玄
関
前 
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戸
を
開
け
て
晋

一
郎
が
出
て
く
る
。 

あ
た
り
を
見
回

す
が
、
誰
も
い
な
い
。 

歩
き
始
め
る
。 

小
道
に
出
る
前

に
振
り
返
っ
て
家
を
見

る
。 

再
び
歩
き
始
め

る
。 

振
り
返
ら
ず
に

小
道
を
下
っ
て
い
く
。 

 

○
芒
原 

 
 

 

枯

れ

た

芒

の

原

。

雪

が

所

々

う

っ

す

ら

と

積

も

っ

て

い

る

。

間

近

に

魁

偉

な

山

容

の

岩

山

が
そ
び
え
る
。 

 
 

 

そ

の

山

に

向

か

う

ま

っ

す

ぐ

な

道

を

、

手

甲

、

脚

絆

、

野

袴

に

道

中

合

羽

の

晋

一

郎

が

急

ぎ

足
で
歩
い
て
い

る
。
背
中
に
木
刀
の
袋

。 

 
 

 

遠
く
で

男
た
ち

の
怒
号
が
聞
こ
え
る
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
振
り

返
る
。 

 
 

 

十

数

人

の

ヤ

ク

ザ

者

が

後

方

か

ら

追

い

か

け

て
く
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

背

中

の

木

刀

を

取

り

出

し

、

応

戦

の
構
え
を
取
る

。 

 
 

 

追

い

つ

い

た

ヤ

ク

ザ

者

た

ち

、

長

ド

ス

を

構

え
、
遠
巻
き
に

晋
一
郎
を
取
り
囲
む
。 

 
 

 

一
人
の

ヤ
ク
ザ

が
怒
鳴
る
。 

ヤ
ク
ザ
１
「
渡

世
人
に

ゃ
渡
世
人
の
仁
義
っ
て
も
の 

が
あ
る
ん
だ
ぜ

。
こ
の

ま
ま
見
過
ご
す
訳
に
ゃ

、 

い
か
ね
え
ん
だ

」 

晋
一
郎
「
何
が

仁
義
だ

。
馬
鹿
馬
鹿
し
い
」 

ヤ
ク
ザ
１
「
う

る
せ
え

。
や
っ
ち
ま
え
！
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
落
ち

着
い
て
木
刀
を
構
え
る
。 

ヤ
ク
ザ
達
「
お

、
お
う

…
…
」 

 
 

 

ヤ
ク
ザ

達
、
踏

み
込
む
事
が
で
き
な
い
。 

ヤ
ク
ザ
１
「
何

し
て
や

が
る
。
相
手
は
只
の
棒
き
れ 

だ
。
と
っ
と
と

い
か
ね

え
か
い
！
」 

 
 

 

ヤ

ク

ザ

１

、

と

な

り

に

い

た

一

人

の

ヤ

ク

ザ

の
尻
を
蹴
る
。 

 
 

 

蹴

ら

れ

た

ヤ

ク

ザ

、

た

た

ら

を

踏

み

つ

つ

、

叫
び
な
が
ら
晋

一
郎
に
斬
り
か
か
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

軽

く

躱

す

が

、

こ

れ

を

き

っ

か

け

に

、

ヤ

ク

ザ

者

た

ち

、

入

り

乱

れ

て

晋

一

郎

に
斬
り
か
か
る

。 
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晋

一

郎

、

流

れ

る

よ

う

な

動

き

で

、

ヤ

ク

ザ

達

を

打

ち

据

え

、

長

ド

ス

を

叩

き

落

と

し

て

い
く
。 

 
 

 

た

ち

ま

ち

、

半

数

ほ

ど

足

や

肩

を

打

た

れ

て

倒
れ
る
。
怯
む

ヤ
ク
ザ
達
。 

 
 

 

長

い

竹

槍

を

担

い

だ

新

手

の

ヤ

ク

ザ

達

、

七

、

八

人

が

駆

け

て

く

る

。

先

頭

の

ヤ

ク

ザ

２

が

叫
ぶ
。 

ヤ
ク
ザ
２
「
だ

め
だ
、

だ
め
だ
！ 

そ

い
つ
相

手
に 

長
ド
ス
じ
ゃ
勝

ち
目
は

ね
え
ぞ
」 

 
 

ヤ
ク
ザ
１

、
声
に

振
り
向
く
。 

ヤ
ク
ザ
１
「
お

う
、
加

勢
が
来
た
ぞ
」 

竹

槍

を

持

っ

た

ヤ

ク

ザ

達

、

ヤ

ク

ザ

２

の

指

図
で
晋
一
郎
を

取
り
囲
む
。 

ヤ
ク
ザ
２
「
そ

り
ゃ
、

突
け
！
」 

ヤ

ク

ザ

達

、

一

斉

に

四

方

か

ら

晋

一

郎

目

が

け
て
突
く
。 

晋

一

郎

、

竹

槍

を

払

う

が

、

そ

の

長

さ

の

た

め
、
相
手
の
手

元
に
は
近
づ
け
な
い
。 

最

初

の

ヤ

ク

ザ

達

も

勢

い

を

取

り

戻

し

、

隙

を
見
て
斬
り
つ

け
る
。
暫
く
攻
防
が
続

く
。 

そ

の

間

、

竹

槍

や

長

ド

ス

が

何

度

か

晋

一

郎

の

身

体

を

掠

め

、

い

く

つ

か

の

浅

手

を

追

う

。 

疲

れ

を

見

せ

始

め

た

晋

一

郎

に

ヤ

ク

ザ

１

が

斬

り

込

む

。

晋

一

郎

、

思

わ

ず

ま

と

も

に

木

刀
で
受
け
る
。

木
刀
が
両
断
さ
れ
る
。 

晋

一

郎

、

や

や

た

め

ら

っ

た

後

、

木

刀

を

捨

て
、
刀
を
抜
く

。 

思
わ
ず
引
き
下

が
る
ヤ
ク
ザ
達
。 

刀

を

構

え

る

晋

一

郎

。

切

っ

先

が

震

え

て

い

る
。
あ
せ
り
の

表
情
。 

竹
槍
の
ヤ
ク
ザ

、
突
い
て
く
る
。 

晋
一
郎
、
竹
を

切
り
と
ば
す
。 

再
び
怯
む
ヤ
ク

ザ
達
。 

晋

一

郎

、

刀

を

振

り

か

ぶ

っ

て

威

嚇

し

た

後

、

振
り
向
い
て
駆

け
出
す

。 

虚

を

突

か

れ

た

ヤ

ク

ザ

達

、

あ

わ

て

て

追

う

。

晋

一

郎

に

肉

薄

し

た

ヤ

ク

ザ

１

、

背

中

目

が

け

て

切

り

つ

け

る

。

晋

一

郎

の

背

中

か

ら

血

が
吹
き
出
す
。 
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一

郎

、

振

り

返

っ

て

ヤ

ク

ザ

１

を

斬

る

。

ヤ

ク

ザ

１

の

首

が

飛

ぶ

。

ヤ

ク

ザ

達

、

怯

む

。

晋

一

郎

、

む

ち

ゃ

く

ち

ゃ

に

刀

を

振

り

回

し

ヤ
ク
ザ
の
群
に

飛
び
込
む
。 

数

人

の

ヤ

ク

ザ

、

顔

を

斬

ら

れ

た

り

、

指

を

落

と

さ

れ

た

り

す

る

。

反

撃

し

よ

う

と

し

た

竹

槍

の

ヤ

ク

ザ

、

手

首

を

切

り

と

ば

さ

れ

る

。

ヤ
ク
ザ
達
、
狼

狽
し
て

逃
げ
出
す
。 

晋

一

郎

、

刀

を

振

り

回

し

、

叫

び

声

で

威

嚇

し
つ
つ
ヤ
ク
ザ

達
を
追
う
そ
ぶ
り
。 

ヤ

ク

ザ

達

が

逃

げ

き

っ

た

後

に

立

ち

尽

く

す

晋
一
郎
。 

荒

い

息

。

刀

を

取

り

落

と

し

、

崩

れ

る

よ

う

に
倒
れ
る
。 

う

つ

伏

せ

に

倒

れ

た

背

中

か

ら

は

出

血

が

止

ま
ら
な
い
。 

雪

が

降

っ

て

く

る

。

晋

一

郎

の

体

に

薄

く

積

も
り
始
め
る
。 

山

伏

姿

の

男

（

６

８

）
、

ど

こ

か

ら

か

現

れ

る

。

顔

に

は

天

狗

の

面

。

腰

に

は

大

小

の

刀

を

差

し

て

い

る

。

倒

れ

て

い

る

晋

一

郎

の

そ

ば

に

膝

ま

ず

い

て

、

傷

の

様

子

を

見

た

あ

と

、

そ

の
身
体
を
軽
々

と
担
い

で
歩
き
出
す
。 

 

○
天
狗
の
小
屋

外
観
（

夜
） 

 
 

 

山

の

中

腹

に

あ

る

粗

末

な

小

屋

が

月

明

り

に

照
ら
さ
れ
て
い

る
。 

 
 

 

戸

や

窓

の

隙

間

か

ら

明

か

り

が

漏

れ

て

い

る

。 

 

○
天
狗
の
小
屋

中
（
夜

） 

気
が
つ
く
晋
一

郎
。
あ
た
り
を
見
回
す

。 

そ
ま
つ
な
小
屋

の
中
。 

囲

炉

裏

の

揺

ら

め

く

炎

が

、

室

内

を

照

ら

し

て
い
る
。 

炎

の

向

こ

う

に

、

山

伏

姿

の

男

の

背

中

。

な

に
や
ら
す
り
鉢

で
擦
っ
て
い
る
。 

天
狗
「
気
が
つ

い
た
か

の
」 

背
中
を
む
け
た

ま
ま
、
籠
も
っ
た
声
。 

晋
一
郎
「
こ
こ

は
…
…

」 

天
狗
「
儂
の
城

だ
」 
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晋
一
郎
「
城
？

」 

天
狗
「
さ
あ
、

こ
の
辺

で
よ
か
ろ
う
」 

山

伏

姿

の

男

、

振

り

返

る

。

古

び

た

天

狗

の

面
。 

晋
一
郎
、
目
を

見
開
く

。
傷
が
う
ず
く
。 

天
狗
「
お
お
、

忘
れ
て

お
っ
た
」 

天

狗

、

面

を

取

る

。

痩

せ

た

老

人

の

顔

が

現

れ
る
。 

天
狗
「
身
を
起

こ
せ
る

の
な
ら
、
背
中
を
出
せ
。
薬 

を
代
え
て
や
ろ

う
」 

天

狗

、

す

り

鉢

と

ぼ

ろ

切

れ

を

持

っ

て

晋

一

郎
の
そ
ば
に
く

る
。 

晋
一
郎
「
あ
な

た
は
？

」 

天
狗
「
背
中
を

出
せ
。

薬
を
代
え
る
」 

晋

一

郎

、

着

せ

ら

れ

て

い

た

ボ

ロ

の

よ

う

な

浴
衣
を
脱
ぐ
。 

体

に

血

が

滲

み

た

さ

ら

し

が

巻

か

れ

て

い

る

。

天

狗

、

さ

ら

し

を

取

り

、

傷

の

手

当

て

を

始

め
る
。 

天
狗
「
お
主
を

斬
っ
た

ヤ
ク
ザ
者
、
な

か
な
か

に
肝 

の
据
わ
っ
た
奴

と
見
え

る
の
。
切
り
口

に
迷
い

が 

な
い
」 

晋
一
郎
「
そ
う

だ
、
村

を
仕
切
っ
て
い
た
連
中

と
争 

い
に
な
っ
て
、

追
わ
れ

た
挙
げ
句
…
…
」 

天
狗
「
じ
ゃ
が

、
お
主

も
妙
な
男
よ
の
。
あ
れ
だ
け 

の
腕
を
持
ち
な

が
ら
、

刀
を
抜
い
た
と
た
ん
、

こ 

の
様
だ
」 

晋
一
郎
「
あ
な

た
が
助

け
て
く
れ
た
の
で
す
か
」 

天
狗
「
何
も
覚

え
て
お

ら
ん
の
か
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
頭
を

振
る
。 

晋

一

郎

「

竹

槍

で

突

か

れ

た

こ

と

し

か

…

…

。

い

や

、 

違
う
。
刀
を
抜

い
て
、

そ
し
て
…
…
」 

 
 

晋
一
郎
、

目
を
つ

ぶ
る
。 

晋
一
郎
「
助
け

て
下
さ

っ
た
の
で
す
ね
」 

天
狗
「
違
う
な

」 

晋
一
郎
「
え
？

」 

天
狗
「
儂
ゃ
見

物
し
て

い
た
だ
け
じ
ゃ
」 

 
 

 

天

狗

、

手

当

て

を

終

え

、

部

屋

の

隅

か

ら

貧

乏

徳

利

と

欠

け

た

椀

を

持

っ

て

囲

炉

裏

の

向

こ
う
へ
戻
る
。 
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天
狗
「
（
呟

く
よ
う
に

）
あ
の
剣
捌
き
な
ら
、
ヤ
ク
ザ 

者
が
何
人
掛
か

ろ
う
と

大
事
な
い
と
思
う
た
に

、 

案
外
じ
ゃ
っ
た

」 

 
 

天
狗
、
徳

利
か
ら

酒
を
注
い
で
呷

る
。 

晋
一
郎
「
あ
の

、
あ
な

た
は
ど
な
た
で
す
か
」 

天
狗
「
儂
か
？ 

儂
ゃ

天
狗
じ
ゃ
。
こ
の
山
を
住
処 

と
し
て
お
る
」 

晋
一
郎
「
戯
言

を
」 

天

狗

「

嘘

で

は

な

い

ぞ

。

儂

は

か

れ

こ

れ

十

二

年

ほ

ど
、
こ
の
山
で

天
狗
を

や
っ
て
お
る
の
じ
ゃ
」 

晋
一
郎
「
な
ん

と
」 

天

狗

「

そ

れ

だ

け

や

れ

ば

、

例

え

、

元

は

人

で

あ

ろ

う
と
、
も
う
立

派
な
天

狗
様
よ
」 

 
 

 

天
狗
、

笑
い
な

が
ら
、
再
び
酒
を
飲
む
。 

天

狗

「

そ

れ

よ

り

、

お

主

、

こ

の

辺

り

の

者

で

は

な

い
な
」 

晋
一
郎
「
は
い

」 

天

狗

「

そ

れ

が

な

ぜ

ヤ

ク

ザ

と

喧

嘩

な

ん

ぞ

し

て

お

っ
た
の
じ
ゃ
」 

晋

一

郎

「

い

や

、

な

に

、

詰

ま

ら

ぬ

こ

と

で

す

。

賭

場
の
い
ざ
こ
ざ

で
」 

 
 

 

天
狗
、

晋
一
郎

を
見
つ
め
る
。 

天

狗

「

ふ

ん

、

そ

う

か

。

ま

あ

、

そ

れ

は

よ

い

。

よ

い

の

だ

が

…

…

、

お

主

、

そ

の

若

さ

で

、

あ

の

よ

う
な
者
た
ち
と

関
わ
っ

て
は
い
か
ん
ぞ
」 

晋
一
郎
「
は
あ

」 

天

狗

「

い

や

、

そ

の

、

何

じ

ゃ

。

剣

が

、

そ

う

、

剣

が

荒

れ

る

。

ヤ

ク

ザ

の

喧

嘩

に

使

う

に

は

、

惜

し

い
腕
じ
ゃ
」 

 
 

 

天
狗
、

気
が
付

い
た
よ
う
に
笑
い
出
す
。 

天

狗

「

お

っ

と

、

い

か

ん

。

天

狗

が

人

に

説

教

垂

れ

る
の
も
異
な
も

の
じ
ゃ

な
」 

晋
一
郎
「
は
あ

」 

天

狗

「

ま

あ

、

暫

く

こ

こ

で

養

生

を

し

て

い

け

。

う

ん

、

そ

う

じ

ゃ

、

そ

う

し

ろ

。

そ

の

傷

で

動

け

ば

傷
口
が
ふ
さ
が

ら
ん
ぞ

」 

 
 

 

天
狗
、

嬉
し
そ

う
に
酒
を
飲
む
。 

 

○
天
狗
の
小
屋

外
観 

 
 

 

冬
晴
れ

の
空
。 
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屋

の

屋

根

や

、

地

面

に

薄

く

雪

が

積

も

っ

て
い
る
。 

 
 

 
 

○
天
狗
の
小
屋

の
前 

 
 

 

戸
が
開

い
て
、

晋
一
郎
が
出
て
来
る
。 

 
 

 

ま
ぶ
し

そ
う
な

表
情
。
周
囲
を
見
回
す
。 

 
 

 

頂

に

雪

を

載

せ

た

険

し

い

山

々

が

続

い

て

い

る
。 

 
 

 

小
屋
に

上
っ
て

く
る
道
を
見
下
ろ
す
。 

そ

の

道

を

天

狗

が

登

っ

て

く

る

。

背

に

天

狗

の
面
、
手
に
兎

。 

 
 

 

天
狗
、

晋
一
郎

に
気
づ
く
。 

天
狗
「
お
お
、

起
き
て

き
た
か
」 

晋
一
郎
「
は
い

。
も
う

い
い
よ
う
で
す
」 

天
狗
「
そ
う
か

。
早
か

っ
た
の
。
ほ
り
ゃ
、
獲
物
じ 

ゃ
！
」 兎

を
振
っ
て
見

せ
る
。 

 
 

 
 

○
天
狗
の
小
屋

・
中
（

夜
） 

 
 

 

囲
炉
裏

の
前
に

晋
一
郎
と
天
狗
。 

 
 

 

囲
炉
裏

に
は
鍋

が
煮
え
て
い
る
。 

 
 

 

天
狗
の

膝
元
に

酒
の
徳
利
と
椀
。 

 
 

 

天
狗
、

鍋
を
か

き
混
ぜ
る
。 

天
狗
「
ふ
む
。

頃
合
い

じ
ゃ
ろ
う
」 

 
 

 

椀
に
盛

っ
て
、

晋
一
郎
に
差
し
出
す
。 

天

狗

「

ほ

れ

、

食

え

。

獣

肉

は

薬

じ

ゃ

。

精

が

付

く

」 

晋
一
郎
「
は
い

」 

 
 

 

晋

一

郎

、

椀

を

受

け

取

る

が

、

す

ぐ

わ

き

に

置
き
、
両
手
を

つ
い
て
頭
を
下
げ
る
。 

晋

一

郎

「

未

だ

名

を

明

か

し

て

は

頂

け

ま

せ

ん

が

、

天
狗
殿
。
お
助

け
頂
き

あ
り
が
と
う
存
じ
ま
す

」 

 
 

 

天

狗

、

慌

て

て

そ

っ

ぽ

を

向

き

、

酒

を

碗

に

注
い
で
呷
る
。 

 
 

 

晋
一
郎

の
声
が

聞
こ
え
て
い
な
い
か
の
様
に 

天
狗
「
う
ん
。

そ
う
じ

ゃ
。
傷
は
癒
え
て
も
、
足
な 

ぞ
は
弱
っ
て
お

る
じ
ゃ

ろ
う
な
」 

晋
一
郎
「
え
？ 

あ
、

は
い
、
ま
あ
、
そ
の
よ
う
で 

す
が
…
…
」 

天
狗
「
明
日
か

ら
儂
と

共
に
山
を
歩
け
。
岩
魚
の
住 

む

川

も

あ

る

し

、

眺

め

の

よ

き

と

こ

ろ

も

あ

る

ぞ

。 
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足
腰
の
鍛
錬
に

な
ろ
う

」 

晋

一

郎

「

い

、

い

え

、

い

つ

ま

で

も

御

厄

介

に

な

る

わ
け
に
は
…
…

」 

天

狗

「

い

や

、

そ

う

せ

い

、

そ

う

せ

い

。

遠

慮

は

い

ら
ん
」 

晋
一
郎
「
は
あ

…
…
」 

 
 

 

天

狗

、

晋

一

郎

に

目

を

合

わ

そ

う

と

せ

ず

、

鍋
や
囲
炉
裏
の

火
加
減
を
見
る
。 

 

○
岩
場 

 
 

 

崖
の
よ

う
な
岩

だ
ら
け
の
斜
面
。 

 
 

 

岩

か

ら

岩

へ

飛

び

移

る

よ

う

に

登

っ

て

い

く

天
狗
。 

 
 

 

岩

に

手

を

掛

け

、

覚

束

な

い

足

取

り

で

天

狗

の
後
を
追
う
晋

一
郎
。 

 
 

 

晋

一

郎

を

見

下

ろ

し

て

無

邪

気

に

笑

う

天

狗

。 

 
 

 

苦
し
そ

う
に
天

狗
を
見
上
げ
る
晋
一
郎
。 

 

○
小
川 

 
 

 

谷

あ

い

を

流

れ

る

小

川

。

所

々

に

氷

が

張

っ

て
い
る
。 

 
 

 

天

狗

、

四

つ

ん

這

い

に

な

っ

て

、

小

川

の

淵

に
目
を
凝
ら
し

て
い
る
。 

 
 

 

傍
ら
に

立
つ
晋

一
郎
。 

 
 

 

天
狗
、

静
か
に

手
を
差
し
入
れ
る
。 

そ
の
手
に
目
を

凝
ら
す
晋
一
郎
。 

天

狗

、

暫

く

の

後

、

素

早

く

手

を

引

き

上

げ

る
。
そ
の
手
に

身
を
く
ね
ら
す
岩
魚
。 

 
 

 

天

狗

、

立

ち

上

が

り

、

岩

魚

を

魚

籠

に

入

れ

て
晋
一
郎
を
見

る
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
跪
き

、
水
面
を
睨
む

。 

 
 

 

目

に

も

留

ま

ら

ぬ

速

さ

で

手

を

水

中

に

差

し

込
み
、
引
き
上

げ
る
。
そ
の
手
に
岩
魚

。 

 
 

 

目
を
丸

く
す
る

天
狗
。 

 
 

 

顔
を
見

合
わ
せ

笑
う
二
人
。 

 

○
山
頂
（
夜
） 

 
 

 

岩
山
の

狭
い
頂

。 

 
 

 

満
天
の

星
空
。 

 
 

 

胡

坐

を

か

い

て

そ

の

頂

き

に

腰

を

下

ろ

し

て
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い
る
人
影
は
晋

一
郎
。 

物
思
い
に
沈
ん

で
い
る
様
子
。 

 
 

 

立
ち
上

が
り
、

腰
を
落
と
し
て
構
え
る
。 

無

言

で

刀

を

抜

く

。

一

振

り

し

て

鞘

に

収

め

る
。
そ
の
動
作

を
何
度
も
繰
り
返
す
。 

 
 

 

や
が
て

、
動
き

が
徐
々
に
速
く
な
る
。 

 
 

 

星
明
り

に
煌
め

く
刃
。 

 
 

 

裂
帛
の

気
合
い

、
夜
空
に
谺
す
る
。 

 
 

 

星
が
流

れ
る
。 

 

○
天
狗
の
小
屋

・
中
（

朝
） 

 
 

 

筵

の

上

で

眠

っ

て

い

る

天

狗

。

寝

相

が

悪

い

。 

 
 

 

晋

一

郎

、

戸

を

静

か

に

開

け

、

入

っ

て

く

る

。 

 
 

 

天

狗

を

起

こ

さ

ぬ

よ

う

に

横

に

な

り

、

目

を

閉
じ
る
晋
一
郎

。 

天

狗

、

晋

一

郎

に

背

を

向

け

て

横

に

な

っ

た

ま
ま
、 

天
狗
「
こ
の
と

こ
ろ
毎

夜
じ
ゃ
な
」 

晋

一

郎

、

横

に

な

っ

た

ま

ま

、

目

を

開

け

る

。 

晋
一
郎
「
起
し

て
し
ま

い
ま
し
た
か
」 

天
狗
「
な
ん
ぞ

掴
め
た

か
な
」 

晋

一

郎

「

分

か

り

ま

せ

ん

が

、

夜

の

山

は

何

か

を

感

じ
さ
せ
る
よ
う

気
が
…

…
」 

天

狗

「

修

行

の

た

め

に

、

山

に

籠

る

者

も

お

る

と

い

う

。

山

の

気

が

新

た

な

境

地

に

導

い

て

く

れ

る

事

が
あ
る
の
や
も

し
れ
ん

」 

晋

一

郎

「

天

狗

殿

は

、

な

ぜ

こ

こ

に

い

る

の

で

す

か

」 

天
狗
「
何
、
儂

か
？
」 

晋
一
郎
「
は
い

」 

天
狗
「
そ
う
じ

ゃ
な
…

…
」 

 
 

 

天
狗
、

暫
く
無

言
。 

晋
一
郎
「
天
狗

殿
…
…

」 

 
 

 

晋
一
郎

、
半
身

を
起
し
て
天
狗
を
見
る
。 

 
 

 

天

狗

、

横

に

な

っ

た

ま

ま

、

背

を

向

け

て

答

え
る
。 

天
狗
「
儂
ゃ
逃

げ
て
お

る
」 

晋
一
郎
「
逃
げ

る
？
」 

天

狗

「

い

や

、

違

う

な

。

閉

じ

込

め

て

お

る

の

よ

。

こ
の
山
に
、
我

が
身
を

な
」 

晋
一
郎
「
ど
う

い
う
こ

と
で
す
か
」 
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天

狗

「

す

き

好

ん

で

こ

こ

に

お

る

訳

で

は

な

い

と

い

う
事
じ
ゃ
」 

晋
一
郎
「
そ
れ

は
…
…

」 

天
狗
「
顔
を
曝

す
の
も

厭
い
、
天
狗
の
面
で
顔
を
隠 

し
…
…
（
欠
伸

を
し
つ

つ
）
眠
い
。
今

少
し
寝
か 

せ
よ
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
天
狗

の
背
中
を
見
つ
め
る
。 

 
 

 

背

を

向

け

た

ま

ま

、

寝

息

を

立

て

始

め

る

天

狗
。 

 

○
天
狗
の
小
屋

の
前
（

夕
） 

 
 

 

天

狗

、

岩

魚

を

縄

に

絡

げ

て

小

屋

に

戻

っ

て

く
る
。 

 
 

 

戸
を
開

け
て
、

小
屋
に
入
る
。 

 
 

 

す
ぐ
に

、
出
て

来
て
辺
り
を
見
回
す
。 

 
 

 

小
屋
を

一
回
り

す
る
。 

 
 

 

落
ち
着

か
な
い

様
子
。 

晋
一
郎
の
声
「

天
狗
殿

！
」 

 
 

 

天
狗
、

声
の
し

た
方
を
見
る
。 

 
 

 

小

屋

に

至

る

小

道

を

晋

一

郎

が

登

っ

て

く

る

。 

 
 

 

背
中
に

小
振
り

の
酒
樽
。 

天
狗
「
ど
こ
へ

行
っ
て

い
た
の
じ
ゃ
！
」 

晋
一
郎
「
麓
の

村
で
す

！
」 

 
 

 

天

狗

、

訝

し

げ

な

顔

で

歩

い

て

く

る

晋

一

郎

を
見
る
。 

天
狗
「
（
呟

く
）
村
じ

ゃ
と
？
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

坂

を

上

が

り

切

り

、

天

狗

の

前

で

、 

 
 

 

背
中
の

酒
樽
を

見
せ
る
。 

晋

一

郎

「

麓

へ

下

り

て

、

酒

を

求

め

て

参

り

ま

し

た

」 

 
 

 

天

狗

、

酒

樽

を

見

て

驚

く

が

、

す

ぐ

嬉

し

そ

う
な
顔
に
な
る

。 

天
狗
「
お
う
お

う
、
そ

れ
は
気
の
利
い
た
こ
と
よ
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

天

狗

が

ぶ

ら

下

げ

て

い

る

岩

魚

を

み
る
。 

晋
一
郎
「
ち
ょ

う
ど
よ

か
っ
た
。
そ
い
つ
で
一
杯
や 

り
ま
し
ょ
う
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
さ
っ

さ
と
小
屋
に
入
っ
て
い
く
。 

天
狗
「
お
、
お

う
」 

 
 

 

天

狗

、

晋

一

郎

の

後

を

追

っ

て

小

屋

に

入

る

。 
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○
天
狗
の
小
屋

・
中
（

夜
） 

 
 

 

囲

炉

裏

の

火

の

回

り

に

枝

に

刺

し

た

岩

魚

が

並
べ
ら
れ
て
い

る
。 

 
 

 

向
か
い

合
っ
て

座
る
晋
一
郎
と
天
狗
。 

 
 

 

二
人
の

前
に
酒

が
注
が
れ
た
椀
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
椀
を

持
ち
、
軽
く
捧
げ
る
。 

晋
一
郎
「
で
は

」 

 
 

 

晋
一
郎

、
椀
の

酒
を
飲
み
干
す
。 

天
狗
「
お
う
」 

 
 

 
天

狗

、

戸

惑

い

気

味

に

椀

を

取

り

、

口

を

付

け
る
。
す
ぐ
に

笑
顔
に
な
る
。 

天
狗
「
こ
り
ゃ

い
い
酒

じ
ゃ
な
」 

 
 

 

天
狗
、

酒
を
飲

み
干
す
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

そ

の

様

子

を

見

て

か

ら

椀

を

置

き

、 

 
 

 

両
手
を

付
き
、

頭
を
下
げ
る
。 

晋

一

郎

「

天

狗

殿

、

長

い

事

お

世

話

に

な

り

ま

し

た

。 

こ
の
辺
り
で
お

暇
し
と

う
御
座
い
ま
す

」 

 
 

 

天

狗

、

驚

い

て

口

の

周

り

に

着

い

た

酒

を

拳

で
拭
う
。 

天
狗
「
ふ
ん
、

な
ん
じ

ゃ
。
こ
れ
は
暇
乞
い
の
酒
で 

あ
っ
た
か
」 

晋
一
郎
「
は
、

せ
め
て

も
の
礼
に
と
思
い
…
…
」 

天
狗
「
詰
ま
ら

ん
の
。

も
う
往
ぬ
る
の
か
」 

晋
一
郎
「
は
い

、
傷
も

癒
え
、
足
腰
も
元
に
戻
り
ま 

し
た
故
」 

天
狗
「
何
処
へ

行
く
」 

晋
一
郎
「
そ
れ

は
…
…

」 

天
狗
「
当
て
が

な
い
な

ら
、
今
暫
く
、
こ
の
山
に
お 

れ
ば
よ
い
で
は

な
い
か

」 

晋
一
郎
「
い
え

、
そ
う

い
う
訳
に
は
」 

天
狗
「
詰
ま
ら

ぬ
の
う

」 

晋
一
郎
「
い
つ

ま
で
も

御
厄
介
に
な
っ
て
は
…
…
」 

天

狗

「

何

が

厄

介

だ

。

儂

が

頼

ん

で

お

る

の

じ

ゃ

。

こ

の

山

に

籠

っ

て

十

二

年

。

日

頃

は

鳥

や

獣

と

話

す

ば

か

り

じ

ゃ

っ

た

。

久

方

ぶ

り

に

人

の

話

し

相

手

が

出

来

た

と

思

う

た

に

、

ま

っ

た

く

詰

ま

ら

ぬ

の
う
」 

 
 

 

た

め

息

を

付

き

、

岩

魚

を

取

っ

て

齧

り

付

く

天
狗
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

暫

く

天

狗

の

様

子

を

見

た

後

に

口
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を
開
く
。 

晋
一
郎
「
実
は

、
仇
を

追
っ
て
い
ま
す
」 

天
狗
「
な
、
な

ん
と
」 

 
 

 

天

狗

、

岩

魚

を

口

に

入

れ

た

ま

ま

、

手

を

止

め
る
。 

晋
一
郎
「
国
を

出
て
こ

の
四
年
、
諸
方
を
訊
ね
歩
い 

て
お
り
ま
し
た

」 

 
 

天
狗
、
岩

魚
を
飲

み
込
む
。 

天
狗
「
（
咽

つ
つ
）
し

て
、
手
が
か
り
は
…
…
？
」 

晋
一
郎
「
実
は

、
こ
の

隣
国
に
、
仇
の
知
る
辺
が
い 

る
や
も
し
れ
ぬ

と
い
う

噂
を
聞
い
て
い
ま
す
」 

天
狗
「
知
る
辺

と
は
？

」 

晋
一
郎
「
名
は

分
か
り

ま
せ
ん
。
何
で
も
、
仇
と
同 

門
と
か
…
…
」 

 
 

天

狗

、

不

機

嫌

そ

う

に

岩

魚

に

齧

り

付

き

な

が
ら
、 

天
狗
「
同
じ
道

場
で
修

行
し
た
か
」 

晋

一

郎

「

は

い

、

江

戸

の

道

場

と

聞

い

て

き

ま

し

た

」 

天
狗
「
止
め
て

お
け
」 

晋
一
郎
「
は
？

」 

天
狗
「
仇
討
ち

な
ぞ
詰

ま
ら
ん
こ
と
だ
」 

晋

一

郎

「

そ

う

思

わ

れ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

…

…

」 

天
狗
「
詰
ま
ら

ん
ぞ
。

ま
こ
と
、
詰
ま
ら
ん
の
だ
」 

 
 

 

天
狗
、

徳
利
か

ら
酒
を
呷
る
。 

晋
一
郎
「
父
の

仇
で
す

。
諦
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま 

せ
ん
」 

天
狗
「
誰
の
仇

で
あ
ろ

う
と
同
じ
事
じ
ゃ
。
仇
討
ち 

な
ぞ
す
る
も
の

で
は
な

い
ぞ
」 

晋
一
郎
「
そ
う

は
い
き

ま
せ
ん
」 

天
狗
「
愚
か
者

め
！
」 

 
 

 

徳
利
を

叩
き
つ

け
る
よ
う
に
置
く
。 

晋
一
郎
「
愚
か

者
と
は

…
…
」 

天

狗

「

い

い

か

。

よ

く

聞

け

。

四

年

探

し

て

見

つ

か

ら
ん
。
で
は
何

年
探
す

つ
も
り
じ
ゃ
」 

晋
一
郎
「
そ
、

そ
れ
は

…
…
」 

天

狗

「

十

年

か

、

二

十

年

か

。

そ

れ

で

も

見

つ

か

ら

ん
時
は
ど
う
す

る
つ
も

り
じ
ゃ
」 

晋
一
郎
、
目
を

伏
せ
る
。 

天

狗

「

そ

の

若

さ

で

、

一

生

を

棒

に

振

る

つ

も

り

か

。

愚
か
と
は
思
わ

ぬ
か
」 
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晋

一

郎

、

顔

を

上

げ

、

天

狗

の

目

を

鋭

く

見

つ
め
る
。 

晋

一

郎

「

仇

討

ち

は

、

た

だ

、

私

の

存

念

で

い

た

す

も

の

で

す

。

自

ら

の

一

生

を

い

か

に

生

き

よ

う

と

、

天
狗
殿
に
は
関

わ
り
が

な
か
ろ
う
と
存
じ
ま
す

」 

 
 

 

天

狗

、

晋

一

郎

の

視

線

を

受

け

止

め

か

ね

て

、

気
弱
げ
に
、 

天
狗
「
い
や
、

そ
の
、

愚
か
者
と
い
う
た
は
済
ま
な 

ん
だ
が
…
…
」 

晋

一

郎

「

い

え

、

確

か

に

愚

か

者

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。 

で
す
が
、
口
出

し
は
ご

無
用
に
願
い
ま
す
」 

天

狗

「

い

や

、

ま

あ

、

そ

う

じ

ゃ

な

。

確

か

に

そ

う

じ
ゃ
。
余
計
な

こ
と
を

云
う
た
。
じ
ゃ
が
…
…

」 

晋

一

郎

「

天

狗

殿

に

は

、

こ

の

一

命

を

お

救

い

頂

き

ま
し
た
。
御
恩

は
忘
れ

ま
せ
ん
。
な
れ
ど
…
…

」 

天

狗

「

い

や

い

や

、

儂

は

、

別

に

恩

を

着

せ

よ

う

と

思

う

た

訳

で

は

な

い

の

じ

ゃ

。

そ

う

、

こ

の

齢

に

な

る

と

、

何

や

ら

人

恋

し

く

な

っ

て

の

。

じ

ゃ

か

ら

、

傷

つ

い

た

お

主

を

拾

っ

て

み

た

。

そ

れ

だ

け

の
事
じ
ゃ
。
そ

れ
だ
け

の
…
…
」 

晋
一
郎
「
申
し

訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
」 

天

狗

「

じ

ゃ

が

な

、

袖

掏

り

合

う

も

他

生

の

縁

。

と

に

か

く

、

一

度

は

助

け

た

お

主

が

、

仇

討

ち

な

ん

ぞ

で

命

を

落

と

す

か

と

思

う

と

、

な

に

や

ら

無

念

な
気
が
す
る
の

じ
ゃ
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
驚
い

た
表
情
で
天
狗
を
見
る
。 

晋
一
郎
「
私
が

敗
れ
る

と
…
…
」 

天

狗

「

多

少

、

遣

え

る

者

な

ら

、

今

の

お

主

を

倒

す

の
は
容
易
い
」 

晋
一
郎
「
天
狗

殿
…
…

」 

天

狗

「

背

中

の

傷

を

忘

れ

た

か

。

あ

れ

ほ

ど

見

事

な

腕

を

持

ち

な

が

ら

、

刀

を

抜

い

た

途

端

、

ヤ

ク

ザ

一
匹
倒
す
の
が

や
っ
と

だ
っ
た
で
は
な
い
か
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

俯

く

。

き

つ

く

握

っ

た

両

の

拳

が

震
え
て
い
る
。 

晋
一
郎
「
私
は

、
私
は

そ
れ
で
も
…
…
」 

天

狗

「

何

が

あ

っ

た

か

は

知

ら

ん

。

じ

ゃ

が

、

負

け

る

戦

を

し

に

い

く

こ

と

は

な

い

と

思

う

た

の

じ

ゃ

」 

晋
一
郎
「
で
す

が
…
…

」 

 
 

 

天

狗

、

晋

一

郎

の

顔

を

見

、

ふ

と

我

に

返

っ
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た
様
子
で 

天

狗

「

い

や

、

そ

う

じ

ゃ

な

。

世

を

捨

て

て

、

天

狗

と

な

っ

た

儂

が

口

を

出

す

こ

と

で

は

な

か

っ

た

。

あ
あ
、
そ
う
じ

ゃ
」 

肩
を
落
し
、
酒

を
呑
む
天
狗
。 

天
狗
を
見
つ
め

る
晋
一
郎
。 

 
 

 

二
人
、

暫
く
無

言
で
酒
を
呑
む
。 

晋
一
郎
「
仇
は

、
我
が

剣
の
師
で
あ
り
ま
す
」 

 
 

 

天

狗

、

晋

一

郎

の

声

も

耳

に

入

ら

な

い

様

子

で
酒
を
呑
ん
で

い
る
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
構
わ

ず
言
葉
を
継
ぐ
。 

晋

一

郎

「

我

が

父

は

、

こ

の

師

と

立

ち

合

っ

て

敗

れ

、 

腹
を
切
り
ま
し

た
。
私

は
、
私
は
こ
の
手
で
父

の 

介
錯
を
務
め
ま

し
た
」 

 
 

 

天
狗
、

目
を
上

げ
、
晋
一
郎
を
見
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

自

分

の

両

の

掌

を

広

げ

見

つ

め

る

。 

 
 

 

手
が
震

え
て
い

る
。 

晋

一

郎

「

こ

の

手

で

我

が

父

の

首

を

落

と

し

た

そ

の

時
か
ら
、
私
は

真
剣
が

使
え
な
く
な
り
ま
し
た

」 

天
狗
「
…
…
！

」 

晋

一

郎

「

私

は

幼

少

の

こ

ろ

よ

り

、

師

の

下

で

、

剣

の

道

を

究

め

よ

う

と

修

行

に

励

ん

で

い

ま

し

た

。

こ

の

師

の

元

で

な

ら

、

そ

れ

は

叶

う

と

信

じ

ら

れ

た

か

ら

で

す

。

け

れ

ど

、

こ

の

時

以

来

、

全

て

が

虚
し
く
な
り
ま

し
た
」 

天
狗
「
お
主
…

…
」 

晋

一

郎

「

天

狗

殿

は

、

一

生

を

棒

に

振

る

な

と

申

さ

れ

ま

し

た

。

仰

せ

の

と

お

り

、

私

も

一

度

は

、

仇

討

ち

な

ど

諦

め

て

生

き

よ

う

と

思

っ

た

事

が

あ

り

ま
し
た
」 

天
狗
「
な
ら
ば

…
…
」 

晋
一
郎
「
だ
け

ど
、
で

き
な
か
っ
た
」 

天
狗
「
な
ぜ
じ

ゃ
」 

晋

一

郎

「

そ

、

そ

れ

は

…

…

。

な

ら

ば

、

ど

う

生

き

て

行

け

ば

よ

い

の

で

す

か

。

た

だ

、

今

一

度

、

師

と

相

見

え

る

事

だ

け

が

、

今

の

私

の

生

き

る

標

と

思
え
て
な
ら
な

い
…
…

」 

天
狗
「
お
主
、

そ
の
師

匠
と
立
ち
合
う
の
か
」 

晋

一

郎

「

師

は

、

自

ら

自

分

が

父

の

仇

で

あ

る

と

書

き
残
し
て
立
ち

去
り
ま

し
た
」 
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天
狗
「
お
主
、

死
ぬ
ぞ

」 

晋

一

郎

「

父

は

死

ぬ

べ

き

時

に

死

ぬ

の

が

武

士

だ

と

言
い
残
し
ま
し

た
」 

天
狗
「
そ
う
か

、
そ
う

な
の
か
…
…
」 

 
 

 

天
狗
、

痛
ま
し

げ
に
晋
一
郎
を
見
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

自

分

で

椀

に

酒

を

注

い

で

一

気

に

飲
み
干
す
。 

晋
一
郎
「
天
狗

殿
、
私

は
と
に
か
く
行
き
ま
す
。
こ 

こ
に
留
ま
る
事

は
、
決

し
て
で
き
な
い
」 

天
狗
「
分
か
っ

た
。
も

う
止
め
ま
い
」 

 
 

 

二
人
、

再
び
無

言
で
酒
を
呑
む
。 

 
 

 

囲
炉
裏

の
岩
魚

が
焦
げ
て
い
る
。 

 
 

 

天
狗
、

ふ
と
思

い
つ
い
た
顔
で

聞
く
。 

天

狗

「

し

て

、

お

主

の

…

…

、

お

主

の

そ

の

師

匠

と

は
ど
の
よ
う
な

方
か
」 

晋

一

郎

「

は

い

。

脇

坂

先

生

、

脇

坂

彦

衛

門

と

申

し

ま

す

。

二

十

数

年

前

、

漂

白

の

中

で

一

流

を

開

か

れ

、

我

が

御

城

下

で

流

派

の

名

を

掲

げ

ら

れ

ま

し

た
」 

 
 

 

天
狗
の

目
が
見

開
か
れ
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

そ

れ

に

は

気

づ

か

ず

、

囲

炉

裏

の

炎
を
見
詰
め
て

い
る
。 

 

○
山
道 

 
 

 

獣
道
の

よ
う
な

山
道
。 

前
を
歩
く
天
狗

。
そ
の
背
中
に
天
狗
の

面
。 

後
ろ
を
行
く
晋

一
郎
。 

 
 

 

無
言
で

歩
く
二

人
。 

 

○
峠 

 
 

 

晋

一

郎

と

天

狗

、

藪

の

中

か

ら

尾

根

を

越

え

て
行
く
峠
道
に

出
て
来
る
。 

 
 

 

道

が

尾

根

の

頂

き

に

差

し

か

か

る

と

こ

ろ

は

、

平
地
に
な
っ
て

い
る
。 

 
 

 

天
狗
、

立
ち
止

ま
り
、
道
の
先
を
指
さ
す
。 

天
狗
「
こ
の
峠

を
下
れ

ば
、
隣
国
の
城
下
じ
ゃ
」 

晋
一
郎
「
は
い

、
御
恩

は
一
生
…
…
」 

天
狗
「
い
や
、

儂
の
事

な
ど
忘
れ
よ
。
儂
も
お
主
の 

事
を
忘
れ
る
事

に
す
る

」 

晋
一
郎
「
え
？

」 
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天

狗

、

背

中

の

面

を

前

に

回

し

、

顔

に

付

け

る

。

無

言

で

、

峠

の

端

の

見

晴

ら

し

の

利

く

場
所
ま
で
歩
い

て
い
く
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
天
狗

と
並
ん
で
立
つ
。 

眼

下

に

山

の

麓

か

ら

広

が

る

田

や

畑

、

遙

か

遠

く

に

一

筋

の

川

。

川

の

畔

に

小

さ

な

城

下

町
が
見
え
る
。 

 
 

 

天
狗
、

前
を
向

い
た
ま
ま
言
う
。 

天
狗
「
儂
の
名

は
大
和

田
重
蔵
と
い
う
」 

晋
一
郎
「
え
？

」 

天
狗
「
こ
こ
か

ら
見
え

る
、
あ
の
小
さ
な
城
下
に
我 

が
家
が
あ
る
」 

晋
一
郎
「
天
狗

殿
…
…

」 

天
狗
「
十
二
年

前
、
儂

は
こ
こ
に
立
っ
た
が
、
峠
を 

下
る
こ
と
は
で

き
な
か

っ
た
」 

晋
一
郎
「
？
」 

天
狗
「
甥
を
二

人
死
な

せ
た
」 

晋
一
郎
「
え
？

」 

天
狗
「
上
が
十

七
、
下

が
十
五
じ
ゃ
っ
た
」 

晋
一
郎
「
…
…

」 

天
狗
「
仇
討
ち

じ
ゃ
。

馬
鹿
な
事
を
し
た
」 

晋
一
郎
「
な
ん

と
！
」 

天
狗
「
儂
は
二

人
の
甥

の
介
添
え
と
な
っ
て
仇
を
追 

っ
た
。
容
易
く

考
え
て

お
っ
た
の
じ
ゃ
。
甥
共

に 

仇
を
討
た
せ
て

、
妹
の

家
の
家
名
を
残
し
て
や

ろ 

う
と
な
」 

晋
一
郎
「
天
狗

殿
…
…

」 

天
狗
「
愚
か
じ

ゃ
。
儂

は
愚
か
じ
ゃ
っ
た
」 

 
 

 

面
の
中

で
泣
い

て
い
る
天
狗
。 

天
狗
「
ど
の
面

を
さ
げ

て
、
国
に
、
家
に
帰
る
事
が 

で
き
よ
う
。
妹

の
顔
を

見
る
事
が
で
き
よ
う
。

帰 

れ
ぬ
で
は
な
い

か
」 

 
 

晋
一
郎
、

天
狗
の

面
を
見
つ
め
る

。 

天
狗
「
じ
ゃ
か

ら
、
儂

は
天
狗
に
な
っ
た
。
故
郷
を 

見

下

ろ

す

こ

の

山

で

、

顔

を

曝

す

こ

と

さ

え

厭

い

、 

十
二
年
…
…
」 

晋
一
郎
「
天
狗

殿
…
…

」 

天
狗
「
お
主
を

拾
う
た

は
、
言
う
た
通
り
、
た
だ
の 

気
ま
ぐ
れ
じ
ゃ

。
じ
ゃ

が
、
儂
も
、
も
う
飽
い

て 

お
っ
た
の
じ
ゃ

。
世
を

捨
て
た
暮
ら
し
に
の
」 
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暫

く

遠

く

を

見

る

様

子

で

、

無

言

の

ま

ま

佇

む
天
狗
。 

 
 

共
に
遠
く

を
見
る

晋
一
郎
。 

 
 

天
狗
、
晋

一
郎
に

向
き
直
る
。 

天
狗
「
別
れ
る

前
に
一

つ
頼
み
が
あ
る
」 

晋
一
郎
「
何
で

し
ょ
う

」 

天

狗

「

儂

の

前

で

そ

の

刀

、

抜

い

て

み

て

く

れ

ん

か

」 

晋
一
郎
「
は
？

」 
天
狗
「
手
向
け

じ
ゃ
。

お
主
の
太
刀
筋
を
見
て
や
ろ 

う
。
そ
う
、
真

剣
を
遣

え
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ど 

う
か
を
な
」 

 
 

 

天
狗
、

真
剣
な

表
情
。 

天

狗

「

山

の

頂

で

何

事

か

掴

ん

だ

の

で

は

な

い

の

か

。 

じ
ゃ
か
ら
降
り

る
事
に

し
た
…
…
」 

晋
一
郎
「
い
え

、
で
す

が
…
…
」 

晋
一
郎
、
躊
躇

い
つ
つ
答
え
る
。 

晋
一
郎
「
わ
か

り
ま
し

た
。
で
は
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

数

歩

下

が

り

、

足

場

を

固

め

大

刀

を
抜
き
放
つ
。 

 
 

 

天

狗

、

間

髪

を

入

れ

ず

、

刀

を

抜

き

、

斬

り

か
か
る
。 

 
 

 

辛

う

じ

て

受

け

る

晋

一

郎

。

刀

と

刀

が

ぶ

つ

か
る
音
が
山
に

谺
す
る
。 

 
 

 

飛
び
退

る
二
人

。 

晋
一
郎
「
何
を

す
る
の

で
す
！
」 

 
 

 

晋
一
郎

の
剣
先

、
微
か
に
震
え
て
い
る
。 

天
狗
「
我
が
名

は
大
和

田
重
蔵
！ 

お

主
が
探

し
て 

お
る
者
じ
ゃ
」 

晋
一
郎
「
！
」 

天
狗
「
江
戸
で

、
彦
衛

門
と
同
門
で
あ
っ
た
」 

晋
一
郎
「
そ
、

そ
う
で

し
た
か
」 

天
狗
「
己
の
甥

を
む
ざ

と
見
殺
し
に
し
た
儂
じ
ゃ
。 

こ
こ
で
我
が
友

を
狙
う

お
主
を
、
黙
っ
て
通
す

訳 

に
は
い
か
ん
の

じ
ゃ
」 

晋
一
郎
「
て
、

天
狗
殿

…
…
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

構

え

を

解

き

、

天

狗

に

歩

み

寄

ろ

う
と
す
る
。 

 
 

 

天
狗
、

構
わ
ず

斬
り
か
か
る
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
辛
う

じ
て
避
け
る
。 

晋
一
郎
「
天
狗

殿
！
」 
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天
狗
「
頼
む
、

勝
負
し

て
く
れ
」 

 
 

 

天

狗

、

隙

の

な

い

正

眼

。

面

の

中

か

ら

悲

痛

な
声
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

構

え

を

解

い

た

ま

ま

、

天

狗

に

向

き
合
う
。 

 
 

 

天

狗

、

構

え

た

ま

ま

晋

一

郎

の

周

囲

を

じ

り

じ
り
と
回
る
。 

天
狗
「
昨
夜
、

お
主
が

寝
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
刺
し
殺 

そ
う
か
と
も
思

う
た
」 

晋
一
郎
「
そ
う

で
す
か

」 

天
狗
「
思
う
た

が
、
儂

も
若
き
頃
は
彦
衛
門
と
共
に 

剣
の
道
を
求
め

た
者
。

お
主
と
は
尋
常
な
立
ち

合 

が
し
た
い
」 

晋
一
郎
「
で
す

が
…
…

」 

天
狗
「
躊
躇
う

な
。
儂

を
思
え
。
死
ぬ

べ
き
時

に
死 

ね
な
か
っ
た
男

。
今
さ

ら
こ
の
齢
で
惜
し
む
命

で 

は
な
い
の
じ
ゃ

。
友
の

為
に
戦
わ
せ
て

く
れ
」 

 
 

晋
一
郎
、

天
狗
の

面
を
見
つ
め
る

。 

晋
一
郎
「
分
か

り
ま
し

た
」 

 
 

 

静

か

に

太

刀

を

構

え

な

お

す

。

切

っ

先

が

震

え
る
。 

 
 

 

天

狗

、

す

か

さ

ず

打

ち

込

む

。

晋

一

郎

、

身

を
か
わ
す
。 

 
 

 

天

狗

、

間

を

置

か

ず

、

俊

敏

な

動

き

で

打

ち

込
ん
で
く
る
。 

晋

一

郎

、

天

狗

の

激

し

い

打

ち

込

み

を

受

け

続
け
る
。 

天
狗
、
動
き
を

止
め
、
晋
一
郎
と
対
峙

。 

 
 

 

面
越
し

に
荒
い

息
使
い
。 

 
 

 

晋
一
郎

の
息
も

荒
い
。 

晋

一

郎

、

息

を

ゆ

っ

く

り

整

え

つ

つ

、

左

半

身
を
さ
ら
す
上

段
に
構
え
る
。 

振
り
か
ぶ
っ
た

切
っ
先
が
震
え
て
い
る

。 

天
狗
、
切
っ
先

で
晋
一

郎
の
喉
を
狙
う

。 

天
狗
「
（
甲

高
い
気
合

い
）
」 

晋
一
郎
「
（

気
合
い

）
」 

天

狗

、

晋

一

郎

の

喉

に

狙

い

を

付

け

た

ま

ま

、

横
に
動
く
。 

晋

一

郎

、

天

狗

の

動

き

に

応

じ

て

向

き

を

変

え
る
。 
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狗

、

身

を

沈

め

、

鋭

い

突

き

を

入

れ

る

。

晋

一

郎

、

辛

う

じ

て

身

体

を

開

い

て

躱

し

、

駆

け

抜

け

る

天

狗

の

背

に

刀

を

振

り

下

ろ

す

が
届
か
な
い
。 

天
狗
、
機
敏
に

振
り
返
り
、
正
眼
。 

晋
一
郎
、
再
び

上
段
。 

天

狗

「
（

息

を

切

ら

し

な

が

ら

）

そ

の

上
段

、

誰

に

習

ろ

う

た

。

彦

衛

門

で

は

あ

る

ま

い

。

上

段

を

遣

う

者

、

漲

る

気

で

相

手

を

押

し

返

さ

ね

ば

な

ら

ん

。

そ
れ
で
は
い
く

ら
で
も

突
け
る
ぞ
」 

 

○
佐
伯
家
道
場

（
フ
ラ

ッ
シ
ュ
） 

 
 

 

木

刀

の

切

っ

先

が

ゆ

っ

く

り

晋

一

郎

の

喉

に

近

づ

き

、

首

の

横

を

、

喉

を

貫

く

形

で

通

り

過
ぎ
る
。 

玄
之
丞
の
声
「

堪
え
よ

、
晋
一
郎
！
」 

 

○
元
の
峠 

 
 

 

天

狗

、

晋

一

郎

の

喉

に

狙

い

を

付

け

た

ま

ま

、

間
合
い
を
詰
め

て
く
る

。 

天
狗
「
（
気

合
い

）
」 

 
 

 

晋

一

郎

の

上

段

の

切

っ

先

の

震

え

が

止

ま

る

。 

 
 

 

天
狗
、

再
び
突

こ
う
と
す
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

先

を

取

り

、

踏

み

込

み

つ

つ

刀

を

振
り
下
ろ
す
。 

 
 

 

天

狗

の

面

、

両

断

さ

れ

る

。

天

狗

の

驚

き

の

表
情
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

返

す

刀

で

天

狗

の

胴

を

切

り

上

げ

る
。 

 
 

 

天

狗

の

身

体

が

宙

に

浮

き

、

後

ろ

に

倒

れ

る

。 

 
 

 

晋
一
郎

、
残
心

を
取
っ
た
ま
ま
動
か
な
い
。 

 
 

 

晋
一
郎

の
目
か

ら
一
筋
の
涙
。 

 

○
天
狗
の
小
屋

全
景 

 
 

 

戸

が

開

き

、

鍬

を

持

っ

た

晋

一

郎

が

出

て

来

る
。
振
り
返
り

も
せ
ず
道
を
下
っ
て
い

く
。 

 
 

 

天

狗

の

小

屋

か

ら

煙

。

や

が

て

炎

が

上

が

り

、

激
し
く
燃
え
始

め
る
。 

 

○
峠
（
夕
） 



 

 

 

 

| - 61 - 

 
 

 

晋

一

郎

、

天

狗

と

共

に

麓

を

見

下

ろ

し

た

場

所
に
穴
を
掘
っ

て
い
る
。 

 
 

 

穴

を

掘

り

上

げ

た

晋

一

郎

、

天

狗

の

遺

体

を

抱
い
て
来
て
、

穴
に
納
め
よ
う
と
す
る

。 

天
狗
の
遺
体
か

ら
脇
差
が
落
ち
る
。 

死

体

を

穴

に

納

め

、

脇

差

も

共

に

納

め

よ

う

と
す
る
が
、
思

い
止
ま
る
。 

天

狗

の

遺

体

の

胸

に

両

断

さ

れ

た

天

狗

の

面

を
置
き
、
土
を

か
け
始
め
る
。 

一

心

に

穴

を

埋

め

戻

す

晋

一

郎

。

表

情

の

な

い
顔
。 

 
 
×

 
 
×

 
 
×

 

 
 

 

盛

り

上

が

っ

た

土

の

上

に

、

墓

石

に

見

立

て

た
岩
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

墓

に

手

を

合

わ

せ

、

瞑

目

す

る

。

涙
が
静
か
に
流

れ
る
。 

 
 

 

墓
に
背

を
向
け

歩
き
去
る
。 

 
 

 

墓
が
夕

日
に
赤

く
染
ま
っ
て
い
る
。 

 

○
路
上 

 
 

 

城
下
町

の
街
中

。 

 
 

 

商

店

が

立

ち

並

び

、

荷

車

や

荷

を

背

負

っ

た

商

人

、

買

い

物

を

す

る

町

人

で

賑

わ

っ

て

い

る
道
。 

 
 

 

小

ざ

っ

ぱ

り

と

し

た

旅

姿

の

晋

一

郎

が

、

通

り

が

か

り

の

者

に

道

を

尋

ね

な

が

ら

歩

い

て

い
る
。 

 

○
別
の
路
上 

 
 

 

武

家

屋

敷

の

並

ぶ

人

気

の

な

い

道

。

左

右

に

続
く
築
地
塀
。 

 
 

 

左
右
を

見
な
が

ら
歩
い
て
い
く
晋
一
郎
。 

 
 

 

門

番

の

い

る

大

き

な

門

の

前

で

立

ち

止

ま

り

、

道
を
聞
く
。 

 

○
大
和
田
重
蔵

屋
敷
門

前 

 
 

 

小

さ

な

瓦

屋

根

の

つ

い

た

古

び

た

門

。

屋

根

の
瓦
は
所
々
落

ち
て
い
る
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

少

し

の

間

、

閉

ざ

さ

れ

た

門

扉

を

見

つ

め

、

開

け

放

た

れ

て

い

る

潜

り

戸

か

ら
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中
に
入
っ
て
い

く
。 

 
 

 
 

○
大
和
田
重
蔵

屋
敷
玄

関 

 
 

 

晋

一

郎

、

三

和

土

に

立

っ

て

奥

に

声

を

掛

け

る
。 

晋
一
郎
「
御
頼

み
申
す

。
も
ー
し
。
御
頼
み
申
す
」 

 
 

 

奥

か

ら

、

大

和

田

楓

（

１

７

）

が

出

て

来

る

。 

 
 

 

式

台

に

座

り

、

不

思

議

そ

う

な

顔

で

晋

一

郎

を
見
上
げ
る
。 

藤
「
ど
ち
ら
様

で
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
か
」 

晋
一
郎
「
佐
伯

晋
一
郎

と
申
し
ま
す
。
旅
の
途
中
で 

大
和
田
重
蔵
殿

と
知
り

合
う
た
も
の
で
す
」 

藤
「
え
！ 

お

祖
父
様

と
…
…
」 

 
 

 

楓
、
驚

き
の
声

を
上
げ
る
。 

 

○
大
和
田
家
客

間 

 
 

 

庭
に
面

し
た
十

畳
ほ
ど
の
座
敷
。 

 
 

 

障

子

が

開

け

ら

れ

、

縁

側

越

し

に

手

入

れ

さ

れ

た

小

さ

な

庭

。

植

込

み

の

小

振

り

な

梅

が

赤
い
花
を
咲
か

せ
て
い
る
。 

 
 

 

下
座
に

座
る
晋

一
郎
。 

 
 

 

対

面

し

て

大

和

田

松

（

５

９

）

と

楓

が

並

ん

で
座
っ
て
い
る

。 

 
 

 

そ

の

間

に

、

重

蔵

の

脇

差

が

置

か

れ

て

い

る

。 

 
 

 

脇

差

を

見

つ

め

る

松

と

楓

。

無

表

情

な

松

、

怒
り
に
震
え
る

顔
つ
き
の
楓
。 

松
「
（
脇
差

を
見
つ
め

た
ま
ま
）
そ
れ
で
、
夫
、
重
蔵 

は
、
あ
な
た
が

斬
っ
た

と
…
…
」 

 
 

晋
一
郎
、

淡
々
と

答
え
る
。 

晋
一
郎
「
は
い

」 

松
「
（
脇
差

を
見
つ
め

た
ま
ま
）
そ
れ

で
、
こ
の
脇
差 

は
形
見
だ
と
」 

晋
一
郎
「
始
め

は
、
共

に
埋
葬
し
よ
う
と
思
っ
た
の 

で
す
が
…
…
」 

松
「
互
い
に
遺

恨
が
あ

っ
た
訳
で
は
な
い
、
尋
常
の 

勝
負
で
あ
っ
た

と
…
…

」 

晋
一
郎
「
は
い

」 

松
、
顏
を
あ
げ

る
。 

松
「
そ
れ
故
、

こ
の
家

の
門
を
潜
れ
た
と
い
う
の
で 

す
か
」 
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晋
一
郎
「
い
え

…
…
、

そ
の
、
天
狗
、
い
や
大
和
田 

 

殿
に
は
命
を

救
っ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
」 

松
「
…
…
」 

晋

一

郎

「

そ

れ

ば

か

り

で

は

な

く

、

山

中

で

共

に

暮

ら

す

内

、

友

の

よ

う

な

も

の

に

な

っ

た

と

い

っ

て

い
い
と
思
い
ま

す
」 

松
「
そ
れ
で
も

斬
っ
た

と
…
…
」 

 
 

松
、
晋
一

郎
に
に

じ
り
寄
る
。 

晋
一
郎
「
申
し

上
げ
た

よ
う
に
、
大
和
田
殿
は
、
私 

が
大
和
田
殿
の

友
を
仇

と
し
て
追
っ
て
い
る
事

を 

知
り
、
斬
ら
ね

ば
な
ら

ぬ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

だ 

が
、
私
は
ど
う

し
て
も

斬
ら
れ
る
訳
に
は
い
か

な 

い
。
避
け
ら
れ

な
か
っ

た
の
で
す
」 

 
 

松
、
射
る

よ
う
な

視
線
で
晋
一
郎

を
見
る
。 

 
 

晋

一

郎

、

静

か

に

松

の

視

線

を

受

け

止

め

る

。 

晋
一
郎
「
お
恨

み
は
甘

ん
じ
て
受
け
ま
す
が
、
と
も 

か
く
、
消
息
を

お
知
ら

せ
せ
ね
ば
と
…
…
」 

松
、
片
手
を
付

き
、
肩
を
落
す
。 

松
「
そ
う
で
す

か
。
仔

細
は
と
も
か
く
、
武
士

が
互 

い

に

己

の

信

じ

る

と

こ

ろ

に

従

っ

た

の

で

あ

れ

ば

、 

今
更
、
何
も
申

し
上
げ

る
事
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

」 

 
 

 

晋

一

郎

、

両

手

を

突

き

、

軽

く

頭

を

下

げ

る

。 

晋
一
郎
「
お
言

葉
、
痛

み
入
り
ま
す
」 

松

「

こ

ち

ら

こ

そ

、

形

見

の

品

、

お

届

け

頂

き

ま

し

て

あ

り

が

と

う

存

じ

ま

し

た

。

実

の

と

こ

ろ

、

わ

た
く
し
は
、
と

う
に
諦

め
て
お
り
ま
し
た
の
に

」 

晋

一

郎

「

大

和

田

殿

は

山

中

に

潜

み

な

が

ら

、

国

に

帰

り

た

が

っ

て

お

ら

れ

ま

し

た

。

た

だ

、

甥

御

二

人

を

死

な

せ

た

事

が

如

何

に

も

重

く

、

つ

い

に

…

…
。
そ
れ
で
、

せ
め
て

脇
差
だ
け
で
も
と
…
…

」 

松

「

夫

は

、

以

前

よ

り

軽

忽

な

と

こ

ろ

の

あ

る

人

で

し

た

。

仇

討

ち

の

事

も

藩

内

随

一

の

遣

い

手

と

煽

て
ら
れ
た
故
で

ご
ざ
い

ま
す
」 

晋
一
郎
「
大
和

田
殿
も

悔
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
」 

松

「

遅

い

の

で

す

よ

。

わ

た

く

し

共

を

捨

て

て

十

二

年

、

便

り

も

な

く

、

生

死

さ

え

分

か

ら

ず

、

聞

け

ば
己
の
面
子
の

為
に
山

に
籠
り
…
…
」 

 
 

 

楓

、

い

き

な

り

形

見

の

脇

差

を

掴

む

と

、

鞘

を
払
い
晋
一
郎

を
突
く
。 

楓
「
（
悲
鳴

の
よ
う
に

）
お
祖
父
様
の
仇
！
」 
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晋

一

郎

、

片

膝

を

立

て

た

だ

け

の

動

き

で

楓

の
突
き
を
か
わ

す
。 

 
 

 

楓

、

勢

い

余

っ

て

畳

に

突

っ

伏

す

が

、

す

ぐ

に
起
き
上
が
っ

て
再
び
、
晋
一
郎
を
突

く
。 

 
 

 

晋

一

郎

、

脇

差

を

抜

き

、

楓

の

突

き

を

跳

ね

上
げ
る
。 

形
見
の
脇
差
、

天
井
に
突
き
刺
さ
る
。 

楓

、

晋

一

郎

に

躍

り

掛

か

り

、

首

を

絞

め

る

。 
楓
「
お
祖
父
様

を
…
…

。
よ
く
も
、
よ
く
も
！
」 

 
 

 
晋

一

郎

、

暫

く

の

間

、

さ

れ

る

が

ま

ま

に

な

っ
て
い
る
。 

晋
一
郎
の
顔
が

赤
く
な
っ
て
い
く
。 

晋

一

郎

、

楓

の

手

を

取

り

、

静

か

に

首

か

ら

引
き
は
が
す
。 

 
 

 

楓
、
も

が
く
が

抵
抗
で
き
な
い
。 

 
 

 

晋
一
郎

、
楓
を

突
き
放
す
。 

畳
に
突
っ
伏
す

楓
、
号
泣
す
る
。 

晋
一
郎
、
首
筋

を
さ
す
り
な
が
ら
言
う

。 

晋

一

郎

「

申

し

た

通

り

、

私

も

仇

を

追

う

身

。

い

ま

こ
こ
で
討
た
れ

る
訳
に

は
い
か
な
い
の
で
す
」 

晋

一

郎

、

手

を

伸

ば

し

て

、

天

井

の

脇

差

を

抜

く

と

、

何

事

も

な

か

っ

た

か

の

よ

う

に

鞘

に
納
め
、
元
の

通
り
に
置
く
。 

 
 

 

楓
、
立

ち
上
が

る
。 

憎

し

み

の

籠

っ

た

目

で

晋

一

郎

を

睨

む

と

、

音

高

く

襖

を

開

け

放

っ

て

部

屋

を

出

て

い

く

。 

松
、
襖
を
閉
じ

る
。 

松

「

お

赦

し

く

だ

さ

い

。

あ

れ

は

、

夫

に

は

ご

く

懐

い
て
お
り
ま
し

た
ゆ
え

」 

晋
一
郎
「
は
い

」 

松

「

あ

れ

の

母

親

は

嫁

ぎ

先

に

離

縁

さ

れ

、

出

戻

っ

て

お

り

ま

し

た

が

、

十

年

ほ

ど

前

に

病

を

得

ま

し

て
、
あ
っ
け
な

く
…
…

」 

晋
一
郎
「
そ
う

で
す
か

」 

松

「

そ

れ

ゆ

え

心

細

か

っ

た

の

で

し

ょ

う

。

な

お

さ

ら
、
夫
の
帰
り

を
待
ち

わ
び
て
お
り
ま
し
た
」 

晋
一
郎
「
そ
う

で
し
た

か
…
…
」 

松
「
と
も
か
く

、
御
無

礼
い
た
し
ま
し
た
」 

晋
一
郎
「
い
え

。
で
は

私
は
こ
れ
に
て
…
…
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

頭

を

下

げ

立

ち

上

が

ろ

う

と

す

る

。 
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松
「
お
待
ち
く

だ
さ
い

」 

 
 

 

松
、
目

を
閉
じ

、
大
き
く
息
を
吸
う
。 

松
「
脇
坂
殿
は

、
江
戸

は
新
川
と
い
う
所
で
手
習
い 

指
南
所
を
開
い

る
と
の

こ
と
で
す
」 

晋
一
郎
「
え
？

」 

 
 

 

晋

一

郎

、

坐

り

直

し

、

松

の

顔

を

見

詰

め

る

。 

松

「

三

年

ほ

ど

前

に

夫

宛

に

文

が

来

た

の

で

す

。

あ

な

た

が

探

し

求

め

て

い

る

の

は

、

脇

坂

彦

衛

門

殿

な
の
で
し
ょ
う

」 

晋
一
郎
「
は
、

は
い
。

ど
う
し
て
そ
れ
を
…
…
」 

松

「

夫

が

命

を

懸

け

て

守

ろ

う

と

し

た

の

で

あ

れ

ば

、 

脇
坂
殿
し
か
あ

り
ま
せ

ん
。
江
戸
で
の
遊
学
の

折 

り
、
義
兄
弟
の

縁
を
結

ん
だ
と
か
」 

晋

一

郎

「

よ

く

お

教

え

下

さ

れ

ま

し

た

。

で

は

御

免

」 

 
 

 

晋
一
郎

、
立
ち

上
が
り
、
襖
を
開
け
る
。 

襖
の
陰
に
楓
が

立
っ
て
い
る
。 

晋
一
郎
、
楓
に

目
礼
し
て
立
ち
去
る
。 

楓
、
座
敷
に
駆

け
込
む
。 

楓

「

お

祖

母

様

！ 

な

ぜ

あ

の

者

に

脇

坂

様

の

居

所

な
ど
を
…
…
」 

 
 

 

松
、
楓

を
目
で

制
し
、
座
ら
せ
る
。 

 
 

 

玄
関
を

窺
い
つ

つ 

松
「
脇
坂
殿
は

稀
代
の

名
人
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

あ
の
者
と
出
遭

え
ば
、

お
祖
父
様
の
仇
を
討
っ

て 

く
れ
る
や
も
し

れ
ま
せ

ん
」 

楓
「
お
祖
母
様

…
…
」 

松

「

楓

、

お

祖

父

様

を

倒

し

た

ほ

ど

の

者

で

す

。

お

前

や

私

が

ど

う

こ

う

で

き

る

相

手

で

は

あ

り

ま

せ

ん
。
こ
の
上
は

、
脇
坂

殿
が
頼
り
で
す
」 

楓
「
で
、
で
は

、
お
祖

母
様
も
仇
討
ち
を
…
…
」 

松

「

楓

、

恨

み

で

は

あ

り

ま

せ

ん

よ

。

仇

討

ち

は

武

門

の

習

い

で

す

。

こ

の

ま

ま

手

を

拱

い

て

い

た

の

で

は

、

女

だ

け

の

家

の

こ

と

よ

と

大

和

田

の

家

が

侮
ら
れ
ま
す
」 

楓
「
は
、
は
い

」 

松
「
で
は
、
脇

坂
殿
に

文
を
書
き
ま
し
ょ
う
」 

楓
「
文
？
」 

松

「

あ

の

者

に

伝

え

た

通

り

、

脇

坂

殿

は

新

川

の

山

形

屋

と

い

う

酒

問

屋

に

身

を

寄

せ

て

お

ら

れ

ま

す

」 

楓
「
は
い
。
江

戸
の
新

川
…
…
」 
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松

「

脇

坂

殿

が

、

よ

も

や

後

れ

を

取

る

と

は

思

い

ま

せ

ん

が

、

知

ら

せ

て

お

け

ば

、

不

意

打

ち

も

防

げ

ま
し
ょ
う
」 

楓

「

お

祖

母

様

、

そ

の

文

、

わ

た

く

し

が

届

け

ま

す

。 

ぜ
ひ
と
も
わ
た

く
し
を

江
戸
に
」 

松
、
楓
を
見
詰

め
る
。 

松

「

そ

う

で

す

か

。

成

程

、

そ

れ

も

よ

い

で

し

ょ

う

。 

楓
、
大
和
田
の

家
の
者

と
し
て
、
脇
坂
殿
が
、

あ 
の
者
を
討
つ
の

を
見
届

け
て
く
る
の
で
す
」 

楓
「
は
い
」 

松

「

た

だ

し

、

構

え

て

先

程

の

よ

う

に

手

を

だ

す

の

で
は
あ
り
ま
せ

ん
よ
。

い
い
で
す
ね
」 

楓
「
わ
か
り
ま

し
た
」 

松
「
で
は
、
忠

助
を
供

に
付
け
ま
す
。
す
ぐ
に
支
度 

を
。
時
が
あ
り

ま
せ
ん

よ
」 

楓
「
は
い
、
直

ぐ
に
」 

楓
、
立
っ
て
部

屋
を
出

て
行
く
。 

 ○
山
形
屋
・
裏

庭
全
景 

 
 

 

板
塀
に

囲
ま
れ

た
庭
。 

小

さ

な

離

れ

が

あ

り

、

中

か

ら

脇

坂

が

子

供

た

ち

に

手

習

い

の

稽

古

を

し

て

い

る

声

が

聞

こ
え
る
。 

 

○
同
・
離
れ
室

内 

脇

坂

が

子

供

達

の

字

を

直

し

て

回

っ

て

い

る

。 

庭
か
ら
晋
一
郎

の
声
。 

晋

一

郎

の

声

「

御

免

、

佐

伯

晋

一

郎

で

ご

ざ

る

。

大

和

田

殿

の

妻

女

か

ら

こ

ち

ら

と

伺

い

、

罷

り

越

し

ま
し
た
」 

 
 

 

脇
坂
、

子
供
か

ら
離
れ
、
縁
側
に
出
る
。 

 

○
同
・
裏
庭 

脇

坂

、

縁

側

に

出

て

く

る

。

板

塀

に

開

い

た

木
戸
を
背
に
晋

一
郎
が
立
っ
て
い
る
。 

脇

坂

「

晋

一

郎

か

。

久

し

い

の

。

四

年

振

り

か

。

ま

、

と

に

か

く

、

子

ら

の

稽

古

が

済

む

ま

で

暫

し

待

た

れ
よ
」 脇

坂
、
何
事
も

無
い
様
子
で
部
屋
に
戻

る
。 
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○
同
・
離
れ
室

内 

脇
坂
、
再
び
子

供
達
に
教
え
始
め
る
。 

障

子

に

晋

一

郎

の

影

。

近

付

い

て

き

て

縁

側

に
腰
を
下
ろ
す

様
子
。 

脇

坂

、

影

に

ち

ら

り

と

目

を

遣

る

が

、

そ

の

ま
ま
子
供
た
ち

の
相
手
を
続
け
る
。 

 
 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 

稽

古

が

終

わ

り

、

子

供

達

、

我

先

に

縁

側

か

ら
出
て
行
く
。 

脇

坂

、

暫

く

座

っ

た

ま

ま

、

障

子

に

映

る

晋

一
郎
の
影
を
見

詰
め
て
い
る
。 

脇

坂

、

左

手

に

太

刀

を

持

っ

て

立

ち

上

が

る

。 

 

○
同
・
裏
庭 

脇
坂
、
縁
側
に

出
て
く
る
。 

晋

一

郎

、

脇

坂

の

持

つ

刀

に

目

を

遣

る

。

驚

い
た
様
子
で
跳

び
退
り

、
身
構
え
る
。 

脇

坂

、

無

言

で

刀

を

抜

い

て

縁

側

か

ら

跳

び

上

が

り

、

空

中

か

ら

晋

一

郎

め

が

け

て

振

り

下
ろ
す
。 

低
い
が
腹
に
響

く
気
合
。 

晋

一

郎

、

前

方

に

身

体

を

投

げ

出

し

、

脇

坂

の

打

ち

込

み

を

避

け

る

。

素

早

く

立

ち

上

が

り
振
り
向
き
様

に
刀
を

抜
く
。 

晋

一

郎

、

正

眼

。

脇

坂

、

上

段

で

対

峙

。

暫

く
睨
み
合
う
二

人
。 

晋
一
郎
、
静
か

な
表
情
。 

脇
坂
、
晋
一
郎

を
見
て
微
か
に
驚
く
。 

脇
坂
、
だ
ら
り

と
刀
を

下
ろ
す
。 

脇
坂
「
や
は
り

、
止
め

て
お
こ
う
。
此
処
で
遣
り
合 

う
て
も
、
こ
の

家
の
者

に
迷
惑
」 

晋
一
郎
、
頷
い

て
刀
を

納
め
る
。 

晋
一
郎
「
そ
れ

が
宜
し

い
か
と
存
じ
ま
す
。
私
も
尋 

常
の
勝
負
に
よ

っ
て
本

懐
を
遂
げ
た
い
と
思
っ

て 

お
り
ま
す
ゆ
え

」 

脇
坂
「
言
い
お

る
わ
。

で
は
、
場
所
と
刻
限
を
定
め 

よ
、
晋
一
郎
」 

晋
一
郎
「
な
れ

ば
、
明

後
日
の
夜
明
け
、
場
所
は
浅 

茅
が
原
。
総
泉

寺
門
前

に
て
お
待
ち
申
し
ま
す

」 

脇
坂
「
承
知
」 
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晋
一
郎
「
で
は

今
日
は

こ
れ
に
て
。
御
免
」 

 
 

 

晋
一
郎

、
木
戸

に
向
か
う
。 

 
 

 

脇
坂
、

晋
一
郎

の
背
中
に
声
を
掛
け
る
。 

脇
坂
「
晋
一
郎

、
強
う

な
っ
た
な
」 

 
 

 

晋

一

郎

、

立

ち

止

ま

る

。

振

り

向

か

ず

に

返

事
を
す
る
。 

晋
一
郎
「
は
っ

」 

 
 

 

晋
一
郎

、
急
ぎ

足
で
去
る
。 

 
 

 

抜
き
身

の
刀
を

持
っ
た
ま
ま
見
送
る
脇
坂
。 

 
 

 
離
れ
の

陰
か
ら

楓
が
現
れ
る
。 

楓
「
脇
坂
様
…

…
」 

脇
坂
「
見
て
い

た
か
。

や
は
り
、
来
た
な
」 

楓
「
は
い
」 

脇
坂
「
あ
や
つ

、
た
だ

腕
を
上
げ
た
だ
け
で
は
な
い 

な
。
こ
の
四
年

、
ど
う

し
て
お
っ
た
の
か
…
…

」 

楓
「
脇
坂
様
、

明
後
日

の
立
合
い
、
こ
の
楓
に
一
太 

刀
な
り
と
…
…

」 

脇
坂
「
馬
鹿
者

！
」 

 
 

 

身
を
す

く
め
る

楓
。 

 
 

 

脇

坂

、

縁

側

に

転

が

っ

て

い

る

鞘

を

拾

い

、

刀
を
納
め
る
。 

脇

坂

「

こ

の

勝

負

、

わ

し

と

晋

一

郎

だ

け

の

も

の

だ

。 

余
人
を
交
え
る

つ
も
り

は
な
い
と
い
っ
た
は
ず

」 

楓
「
で
、
で
も

、
お
祖

父
様
は
脇
坂
様
を
守
ろ
う
と 

…
…
」 

脇
坂
「
く
ど
い

。
重
蔵

殿
の
気
持
ち
は
あ
り
が
た
い 

が
、
筋
が
違
う

。
い
や

重
蔵
殿
も
、
そ
ん
な
こ

と 

は
承
知
だ
っ
た

ろ
う
。

や
は
り
、
己
の
中
の
、

何 

事
か
を
懸
け
て

戦
っ
た

は
ず
」 

楓

「

楓

に

は

分

か

り

ま

せ

ん

。

あ

の

者

は

お

祖

父

様

を

殺

し

た

の

で

す

。

孫

の

わ

た

く

し

が

仇

を

討

つ

の
が
い
け
な
い

事
な
の

で
す
か
」 

脇

坂

「

そ

れ

を

い

う

な

ら

、

晋

一

郎

に

と

っ

て

、

わ

し
は
父
の
仇
だ

」 

楓

「

で

す

か

ら

、

あ

の

者

の

仇

討

ち

は

良

く

て

楓

の

仇
討
ち
は
い
け

な
い
と

い
う
こ
と
は
な
い
は
ず

」 

脇
坂
、
軽
く
た

め
息
を
付
く
。 

縁

側

に

腰

を

下

ろ

し

足

袋

の

裏

を

払

っ

て

縁

側
に
立
つ
。 

脇

坂

「

晋

一

郎

の

顔

を

見

た

か

。

多

分

、

こ

の

勝

負

、
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も
う
、
仇
討
ち

で
は
な

い
」 

楓
、
脇
坂
に
歩

み
寄
る
。 

楓
「
楓
に
は
、

楓
に
は

、
わ
か
り
ま
せ
ん
」 

脇

坂

「

と

に

か

く

、

お

松

殿

の

文

に

あ

る

通

り

、

立

会
う
事
は
許
す

が
、
手

を
出
す
こ
と
は
な
ら
ん

」 

脇
坂
、
離
れ
に

入
り
障
子
を
閉
め
る
。 

悔
し
げ
に
佇
む

楓
。 

 
○
浅
茅
が
原
（

朝
） 

曇
り
空
。 

人
気
の
な
い
草

原
。 

対
峙
す
る
晋
一

郎
と
脇
坂
。 

野
袴
、
襷
が
け

の
晋
一
郎
。
軽
衫
に
袖

無
し 

羽
織
の
脇
坂
。 

松
の
根
元
に
佇

む
楓
。
重
蔵
の
脇
差
を

握
り 

締
め
て
い
る
。 

脇
坂
、
羽
織
を

脱
ぎ
、
足
袋
裸
足
に
な

り
な 

が
ら
、
楓
に
目

を
や
る
。 

脇

坂

「

晋

一

郎

、

勝

手

な

が

ら

こ

の

勝

負

、

楓

を

立

ち
合
わ
せ
る
。

お
松
殿

の
頼
み
だ
」 

晋

一

郎

「

な

る

ほ

ど

。

そ

う

で

し

た

か

。

で

は

、

こ

の

勝

負

、

先

生

に

と

っ

て

は

重

蔵

殿

の

仇

討

ち

で

す
か
」 

脇

坂

「

無

論

、

そ

う

で

は

な

い

。

分

か

っ

て

お

ろ

う

、

晋
一
郎
」 

晋
一
郎
「
は
い

、
そ
う

で
し
ょ
う
ね
」 

脇

坂

「

こ

ち

ら

も

、

念

の

た

め

聞

い

て

お

こ

う

。

晋

一
郎
、
こ
の
勝

負
、
玄

之
丞
殿
の
仇
討
ち
か
」 

晋

一

郎

「

無

論

、

そ

う

で

す

。

先

生

も

そ

う

書

き

残

さ
れ
ま
し
た
」 

晋
一
郎
、
懐
か

ら
脇
坂
流
伝
書
と
書
か

れ
た 

巻
物
を
取
り
出

す
。 

脇
坂
「
そ
の
巻

物
を
持

っ
て
お
っ
た
か

」 

晋
一
郎
「
肌
身

離
さ
ず

」 

脇

坂

「

そ

の

巻

物

に

は

、

わ

し

が

最

初

に

免

許

を

与

え

る

者

に

思

う

と

こ

ろ

を

書

き

記

そ

う

と

思

っ

て

お
っ
た
。
だ
が

…
…
」 

晋
一
郎
「
そ
う

だ
っ
た

の
で
す
か
」 

脇

坂

「

わ

し

も

未

熟

者

よ

。

思

慮

の

足

り

な

さ

が

玄

之
丞
殿
に
…
…

」 
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晋

一

郎

「

先

生

、

申

し

訳

な

き

こ

と

な

れ

ど

、

も

う

そ
の
こ
と
は
よ

い
の
で

す
」 

脇

坂

「

玄

之

丞

殿

が

な

ぜ

死

を

選

ん

だ

か

、

知

り

た

く
は
な
い
の
か

」 

晋

一

郎

「

は

い

、

先

生

を

追

っ

て

旅

に

出

た

と

き

は

、

そ
れ
を
知
る
こ

と
こ
そ

が
望
み
で
し
た
」 

脇
坂
「
そ
う
か

。
し
て

…
…
」 

晋

一

郎

「

先

生

、

も

う

始

め

ま

し

ょ

う

。

と

に

か

く

私

は

こ

こ

で

父

の

仇

を

討

ち

ま

す

。

先

生

と

立

ち

合

う

事

の

み

を

思

っ

て

、

今

日

ま

で

旅

を

し

て

き

た
の
で
す
」 

晋
一
郎
、
静
か

に
刀
を
抜
く
。 

脇
坂
「
わ
か
っ

た
。
存

分
に
参
れ
」 

脇
坂
、
刀
を
抜

く
。 

脇
坂
「
い
ざ
」 

晋
一
郎
「
い
ざ

！
」 

両
者
、
間
合
い

を
取
り
、
と
も
に
正
眼

で
構 

え
る
。
暫
く
そ

の
ま
ま
対
峙
。 

脇
坂
、
ゆ
っ
く

り
と
晋
一
郎
の
廻
り
を

回
り 

始
め
る
。 

脇
坂
「
晋
一
郎

、
そ
の

剣
で
人
を
斬
っ
た
か
」 

晋
一
郎
「
こ
の

剣
で
斬

っ
た
は
重
蔵
殿
だ
け
で
す
」 

脇
坂
「
そ
う
か

」 

晋

一

郎

「

た

だ

、

つ

ま

ら

ぬ

喧

嘩

で

人

を

一

人

殺

め

ま
し
た
。
悔
い

て
お
り

ま
す
」 

脇
坂
「
そ
う
か

」 

晋
一
郎
、
脇
坂

の
動
き
に
併
せ
て
間
合

い
を 

測
り
な
が
ら
動

く
。 

晋
一
郎
、
上
段

に
振
り
か
ぶ
る
。 

晋
一
郎
「
（

鋭
い
気
合

）
や
あ
！
」 

脇
坂
、
下
段
に

構
え
を
変
え
、
切
っ
先

を
右 

に
開
く
。 

脇
坂
「
（
低

い
気
合
）

お
う
！
」 

晋
一
郎
、
一
気

に
間
合
い
を
詰
め
、
気

合
と 

と
も
に
刀
を
振

り
下
ろ
す
。 

脇
坂
、
身
体
を

開
い
て
か
わ
し
、
刀
を

晋
一 

郎
の
左
小
手
め

が
け
て
切
り
上
げ
る
。 

晋
一
郎
、
左
小

手
を
柄
か
ら
放
し
、
切

っ
先 

を
か
わ
す
と
、

握
り
な
お
し
て
脇
坂
の

胴
め 

が
け
て
振
り
上

げ
る
。 
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脇
坂
、
跳
び
退

っ
て
避
け
る
。 

晋
一
郎
、
そ
の

ま
ま
駆
け
抜
け
、
振
り

返
っ 

て
正
眼
。 

脇
坂
、
晋
一
郎

に
向
か
い
再
び
正
眼
。 

暫
く
無
言
で
対

峙
。 

楓
、
二
人
の
戦

い
に
息
を
呑
む
。 

形
見
の
脇
差
を

握
り
締
め
る
。 

晋

一

郎

「

先

生

、

我

が

父

の

剣

は

如

何

で

あ

り

ま

し

た
か
」 

脇
坂
「
玄
之
丞

殿
の
？

」 

晋

一

郎

「

父

は

先

生

と

立

ち

合

っ

た

後

、

剣

の

修

行

が
虚
し
い
と
い

っ
て
腹

を
切
り
ま
し
た
」 

脇
坂
「
そ
う
で

あ
っ
た

か
」 

晋

一

郎

「

我

が

父

の

剣

は

虚

し

き

も

の

で

あ

り

ま

し

た
か
」 

脇
坂
「
そ
れ
は

知
ら
ぬ

！
」 

脇

坂

、

歩

み

足

で

無

造

作

に

間

合

い

を

詰

め

て
打
ち
込
む
。 

晋
一
郎
、
受
け

る
。 

脇

坂

「

も

し

、

剣

の

修

行

が

虚

し

け

れ

ば

、

生

き

る

こ
と
も
ま
た
虚

し
い
」 

晋
一
郎
「
父
の

一
生
が

虚
し
い
と
い
う
か
！
」 

晋
一
郎
、
攻
勢

に
転
ず
る
。 

脇
坂
、
晋
一
郎

の
攻
め
を
悉
く
受
け
る

。 

脇
坂
、
攻
め
を

受
け
つ
つ
言
う
。 

脇
坂
「
考
え
て

も
み
よ

。
晋
一
郎
」 

両
者
、
鍔
迫
り

合
い
。 

見
詰
め
合
う
目

と
目
。 

脇

坂

「

人

の

生

涯

が

虚

し

い

か

ど

う

か

、

余

人

が

測

り
う
る
も
の
で

は
な
い

！
」 

晋

一

郎

、

跳

び

退

っ

て

再

び

上

段

に

構

え

る

。 

脇
坂
、
正
眼
。 

晋
一
郎
「
（

吼
え
る
よ

う
な
気
合
）
お

お
う
！

」 

脇
坂
「
（
晋

一
郎
の
気

合
に
応
じ
て
）

お
う
！

」 

晋
一
郎
、
左
半

身
を
晒
し
た
上
段
の
ま

ま
、 

ジ
リ
ジ
リ
と
間

を
詰
め
る
。 

脇

坂

、

切

っ

先

を

晋

一

郎

の

喉

に

向

け

不

動

。 

晋
一
郎
、
更
に

気
合
を
掛
け
る
が
、
脇

坂
は 

応
え
な
い
。 

晋
一
郎
、
さ
ら

に
間
を
詰
め
、
一
足
一

刀
の 
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間
合
い
を
越
え

る
。 

晋
一
郎
、
脇
坂

、
共
に
動
け
な
い
。 

ぶ
つ
か
り
あ
う

視
線
。 

脇
坂
、
僅
か
に

引
い
て
見
せ
る
。 

晋
一
郎
、
鋭
い

気
合
と
共
に
右
足
を
大

き
く 

踏
み
込
み
、
刀

を
振
り
下
ろ
す
。 

脇
坂
、
飛
び
込

む
よ
う
に
踏
み
込
ん
で

刃
の 

下
を
潜
り
、
晋

一
郎
の
喉
に
諸
手
突
き

を
送 

る
。 

晋
一
郎
、
首
を

傾
げ
て
突
き
を
か
わ
す

が
、 

脇
坂
の
刀
は
下

顎
を
掠
め
る
。 

振
り
下
ろ
し
た

晋
一
郎
の
刀
の
鍔
が
脇

坂
の 

左
肩
を
打
つ
。 

脇
坂
、
跪
く
。

左
手
が
柄
か
ら
離
れ
る

。 

晋
一
郎
、
跳
び

退
る
。 

脇
坂
、
跪
い
た

ま
ま
右
手
で
刀
を
構
え

、
晋 

一
郎
を
見
上
げ

て
い
る
。 

晋
一
郎
、
脇
坂

を
見
下
ろ
す
。
顎
の
傷

か
ら 

の
出
血
が
首
か

ら
肩
を
濡
ら
す
。 

晋
一
郎
「
先
生

…
…
」 

脇
坂
、
晋
一
郎

の
背
後
を
見
る
。 

脇
坂
「
晋
一
郎

！
」 

晋
一
郎
、
振
り

返
る
。 

楓
が
脇
差
を
構

え
、
晋
一
郎
に
ぶ
つ
か

っ
て 

く
る
。 

楓
「
（
悲
鳴

の
よ
う
に

）
お
祖
父
様
の

仇
！
」 

晋

一

郎

、

避

け

よ

う

と

す

る

が

避

け

き

れ

ず

、 

脇
差
を
脇
腹
に

受
け
る
。 

楓
、
返
り
血
を

浴
び
、
悲
鳴
を
上
げ
て

尻
餅 

を
つ
く
。 

晋
一
郎
、
楓
を

見
下
ろ
し
て
微
か
に
笑

う
。 

晋
一
郎
「
天
狗

殿
、
楓

殿
に
仇
を
取
ら

れ
…
…

」 

晋
一
郎
、
倒
れ

る
。 

 

○
晋
一
郎
の
藩

の
城
全

景 

青
空
に
そ
び
え

る
白
壁
の
天
守
と
郭
。 

男

の

声

「

こ

れ

よ

り

、

佐

伯

玄

之

丞

と

脇

坂

彦

衛

門

の
試
合
を
行
う

。
両
名

、
こ
れ
へ
」 

 

○
城
内
・
馬
場 
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馬

場

に

幔

幕

が

四

角

く

引

き

回

さ

れ

て

い

る

。 

幔
幕
の
内
、
中

央
奥
に
藩
主
と
小
姓
数

名
。 

左
右
に
藩
士
数

名
が
床
几
に
腰
を
下
ろ

し
て 

い
る
。 

幔
幕
の
外
か
ら

佐
伯
玄
之
丞
（
２
８
）

と
脇 

坂
彦
衛
門
（
３

８
）
が
、
小
姓
に
導
か

れ
入 

っ
て
く
る
。 

両
者
、
藩
主
に

向
か
っ
て
一
礼
し
、
左

右
に 

分
か
れ
て
、
向

か
い
合
う
。 

藩
主
の
側
に
座

る
、
検
分
役
ら
し
き
男

が
立 

ち
上
が
り
、
声

を
張
り
上
げ
る
。 

検

分

役

「

試

合

は

木

太

刀

に

て

行

う

。

勝

負

は

一

本

。

は
じ
め
！
」 

玄
之
丞
と
脇
坂

、
互
い
に
一
礼
し
た
後

、
木 

刀
を
構
え
る
。

共
に
正
眼
。 

玄
之
丞
、
左
右

に
動
き
、
間
合
い
を
測

る
。 

脇
坂
、
玄
之
丞

の
動
き
に
合
わ
せ
て
対

応
す 

る
。 

両
者
の
動
き
、

止
ま
る
。
暫
く
対
峙
。 

玄
之
丞
、
気
合

を
掛
け
、
一
気
に
間
合

い
を 

詰
め
て
打
ち
か

か
る
。 

脇
坂
、
受
け
る

こ
と
、
数
合
の
後
、
鍔

迫
り 

合
い
に
な
る
。 

睨
み
合
う
両
者

。
互
い
に
跳
び
退
っ
て

間
合 

い
を
取
る
。 

脇
坂
、
右
足
を

引
い
て
、
上
段
に
構
え

を
変 

え
る
。 

脇
坂
「
（
気

合
）
や
あ

！
」 

玄
之
丞
「
（

応
じ
て
）

お
う
！
」 

玄
之
丞
、
正
眼

の
ま
ま
、
ジ
リ
ジ
リ
押

す
。 

脇
坂
、
上
段
の

ま
ま
不
動
。 

玄
之
丞
、
尚
も

押
し
て
一
足
一
刀
の
間

合
い 

に
近
づ
く
。 

玄
之
丞
「
（

激
し
い
気

合
）
お
お
う
！

」 

玄
之
丞
、
歯
を

食
い
し
ば
り
、
尚
も
押

す
。 

脇
坂
、
動
か
ず

、
再
び
気
合
で
応
え
る

。 

玄
之
丞
、
大
き

く
右
足
を
踏
み
出
し
、

間
合 

い

に

入

る

と

、

そ

の

ま

ま

突

き

を

繰

り

出

し

、 

脇
坂
の
喉
を
狙

う
。 

脇
坂
、
身
体
を

開
い
て
突
き
を
避
け
る

が
間 
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に
合
わ
ず
、
木

刀
が
喉
の
皮
を
破
る
。 

小
さ
な
血
し
ぶ

き
が
上
が
る
。 

脇
坂
、
駆
け
抜

け
る
玄
之
丞
に
渾
身
の

一
刀 

を
振
り
下
ろ
す

が
届
か
ず
。 

検
分
役
「
そ
れ

ま
で
！

」 

残
心
を
解
き
、

振
り
返
る
玄
之
丞
。 

戸
惑
い
つ
つ
検

分
役
を
見
る
。 

検
分
役
、
頷
く

。 

脇
坂
、
玄
之
丞

に
静
か
に
一
礼
す
る
。 

玄
之
丞
、
戸
惑

い
な
が
ら
礼
を
返
す
。 

脇

坂

、

藩

主

に

一

礼

し

て

幔

幕

を

出

て

行

く

。 

見
送
る
玄
之
丞

。 

 

○
城
内
・
井
戸

端 

井
戸
か
ら
水
を

汲
む
玄
之
丞
。 

手

ぬ

ぐ

い

を

桶

に

浸

し

、

顔

を

ぬ

ぐ

っ

て

か

ら
肩
脱
ぎ
に
な

る
。 

右

脇

腹

に

長

い

蚯

蚓

腫

れ

の

よ

う

な

傷

が

あ

る
の
に
気
が
つ

く
。 

驚

き

つ

つ

、

着

て

い

た

胴

着

を

見

る

。

表

面

に
引
き
攣
れ
た

よ
う
な
痕
。 

呆
然
と
立
ち
尽

く
す
玄
之
丞
。 

 

○
山
形
屋
・
離

れ
室
内 

布
団
に
横
た
わ

る
晋
一
郎
。 

傍
ら
に
座
る
脇

坂
。
左
手
を
肩
か
ら
吊

っ
て 

い
る
。 

脇

坂

「

あ

の

御

前

試

合

で

、

勝

ち

を

譲

ら

れ

た

と

玄

之
丞
殿
は
思
っ

た
の
だ

」 

晋
一
郎
、
寝
た

ま
ま
脇
坂
を
見
上
げ
る

。 

晋
一
郎
「
そ
う

だ
っ
た

の
で
す
か
」 

脇

坂

「

そ

の

思

い

が

、

二

十

年

の

長

き

に

渡

っ

て

玄

之

丞

殿

を

苦

し

め

た

。

ま

こ

と

、

我

が

思

慮

が

足

り
な
か
っ
た
」 

晋

一

郎

「

そ

れ

で

、

先

生

は

本

当

に

勝

ち

を

譲

ら

れ

た
の
で
す
か
」 

脇
坂
、
薄
く
目

を
閉
じ
、
暫
く
絶
句
す

る
。 

脇
坂
「
有
体
に

言
え
ば

、
そ
う
だ
」 

晋
一
郎
「
な
ぜ

そ
の
よ

う
な
…
…
」 

晋
一
郎
、
身
体

を
起
こ
そ
う
と
す
る
。 
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苦
痛
に
歪
む
顔

。 

脇
坂
「
寝
て
お

れ
。
傷

口
が
開
く
」 

脇
坂
、
右
手
で

晋
一
郎
の
肩
を
押
さ
え

る
。 

脇

坂

「

あ

の

御

前

試

合

は

、

藩

の

剣

術

指

南

役

を

決

め

る

試

合

だ

っ

た

。

と

い

う

よ

り

、

ほ

ぼ

決

ま

り

か

け

て

い

た

玄

之

丞

殿

に

対

し

て

、

故

障

を

申

し

立
て
る
も
の
が

お
っ
た

の
だ
」 

晋
一
郎
「
反
対

さ
れ
る

方
が
…
…
な
ぜ

？
」 

脇

坂

「

そ

れ

は

わ

し

も

知

ら

ぬ

。

と

に

か

く

、

そ

れ

で
わ
し
が
担
ぎ

出
さ
れ

た
」 

晋
一
郎
「
先
生

も
指
南

役
に
…
…
」 

脇

坂

「

馬

鹿

な

。

わ

し

が

そ

の

よ

う

な

男

で

は

な

い

こ
と
は
知
っ
て

お
ろ
う

」 

晋
一
郎
「
そ
う

で
す
ね

」 

脇

坂

「

恩

を

受

け

た

方

が

間

に

入

っ

て

な

。

断

れ

な

か
っ
た
」 

晋
一
郎
「
そ
う

で
し
た

か
」 

脇

坂

「

あ

の

頃

、

わ

し

は

道

場

を

開

い

た

ば

か

り

。

玄

之

丞

殿

は

歴

と

し

た

ご

家

中

。

わ

し

に

は

勝

た

ね

ば

な

ら

ぬ

わ

け

は

な

く

、

玄

之

丞

殿

の

方

は

負

け
ら
れ
ぬ
立
場

だ
っ
た

」 

晋
一
郎
「
そ
れ

で
、
先

生
は
負
け
た
…

…
」 

脇

坂

「

だ

が

、

わ

し

は

思

い

違

い

を

し

て

い

た

。

玄

之

丞

殿

は

真

の

剣

士

で

あ

っ

た

の

だ

。

わ

し

は

、

そ

の

矜

持

を

深

く

傷

付

け

た

。

剣

の

道

を

求

め

る

者

で

あ

り

な

が

ら

、

そ

こ

に

思

い

が

至

ら

な

か

っ

た
。
わ
し
は
愚

か
だ
っ

た
」 

右
手
を
突
き
、

俯
く
脇

坂
。 

晋
一
郎
「
先
生

…
…
」 

楓
の
声
「
も
し

、
脇
坂

様
」 

脇
坂
、
顔
を
上

げ
振
り
返
る
。 

障
子
に
女
の
影

。 

脇
坂
「
楓
か
」 

楓

の

声

「

は

い

。

あ

の

、

佐

伯

様

は

お

気

が

つ

か

れ

ま
し
た
か
」 

脇
坂
「
お
う
。

今
、
昔

話
を
し
て
い
た

と
こ
ろ

だ
」 

楓
の
声
「
あ
の

、
佐
伯

様
の
お
薬
を
…

…
」 

脇
坂
「
入
っ
て

ま
い
れ

」 

楓
の
声
「
い
え

、
こ
こ

で
」 

脇
坂
「
何
を
申

し
て
お

る
。
い
い
か
ら

入
れ
」 
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脇
坂
、
立
っ
て

障
子
を
開
け
る
。 

縁
側
に
平
伏
す

る
楓
。 

傍
に
盆
に
載
せ

ら
れ
た
小
桶
、
晒
し
、

練
り 

薬
の
包
み
。 

楓
「
佐
伯
様
、

も
、
申

し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
」 

晋

一

郎

「

何

を

い

う

の

で

す

。

楓

殿

は

当

然

の

こ

と

を
し
た
の
で
す

よ
」 

楓

「

楓

は

、

人

を

、

人

を

刺

す

事

が

、

あ

の

よ

う

に

恐
ろ
し
い
も
の

だ
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」 

晋

一

郎

「

楓

殿

は

そ

れ

を

や

っ

た

の

で

す

。

重

蔵

殿

の
た
め
に
…
…

」 

楓
、
俯
い
た
ま

ま
動
か
な
い
。 

脇

坂

「

楓

、

い

い

か

ら

入

っ

て

晋

一

郎

の

薬

を

替

え

て

や

れ

。

肩

が

砕

け

た

わ

し

で

は

ど

う

に

も

な

ら

ん
」 

楓
「
お
ゆ
る
し

く
だ
さ

い
。
楓
は
、
楓
は
…
…
」 

脇

坂

「

晋

一

郎

が

眠

っ

て

い

る

時

は

や

っ

て

い

た

で

は
な
い
か
」 

晋
一
郎
「
先
生

、
い
い

で
す
よ
。
自
分
で
…
…
」 

楓

、

立

ち

上

が

る

と

縁

側

を

小

走

り

に

走

り

去
る
。 

脇
坂
「
頑
固
な

娘
だ
。

ど
れ
」 

脇

坂

、

あ

ぶ

な

っ

か

し

く

盆

を

片

手

で

持

ち

、

晋
一
郎
の
傍
に

戻
る
。 

晋

一

郎

「

い

い

の

で

す

よ

。

楓

殿

に

と

っ

て

は

、

私

は

い

ま

だ

祖

父

の

仇

。

ど

う

し

て

い

い

の

か

分

か

ら
な
い
の
で
し

ょ
う
」 

脇
坂
、
晋
一
郎

の
布
団
を
剥
ぐ
。 

晋
一
郎
は
下
帯

一
。
腹
に
血
が
滲
ん
だ

晒
し 

が
巻
か
れ
て
い

る
。 

脇
坂
「
お
い
、

向
う
を

向
け
」 

脇
坂
、
晒
し
を

解
き
、
薬
を
替
え
る
。 

晋
一
郎
「
申
し

訳
あ
り

ま
せ
ん
」 

脇
坂
「
背
中
の

傷
は
ど

う
し
た
」 

晋
一
郎
「
ヤ
ク

ザ
者
と

喧
嘩
を
し
ま
し
た
」 

脇
坂
「
馬
鹿
な

こ
と
を

」 

晋

一

郎

「

先

生

を

追

っ

て

旅

を

し

て

、

色

々

な

目

に

会
い
ま
し
た
」 

脇
坂
「
そ
う
か

」 

晋

一

郎

「

先

生

、

剣

の

道

は

生

き

る

道

に

通

じ

ま

す
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か
」 

脇
坂
「
無
論
だ

。
わ
し

は
そ
う
信
じ
て
お
る
」 

晋
一
郎
「
な
ら

ば
、
私

は
剣
を
捨
て
ま
し
ょ
う
」 

脇
坂
、
薬
を
替

え
る
手
を
止
め
る
。 

脇
坂
「
何
故
だ

」 

晋

一

郎

「

私

は

生

き

る

道

を

見

失

っ

て

お

り

ま

し

た

。

父

の

仇

と

い

う

だ

け

で

は

な

く

、

先

生

と

の

立

ち

合

い

が

生

き

る

標

で

し

た

。

剣

が

、

剣

の

道

が

必

要
で
し
た
」 

脇
坂
「
も
う
、

い
ら
な

く
な
っ
た
か
」 

晋
一
郎
「
は
い

。
今
は

そ
ん
な
気
が
し
ま
す
」 

脇
坂
「
よ
し
、

こ
れ
で

よ
か
ろ
う
」 

脇
坂
、
晋
一
郎

に
布
団
を
掛
け
る
。 

晋
一
郎
「
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」 

脇
坂
「
で
、
ど

う
す
る

」 

晋
一
郎
、
天
井

を
見
な
が
ら 

晋

一

郎

「

さ

て

、

傷

が

い

え

た

ら

、

ま

ず

は

国

へ

帰

り
ま
し
ょ
う
。

母
と
妹

が
い
ま
す
」 

脇
坂
「
そ
う
だ

な
」 

晋

一

郎

「

そ

う

だ

。

先

生

、

あ

の

脇

坂

流

伝

書

、

改

め
て
私
に
授
け

て
く
だ

さ
い
」 

脇
坂
「
な
に
。

あ
の
巻

物
か
。
何
故
だ
」 

晋

一

郎

「

そ

し

て

、

お

願

い

が

あ

り

ま

す

。

先

生

の

手
で
父
の
仇
と

い
う
文

字
を
消
し
て
く
だ
さ
い

」 

脇
坂
「
晋
一
郎

、
そ
な

た
…
…
」 

脇
坂
、
晋
一
郎

を
見
詰
め
る
。 

晋

一

郎

「

そ

れ

と

も

、

先

生

、

い

ま

だ

免

許

に

は

足

り
ま
せ
ん
か
」 

脇
坂
、
無
言
で

晋
一
郎
を
見
詰
め
続
け

る
。 

そ
の
目
が
潤
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
る

。 

〈
了
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